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この マニ ュ ア ル は 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ CZ-800C の 同 梱 BASIC に 基づい て 作成 され て いま す 。 


(1) パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ CZ-800C で は 、 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア を 全て ファ イル 形態 の ソフ トウ 
ルプ パッ ク (の モッ ト テ ー プ ) に よっ そ ず ポー ト き れ ま すず 。 
各 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア お よび 本 書 の 内 容 は 、 改 良 の た め 予 告 な く 変 更 す る こと が あり ます の で 、 
ファ イル バー ジョ ン ナ ン バ ー に は 、 特 に ご 注意 され る よう 、 お 願い いた し ます 。 


(2) パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ CZ-800C の シス テム ソフ トウ ェ ア な ら び に 本 書 の 内 容 を 当社 に 無断 で 
複製 する こと は 禁止 し ます 。 


(3) 本 機 は 非常 に 複雑 な 機能 お よび 組合 せ を 有する 製品 で あり 、 出 荷 に 際 し て マニ ュ ア ル を 含め 充分 
な チェ ッ ク を し て 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 ご 使用 中 ご 不審 な 点 、 お 気付 きのこ と が あり ま 
し た ら 、 も より の シャ ー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 まで ご 連絡 くだ さい 。 


な お 、 運 用 し た 結果 、 生 じ る 影響 に つい て は 、 責 任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ 
さい 。 


m SHARP HuBASIC の 特長 


SHARP HuBASIC は 、 以 下 の 特長 を も っ て いま す 。 


1. 


16. 


CZ-800C の も つ ハ ー ド ウェ ア 機 能 を 十分 に 活用 で きま す 。BASIC 言 語 で 操作 可能 な も の と し て は 、 以 下 の も の が あ 
げ ば られ ます 。 


る プロ グラ マ プ ル ・ フ ァ ン クシ ョ シン キー 

e 専用 カセ ッ ト 

@ タ イマ ー・ カ レン ダー つき クロ ッ ク 

@ セ ント ロニ クス ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 機器 
@e@ テ レビ ジョ ンコ ント ロー ル 

9 グラ ブイ ッ グ *・ プ ライ オリ ティ イッ ロジ ッ ク 
@ ユー ザー 定義 キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ 

@ プ ログ ラマ ブル ・ サ ウン ドジ ェ ネ レー タ 


. 48K バ イト の グラ フィ ッ ク 専 用 RAM に より 各種 の グラ フィ ッ ク 処 理 に 対応 で きま す 。 


(1) 640 X200 ドッ ト 高 分 解 能 グ ラフ ィ ッ ク 
フル カラ ー8 色 1 画面 、 ま た は 単色 (8 色 中 1 色 選 択 ) 3 画面 
(2) 320 X200 ドッ トマ ルナ チ 画面 
フル カラ ー8 色 2 画面 、 ま た は 単色 (8 色 中 1 色 選 択 ) 6 画面 


. WINDOW 命 令 に よっ て 論理 座標 を 設定 する こと に より 、 科 単 # を プロ グラ ム で 、 多 彩 な 表示 を 実現 で きま す 。 


・ テ キス ト 用 VRAM と グラ フィ ッ ク 用 VRAM を 別々 に も っ て いる た め 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 を 容易 


に 行え ます 。 


・ パ レッ ト の 概念 に よっ て 、 色 の 変更 を 有 瞬時 に 行う こと が で きま す 。 


. 特殊 を ハー ドウ ェ ア と それ ら を サポ ー ト する 強力 な ソフ トウ ェ ア に より 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 同 士 や 、 グ ラフ ィ ッ ク と 


テキ スト 画面 と の 間 で 優先 順位 を も た せ て 重ね 合わ せる こと が で きま す 。 こ の 機能 に より 、 簡 単 な を プロ グラ ム で 複雑 
な 動き の 画面 を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 


. 通常 の キャ ラク タ 用 ROM ( 英 数 字 、 カ ナ 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク パ ター ン な ど ) の ほか に 、 ユ ー ザ ー が 自由 に 定義 で きる 


キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ RAM を も っ て お り 、256 種 の パタ ー ン を 定義 むす る こと が で きま す 。 こ れ ら の パタ ー ン は ド 
ッ ト 単 位 で 色 を 指定 する こと が で きま す 。 


. 4 種類 の キャ ラク タ 表 示 サ イズ を も っ て お り 、 混 在 し て 用 いる こと が で き 、 組 合わ せ て 使用 する こと に より 、 見 や す 


い 画 面 を 構成 する こと が で きま す 。 


。 プ ログ ラマ ブル ・ サ ウン ドジ ェ ネ レー タ 回 路 を 持っ て お り 、 各 種 の 効果 音 を 容易 に 作り 出す こと が で きま す 。 
- デ イス プレ イ テ レ ビ CZ-800D に 接続 する こと に より 、 テ レビ 画面 と コン ピュ ー タ 画面 を 混在 し て 扱う こと が で きま T+. 


. ディスプレイ テレ ビ CZ-800D の チャ ン ネ ル 、 電 源 、 音 量 な ど を コン トロ ー ル する 命令 を も っ て いる た め 、BASIC プ 


ログ ラム 中 で これ ら の コン トロ ー ル が で きま す 。 


. タイ マー 機能 を も っ て お り 、 会 話 形式 で 時 刻 設 定 が 可能 で す 。 
.。 プ ログ ラム 中 の ジャ ンプ 先 と し て 、 ラ ベル を 扱え る た め 、 わ か りや すい プロ グラ ム を 作る こと が で きま す 。 


. ТЕ THEN ELSE,WHILE WEND, REPEAT UNTIL な ど 構 造 化 プロ グラ ミン グ に 対処 し た ステ ー ト メン ト を 備え て 


いま す 。 


. 専用 カセ ッ ト に 対応 し た 命令 を いく つか 用 意 し て いる の で 、 プ ログ ラム 中 で 自由 に カセ ッ ト の コン トロ ー ル が 行え ま 


す 。 
単 精度 実数 の 有効 桁 が 8 桁 に た な っ て いる た め 、 高 精度 の 演算 を 少な い 容 量 で 実現 で きま す 。 


第 1 草 SHARP HuBASIC の 概要 


— | . | SHARP HuBASIC の 起動 жаннан 


CZ-800C の 背面 右 隅 に ある 電源 スイ ッ チ を ON に する と 、 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ の 画面 に 、 
[ 


IPL is under preparing esas... (1) 


Make ready any device 
Push(F,R,C or T) key 
FiFlopphy  eDe€eernr [r 1 YK'us sy auswasastawsuswawatspass (2) 
R:ROM 
C:CMT 
Т:Тітег 


と 表示 きれ て 、 カ セッ ト の フタ が 開く の で 、BASIC カ セッ ト フ ァ ィ ル を セッ ト し て 、 キ ー ボ ー ド 上 の | Cc | キー を 押し ます 。 
する と 、 イ ニシ ャ ル ロ ー デ ィング を 行う IPL(initial program loader) が 自動 的 に スタ ー ト し て 、 画 面 に 


IPL is looking for a program from CMT ++... (3) 
と 表示 され 、 テ ー プ が 回 り 始 め ま す 。BASIC の 実際 の ロー ディ ング が 始ま る と 、 


IPL is loading BASIC С78СВ01 +++... (4) 
と 表示 され ます 。 数 分 後 、 イ ニシ ャ ル ロ ー デ ィング が 終了 する と 、 画 面 に 


SHARP-HuBASIC CZ-8CB01 VX.X 
Copyright (C) 1982 by SHARP/Hudson 


XXXXX Bytes free 
Ok 
m 


と メッ セー ジ を 表示 し 、 カ セッ ト を 自動 的 に 巻き 戻し ます 。 

Ok の 下 で カー ソル が 点 減 し て いる の は 、 シ ステ ムコ ント ロー ル が BASIC の コマ ンド レベ ル に あり 、 コ マン ド の 入力 待 
ちの 状態 に ある こと を 示し て いま す 。 

も し 、 電 源 投 入 前 に あら か じ め BASIC カ セッ ト フ ァイル を カセ ッ ト レ コー ダー に セ モット し て お く と 、 画 面 上 の メッ セー ジ が 
( 1 ) 、( 3 ) 、(4 ) と 連続 的 に 変わ り 、IPL が 自動 的 に スタ ー ト し て 、(5) の メッ セー ジ を 表示 し て イニ シャ ル ロ ー デ ィング 
を 終了 し ます 。 

カセ ッ ト フ ァイル を セッ ト す る と き は 、 テ ー プ が 先頭 まで 巻き 戻し て ある か どう か 必ず 確か め る よう に し て くだ さい 。 


2 動作 モー トド に 


SHARP HuBASIC を 起動 する と 、 CZ-800C は ディ スプ レイ に Ok を 表示 し 、 入 力 待ち に な っ て いま す 。 
この 状態 の と き は 、 キ ー 入 力 (キー ボー ド か ら 入 力 ) に よる すべ て の BASIC コ マン ド を 受け つけ ます 。 

行 番号 ( 文 番 号 ) を つけ ず に ステ ー ト メン ト を 入力 する と 、 そ の 場 で 実行 し ます が 、 こ れ を ダイ レク トモ ー ド に お ける 
実行 と いい ます 。 

も し 、 行 番号 を つけ て 入力 する と 、 そ れ は BASIC プ ログ ラム と し て メモ リー に 蓄え られ ます 。BASIC の 一 般 的 記述 形 
式 は 次 の 通り で す 。 


行 番号 ステ ー ト メン ト [:・ ス テー トメ ント 〔[: ス テー トメ ント 〕…)〕 т таа 

行 番号 は 、 1 一 65534 ま で の 整数 で 、 プ ログ ラム の 順番 を 示し 、GOTO 文 、GOSUB 文 みな どの ジャ ンプ 先 の 番号 と し て 使 
いま す 。 プ ログ ラム と し て メモ リー に 蓄積 する に は 、 こ の 行 番号 を つけ て 、 一 行 入力 し た ら (ЄЛ) キー を 押す 必要 が あり 
ます 。 
行 番号 と し て 0 また は 65535 を 使用 し て も 、 メ モリ ー に 蓄積 され ませ ん 。 
65536 以 上 の 数 を 使用 し た 場合 エラ ー に な り ま す 。 

ステ ー ト メン ト は 、 後 に 記述 する SHARP HuBASIC が も つ 各 種 の コマ ンド 、 一 般 ス テー トメ ント 、 そ の 他 の ステ ー ト 、 
関数 、 お よび 代入 式 の こと で す 。 

この ステ ー ト メン ト は コロ ン (:) で 区 切る こと に より 、 つ な げ て 書く こと が で きま す 。 こ れ を マル チ ス テー トメ ント 
と 呼び 、 一 行 に は 、 行 番号 も 含め て 、255 文 字 ま で 入力 可能 で す 。 


( 例 ) 
マル チ ス テー トメ ント 


1000 FOR I=@ ТО 1ggIiPRINT ACI? $ NEXT 
— 
行 番号 ステ ー ト メン ト 


一 度 メ モリ に 著 積 さ れ た プロ グラ ム は 、RUN,GOTO 文 、 お よび GOSUB 文 に よっ て 実行 させ る こと が で きま す 。 こ れ 
を 、 上 記 の ダイ レク トモ ー ド に お ける 実行 に 対し 、 プ ログ ラム モー ド に お ける 実行 と いい ます 。 
(СП) キー は BASIC 側 ヘ へ デー タ を 与え る た め の キ ー で 命令 や 文 の 最後 に 必ず 押し て 下さ ぃ ノン 


ーー 上 < zw 6а 


コマ ンド お よび 文 は 、 処 理 機能 を 表す キー ワー ド と 、 処 理 内 容 を 指示 する オペ ラン ド か ら 構 成 さ れ ま す 。 


( 例 1) 


AUTO 588 
т у ү 


キー ワー ド オペ ラン ド 
(意味 ) プロ グラ ム の 行 番号 を 500 か ら 自動 的 に 発生 せよ 。(AUTO 文 参照 ) 


( 例 2 ) 
オペ ラン ド 
ーーーー ヒ ーーー 


120 FDR 1=g ТО ій STEP 2 
キー ワー ド 
意味 ) 変数 1 を 0 か ら 100 ま で 増分 2 で 増やせ 。(FOR 文 参照 ) 


( 例 3) 
区 切り 記号 
2 =т= چ‎ 
1000 PRINT"A=" ;A, FAC CA $; "SHARP Х-1 "; 1983 
рт а ор е” ص ي ڪي‎ БИ 
( 行 番号 ) (キー ワー ド ) | 変数 関数 文字 定数 数 値 定数 
文字 定数 


数 


1588 PRINT а; В; С; АЖВ +С 


ا 
行 番号 )(( キ ー ワ ー ド ) 区 切り 演算 子‏ ( 
記号‏ 


オペ ラン ド は 数 値 定数 、 文 字 定 数 、 変 数 、 関 数 、 演 算 子 、 お よび 区 切り 記号 か ら 構 成 さ れ ま す 。 


SHARP HuBASIC で 扱う 定数 は 、 数 値 定数 と 文字 定数 の 2 種類 で す 。 


1.4.1 数 値 定数 


数 値 定数 は 正 ・ 負 の 数 、 ま た は 0 G+. 


① 整 数 定数 
整数 定数 は 、 内 部 で は 2 バイ ト (16 ビ ッ ト ) で 扱い 、 範 囲 が -32767 一 32767 ま で の 整数 で す 。 
e 10 進 定数 と し て 表わす に は 、0 一 9 まで の 数 字 と 、 十 、 一 の 符号 を 使い ます が 、 十 の 符号 は 使わ な を く て も か まい ませ ん 。 
32768 以 上 の 数 に % を つけ る と 、 オ ー バ ー フ ロー に な り 入 力 で きま せん 。 
( 例 ) 32767 
-23 
-32767 
© 16 進 定数 は 、 最 初 に &H を 伴っ た 4 桁 ま で の 16 進 数 で す 。16 進 数 は 、 0 一 9 まで の 数 字 と 、A 一 F ま で の 英文 字 を 使っ て 
表し ます 。 
(Й) &HEFD8 
&H3F 
&H400 
e 8 進 定 数 は 、 最 初 に &O を 伴っ た 、177777 ま で の 8 進数 で す 。 8 進数 は 、0 一 7 まで の 数 字 を 使っ て 表し ます 。 
( 例 ) &O301 
&0177777 
&02350 
e 2 進 定 数 は 、 最 初 に &B を 伴っ た 、16 桁 まで の 2 進数 で す 。 2 進数 は 、 0 と 1 の 2 つの 数 字 を 使っ て 表し ます 。 
(Wj) &В1010 
&B1111111111111111 
&B10000 


② 単 精度 定数 
単 精度 は 、 有 効 数 字 8 桁 で 表し ます 。 8 桁 を 越え る 値 に を る と 、 自 動 的 に 指数 形式 に 変わ り ま す 。 そ の 場合 、 仮 数 部 が 
8 桁 、 指 数 部 が -38 一 38 の 範囲 内 に なり ま す 。 単 精度 で ある こと を 示す た め に 、 指 数 部 は E 二 n と し て 表示 され ます 。 


( 例 ) 124.6 
358692 
-2.85Е + 08 
③ 倍 精度 定数 


倍 精度 は 、 有 効 数 字 16 杵 まで ある 数 値 定 数 で 、 数 字 の 最後 に # を つけ て 表し ます 。 16 桁 を 越える 値 に な る と 、 自 動 的 に 
指数 形式 に 変わ り ま す 。 そ の 場合 、 仮 数 部 が 16 桁 、 指 数 部 が -38 一 38 の 範囲 内 に な り ま す 。 倍 精度 で ある こと を 示す た め に 、 
指数 部 は D 上 n と し て 表示 され ます 。 

( 例 ) 1192# 
1.23456789012345 7D 十 16 
76895.4345265 


1.4.2 文字 定数 


文字 定数 は 最大 255 文 字 で 、 ダ ブル クォーテーション マー ク (" ) で 囲ま れ た 英 数 字 、 カ ナ 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク 、 記 号 を ど 
の 文字 列 で す 。 た だ し は 文字 定数 に は で きま せん 。 
文字 数 が 0 の 文字 定数 を 特に ヌル スト リン グ と よび " "で 表し ます 。 
( 例 ) "SHARP HuBASIC" 
"1982 /09/15" 
"ワタ シノ ナマ エ ハ 1 тА" 


— 1.5 変数 


変数 は 、 英字 で 始ま る 英 数 字 列 で 表わし 長 さ は 240 文 字 以 内 なら ば 任意 で す 。 し か し 、 コ マン ド や ステ ー ト メン ト に 使わ 
れ て いる 予約 語 は 変数 名 と し て 使え ませ ん 。 
( 例 ) RUNX 一 変数 に な ら な い 。 
XRUN 一 変数 に な る 。 
変数 の 型 を 示す た め に 、 変 数 の うし ろ に 英 記 号 が 1 文字 伴い ます 。 
1) 整数 型 に は % を つけ ます 。 格 納 で きる 数 値 の 範囲 は 、 -32768 一 65535 ま で の 整数 で す 。 た だ し 、32768 一 65535 は 負 の 数 
と な り -32768 一 -1 に 対応 し ます 。 
( 例 ) X% 
А% 
А2% 
j) 単 精度 型 に は 1! を つけ ます が 、 通 常 は 省略 し て か まい ませ ん 。 
BASIC 起 動 直後 の 変数 の デフ ォ ル ト 値 は 、 単 精度 で す 。 
格納 で きる 数 値 の 範囲 は 、 有 効 数 字 8 桁 、 指 数 部 -38 一 38 の E 土 n 表現 で す 。 
注 ) デフ ォ ル ト 値 ……BASIC コ マン ド 、 ス テー トメ ント に お いて 、 パ ラメ ー タ を 指定 を し で 使用 し た と き 、 パ ラメ ー タ に 
自動 的 に セッ ト さ れる 値 。 


( 例 ) N 
A! 
DT | 
її) FRECHE E を つけ ます 。 格納 で きる 数 値 の 範囲 は 、 有 効 数 字 16 桁 、 指 数 部 -38 一 38 の D 土 n 表 現 で す 。 
(И) BH 
PA# 
M3# 
iv) 文字 型 に は $ を つけ ます 。 格納 で きる の は 、255 文 字 ま で の 文字 列 で す 。 
( 例 ) AS 
XN$ 
X1$ 


(E) A、A%、A 半 、A$g は それ ぞ れ 区 別 さ れ ま す 。BASIC 起 動 時 は A | と A は 同じ で す 。 
(DEFINT、 DEFSNG、 DEFDBL、 DEFSTR 参 照 ) 


— 1.6 予約 語 


予約 語 (キー ワー ド ) は BASIC イ ンタ ー プ リタ が 管理 し て いる 語 で 、 ユ ー ザ が 変数 名 と し て 使う こと は で きま せん 。 
すべ て の コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 関 数 、 お よび シス テム 変数 が 予約 語 に を っ て いま す 。 
その 他 、 下 に 示す 語 も 予約 語 に を な っ て いま す 。 こ れ ら の 予約 語 で 始ま る 変数 名 は 使え を ませ ん 。 


AND АТТК $ ВАЅЕ DSKF ELSE ERASE 
EQV FIELD FPOS IMP KBUF LOC 
LOF LSET MOD NAME NOT OR 
POP PUSH RSET БЕТ SPC STEP 
SUB TAB THEN TO TRACE USING 
VDIM XOR 


m 1.7 配列 変数 


配列 は 、 1 つの 変数 名 で 参照 で きる 同じ 型 の 値 の 集まり で す 。 プ ログ ラム で 配列 を 使う と き は 、 配 列 の 変数 名 に 続け て 
( ) の 中 に 配列 の 次 元 と 同じ 個数 の 添字 を 指定 し ます 。 配列 の 次 元 は 255 次 元 まで (添字 は 最大 255 個 まで ) 許さ れ ま す 。 
配列 の 大 き さ は DIM 文 で 宣言 し ます が 、 宣 言 し な く と も 配列 を 使う こと が で きま す 。 た だ し 宣言 を し の と き は 添字 の 上 
限 は 10 で す 。 
( 例 ) 
А (xi,xz ,… , xn) n は 最大 255 
— xi の 最大 32767 


© 


= ].8 関数 


SHARP HuBASIC に は 、 下 の よう な 関数 が 用 意 さ きれ て いま す 。 
数 値 関数 
文字 関数 
特殊 関数 
入出 力 用 文字 関数 
タイ マー 関数 
関数 と は 、 ユ ー ザ の 与え た 任意 の 値 に 対し 、1 対 1 また は 多 対 1 の 対応 で 、 BASIC 本 体 が 1 つの 値 を 返し て くる 機能 の 
こと で す 。 実際 に プロ グラ ム の 文 の な か で は 、 
関数 名 (引数 、 引 数 、……… ) 
と いう 形 で 変数 と 同じ よう に 使い 、 引 数 に 数 値 、 数 式 お よび 文字 列 を 与え る と 、 演 算 処 理 さ きれ 、 そ の 結果 が 関数 の 値 に な 
り ま す 。 
( 例 ) 
SIN(3.14) 
CHR $ (76,79, 86, 69, 76, 89, 33) 
VAL("&H" 十 "EFC0") ` 
RIGHT Ф ("АВСРЕЕ" , 3 ) 
この 関数 は BASIC 本 体 の な か に すでに 組み 込ま れ て いる の で 組み 込み 関数 と 呼び ます 。 
また 、 BASIC は 上 述 の 組み 込み 関数 の ほか に 、 ユ ー ザ 自身 が 定義 で きる ユー ザ 定 義 関数 を 備え て いま す が 、、 詳細 は 
DEF FN 文 の 項 で 述べ ます 。 
数 値 関数 の ほとん ど は 引数 に 倍 精度 の 数 値 を 与え る と 、 関 数 の 値 を 倍 精度 で 返し て きま す 。 x ヶ は 円 周 率 を 与え る シス テ 
ム 変 数 で す 。 


m= 1.9 式 


式 と は 定数 、 変 数 、 関 数 を 演算 子 (後述 ) で 結ん だ も の や 、 単 独 の 定数 、 変 数 、 関 数 を いい ます 。 
( 例 ) 235 


"&Н"+А$ 
СОб(Х = TIES 
(X-A) 米 (X-B) 
(A 十 B)/2 


= 1.10 演算 子 


演算 子 に は 算術 演算 子 、 関 係 演算 子 、 お よび 論理 演算 子 の 3 種 が あり ます 。 


1.10.1 算術 演算 子 
算術 演算 子 を 下 に 示し ます 。 


(算術 演算 子 ) (演算 内 容 ) (優先 順位 ) ( 例 ) 


系 乗 演算 1 98Ү 
* е я 2 А *3.A*B 
/ 除 算 2 A/12.A/B( た だ し 、B キ 0) 
ー マイ ナス 符号 3 - X 
+ 加 Ж. 4 A 十 B 
== 減算 4 В -B A-B 
\ 整数 除算 5 10\3 
MOD 剰余 演算 5 32 .8MOD7.25 (結果 は 整数 の 割 算 の 余り で 、33 二 7 三 4 余り 5 に な り ま す 。) 


(変数 の 後に MOD を 書く 場合 に は 、 変 数 と MOD の 間 に ス ペー ス を あけ て 下さ い 。) 
優先 順位 が 等 し い 場 合 は 、 左 か ら 先 に 演算 され ます 。 
演算 を ( ) で 囲む な と 、 か っ ご 中 の 演算 が 先 に 実行 され ます 。 


(8) 2 
(A 十 B)/2… 


1.10.2 関係 演算 子 


関係 演算 子 は IF 文 な どの 条件 式 に お いて 、2 つの 数 値 や 文字 列 を 比較 する の に 用 いま す 。 結果 は 真 の と き - 1 、 偽 の 


と き 0 で 得 ら れ ま す 。 


下 に 関係 演算 子 を 示し ます 。(IF 一 THEN…ELSE 文 参照 ) 


(関係 演算 子 ) (関係 演算 ) 
= 両辺 が 等 し い 。 


< < 両辺 が 等 し く な 


い 。 


( 例 ) 
X=Y 
X< >Y , X 2 Y 


< 左辺 が 右辺 より 小さ い 。 X<Y 
> 左辺 が 右辺 より 大 きい 。 Kay 

<=, = 左辺 が 右辺 より 小さ いか 等 し い 。 X<=Y ,X ニ <Y 
>=, => 左辺 が 右辺 より 大 きい か 等 し い 。 X>ーY ,X テ >Y 


1.10.3 文字 列 の 比較 


数 値 の 比較 と 同様 に 、 文 字 列 も 関係 演算 子 を 用 いて 比較 する こと が で きま す 。 

比較 する 文字 列 の 短い 方 の 長 さ だ け 、 最 初 か ら 1 文字 づつ 比較 し て 行き 、 1 カ所 で も 違っ て いる と き に は 、 そ の キャ ラ 
クタ コー ド の 大 きい 方 の 文字 列 が 大 きい と 判断 され 、 最 後 ま で 同じ だ っ た 場合 に は 、 長 さ の 長い 方 が 大 きい と 判断 され 、 
長き も 同じ の 場合 の み 等 し いと 判断 され ます 。 キ ャ ラク タコ ー ド に つい て は 後ろ の コー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。 
ヌル スト リン グ ("" ) は どの 文字 列 よ り も 小さ いと 判断 され ます 。 


( 例 ) 


чп < п Ёз " 
"Ааа" > "ёё" 
"АВ " > "Ав" 
"АВС" = "АВС" 


1.10.4 論理 演算 子 


論理 演算 子 は いく つか の 条件 を 判断 する と き に 使い 、 論 理 演算 を し て 、 ビ ッ ト ご と に 0 か 1 を 与え ます 。 ま た 、 関 係 演 
算 を 2 つ 以 上 つ を な ぐことができます 。 下 に 論理 演算 子 を 示し ます 。 


(論理 演算 子 ) (論理 演算 ) (真理 値 表 ) 
NOT 否定 (not) x | NOTX 
1 0 
0 1 
AND 論理 積 (and) X Y| AND Y 
1 1 1 
1 0 0 
0 1 0 
0 0 0 
OR 論理 和 X Y X OR Y 
(inclusive or) - 
1 1 1 
L “0 1 
0 1 1 
0 0 0 
XOR 排他 的 論理 和 X YIXXOR X 
(exclusive or) 
1 1 0 
1 0 1 
0 1 1 
0 0 0 
IMP 包含 X Ү|ХІМР Y 
(implication) 
1 T 1 
1 O 0 
0 1 1 
0 0 1 
EQV 同値 X Y|XEQV Y 
(eguivalence) I 
J. | 1 
1 0 0 
0 1 0 
0 0 1 
注 ) 変数 と 論理 演算 子 を つづ け て 書く 場合 は 、 間 に スペ ー ス を あけ て 下さ い 。 


( 例 ) 
eNOT 13 13= (0000 0000 0000 1101), 
7.МОТ1З3 = (1111 1111 1111 0010): 
= -14 
ei5AND5 15= (0000 0000 0000 1111) 
5= (0000 0000 0000 0101) 
..15AND5= (0000 0000 0000 0101): 
= 5 
e50 OR 44 50= (0000 0000 0011 0010): 
44= (0000 0000 0010 1100): 
°". 50 OR 44= (0000 0000 0011 1110), 
=62 
e 42XOR36 42= (0000 0000 0010 1010): 
36= (0000 0000 0010 0100): 
..42XOR36= (0000 0000 0000 1110), 
=14 
ө 204 IMP136 204= (0000 0000 1100 1100): 
136= (0000 0000 1000 1000): 
…204 ІМР 136= (1111 1111 1011 1011), 
= -69 
ө 235 HQV440 235= (0000 0000 1110 1011): 
440= (0000 0001 1011 1000) 
7.235 EQV40= (1111 1110 1010 1100), 
= - 340 


IF -18<X АМО X<18 THEN 2000 ELSE 1@йй 
(意味 ) X の 値 が -10X<10 だ っ た ら 2000 行 へ 、 そ う で な か っ た ら 1000 行 へ ジャ ンプ せよ 。 
IF Х‹-1й OR X>518 THEN ご BB ELSE 1888 
(意味 ) X の 値 が X<-10 ま た は X>10 だ っ た ら 2000 行 へ 、 そ う で な か っ た ら 1000 行 へ ジャ ンプ せよ 。 


論理 演算 は プロ グラ ム で は IF 一 THEN…ELSE… 文 の 中 で 使う こと が 多い 。 


—_—_ ЕЗ iupy—— —  —_—¿ — — 


‚ (カシ マ ) PRINT,INPUT, 上 DATA を な ど オ ペラ ンド が 並ぶ 場合 の 区 切り と し て 使用 し ます 。 


; (セミ コロ ン ) PRINT な どの 区 切り と し て 使用 し ます 。 


i (тту) マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使用 し ます 。 


шш 1.127 スク リー シェ ディク に 


BASIC プ ログ ラム を 作成 する と き に 、 編 集 作 業 は つき も の で す が 、 こ れ は 、 画 面 上 の カー ソル を 使っ て 行い ます 。 
新しい プロ グラ ム を 入力 する と き は 、 先 に 述べ た よう に 行 番号 、 ス テー トメ ント の 順に キー ボー ド か ら 1 文字 ずつ 入力 
し て 行き ます が 、 こ の と き 、 カ ー ソ ル は 文字 の 入力 に 伴っ て 1 文字 分 ずつ 画面 の 右 方 向 へ 移動 し 、 画 面 右 隅 まで 行く と 、 
次 の 行 の 左 隅 に 移動 し ます 。 行 番号 を 含め て 1 行 に つき 255 文 字 ま で 入力 可能 で 、 プ ログ ラム の 1 行 は 画面 表示 上 の 1 行 と 
は 異な り ます 。 

プロ グラ ム を 1 行 入力 し た と き 画 面 に 表示 され て いる ステ ー ト メン ト の 文字 列 は 、 こ の 時 点 で は 、 ま だ BASIC の メイ ン 
メモ リー の 中 に 取り 込ま れず 、 テ キス ト 画 面 に 置か れ て いる に すぎ ませ ん 。 メ モリ ー に 登録 する に は [ДП] キー を 押す 必 
要 が あり ます 。 以 上 が 最も 基本 的 を プロ グラ ム の 入力 方 法 で す が 、 実 際 に は 、 い くつ か の 行か ら な る プロ グラ ム を 入力 し 
て いる 途中 で 、 前 の ステ ー ト メン ト を 修正 し た り 、 行 番号 の つけ か え を 行っ た り 、 部 分 的 な 削除 を 行っ た りす る の が 普通 
で す 。 こ の よう な 場合 、 カー ソル に よる スク リー ン エ ディ タ を 使っ て 効率 よく プロ グラ ム の 編集 を 行 う 必要 が あり ます 。 
プロ グラ ム の 編集 は カー ソル の 操作 方 法 を 知る こと か ら 始 まり ます の で 、 ま ず カ ー ソ ル の 移動 方 法 を 説明 し ます 。 


(カー ソル の 移動 ) 
この キー は カー ソル を 右 へ 移動 する た め の も の で 、 押 し 続け る と カー ソル を 最 下行 まで 移動 し ます 。 最 下行 で 押 
し 続け る と テキ スト 画面 が 1 行 ず つ 上 に スク ロー ル し ます 。 
この キー は カー ソル を 左 へ 移動 する た め の も の で 、 押 し 続け る と カー ソル を 最上 行 ま で 移動 し ます 。 
(0) こ の キー は カー ソル を 上 へ 移動 する た め の も の で す 。 最上 行 まで 移動 し た ら 止 まり ます 。 
この キー は カー ソル を 下 ム 移動 する た め の も の で 、 カ ー ソ ル が 最 下行 まで 行っ た と き 、 さ ら に 押し 続け る と テキ 
スト 画面 が 上 に スク ロー ル し 始め ます 。 
通常 、 カ ー ソ ルキ ー に 限ら ず キ ー ボ ー ド の キー を 押し 続け る と 、 同 じ 文 字 を いし は 同じ 運動 が 継続 し て 入力 され 
ます が 、REPEAT OFF と 入力 し て (Z| キー を 押す と 、 こ の 機能 が な く な り 、1 文字 し か 受け つけ を く な り ま す 。 
これ は REPEAT ON [| キー と 押す こと に よっ て 解除 する こと が で きま す 。 


(カー ソル の ホー ム 位 置 へ の 移動 〉 
キー を 押す と カー ソル は 画面 の 左上 隅 (これ を ホー ム 位 置 と いい ます ) へ 瞬時 に 移動 し ます 。 
また 、| SHFT EWLAD (ENE) を 押す と 、 テ キス ト 画 面 が すべ て クリ ア さ れ カ ー ソ ル は ホー ム 位 置 に 移動 し ます 。 


(文字 の 挿入 

文字 の 挿入 を 行う 場合 は 、| SHIFT | を 押し た まま キー を 必要 な 回 数 人 力 し て 、 カ ー ソ ル 位 置 の 右側 に 空自 
(スペース ) を 入れ ます 。 

( 例 ) 


10Х =100 

20PRINT X 
PRINT と X の 間 に TAB(5): と 入れ た いり 場合 は 、X の と ころ に カー ソル を 持っ て 行き 、| SHIFT | を 押し た まま 7 回 
キー を 打っ て くだ さい 。 


10 Х=100 
20 PRINT X 
上 図 の よう に PRINT と X の 間 が 空く の で 、PRINT の 後ろ に TAB(5): と 入力 し て (ЄЛ キー を 押す と 、TAB(5): の 挿入 
が 完了 し ます 。 


10 Х=100 - 
20 PRINT TAB(5):X 


(ФОНІ) 


文字 の 削除 を 行 う 場合 は 、 [SS] を 必要 な 回 数 入力 し て 、 カ ー ソ ル 位 置 の 左側 を 削除 し て 行き ます 。 
( 例 ) 


10 Х=100 
20 PRINT TAB(5):X 


ТАВ(5); を 削除 する 場合 は 、、X の と ころ に カー ソル を 持っ て 行き 、 を 7 回 打っ て くだ さい 。( を 押し 続 
け て 7 回 打つ 分 、 入 力 す る こと も で きま す 。) 


10 Х=100 
20 PRINTX 


СЕЛ) を 押す と 、TAB(5): の 削除 が 完了 し ます 。 


( 行 全体 の 削除 ) 


1 つの 行 全体 を 削除 する 場合 は 、 そ の 行 の 行 番号 の み 入力 し て 、[ ぐ | を 押し ます 。 
( 例 ) 


10 Х=100 
20 PRINTX 
10 


上 の 図 の よう に 、 カ ー ソ ル を テキ スト に 重 な ら な い 位置 に 持っ て 行っ て 、[< 上 | を 押す と 、10 行 目 は 削除 きれ ます 。 試 
し に 、LIST (ZT と 押し て プロ グラ ムリ スト を 出す と 、10 行 目 が 完全 に 削除 され た こと が わか り ま す 。 


10 Х=100 

20 PRINTX 

10 

Ok 

LIST 

20 PRINTX — 10 行 目 は な く な っ た の で リス ト さ れ な い 。 
Ok 


(1 行 の 挿入 ) 
1 つの 行 を 挿入 する 場合 は 、 挿 入 し た い 行 の 行 番 号 と 、 ス テー トメ ント を 入力 し て 、 (Z を 押し ます 。 
(э) 

LIST 

20 PRINTX 

Ok 


10 行 目 に DIM A(20) と 入力 し た い 場 合 は 、 カ ー ソ ル を テキ スト に 重 な ら な い 位置 に 持っ て 行っ て 10 DIM A(20) 
と 押し ます 。 

LIST 

20 PRINTX 

Ok 

10 DIM A(20) 

Ok 


試し に 、LIST (1) と 押し て 、 プ ログ ラム の リス ト を 出す と 、10 行 日 が 挿入 きれ た リス ト が 出 ます 。 
10 DIM A(20) 

Ok 

LIST 

10 DIM A(20) 

20 PRINTX 

Ok 


〈 そ の 他 の スク リー ン エ ディ ッ ト 機 能 〉 

[TL ]+ (r) [era ) キー を 押し な が ら (F) キー を 押す ) 
カー ソル が 1 ワード 分 ずつ 右 へ 移動 し ます 。 

Сети: |+[а) 
カー ソル が 1 ワード 分 ずつ 左 へ 移動 し ます 。 

Сета. )+(т) 本 平 TAB( タ ビュ レー ショ ン ) の 設定 を し ます 。 

[ств )+(1) +(т} で 設定 し た 位置 に カー ソル を 飛ば し ます 。( 水 平 TAB の 実行 


(ств. +[Y) + (T7) で 設定 し た 位置 で 、 こ の キー を 押す と 、 そ の 位置 だ け 水 平 TAB が 解除 され ます 。 


Гетнь )+(и) この キー を 押し た 行 と 次 の 行 と を つなぎ ます o 

Сета J+) カー ソル の 位置 か ら 右側 の 文字 列 を ライ ン フ ィ ー ド し て 、 次 の 行 へ 移し ます < 
[ cmL ]+ [N] カー ソル の ある 行か ら 上 の テキ スト を 上 方 向 に スク ロー ル し ます 。 

{ств Tlo] カー ソル の ある 行か ら 下 の テキ スト を 下方 向 に スク ロー ル し ます 。 

(ста: ]+[z |] カー ソル の ある 行か ら 下 の テキ スト を すべ て クリ ア し ます 。 


Сета) (м) (me 


BASIC プ ログ ラム の テキ スト は 、 プ ログ ラム の 実行 や エラ ー の 発生 、 プ レイ ク な ど に よっ て 壊れ る こと は あり ませ ん 。 
た だ し 、 行 番号 の つい た 行 で を 押す と 、 そ の まま メモ リー に 1 行 登録 され て し まい ます 。 

プロ グラ ム の 作成 過程 は 、 プ ログ ラム を 実行 し て エラ ー を 発見 し 、 ス クリ ー ン エディ タ に よっ て 必要 な 修正 を 行う と い 
う 一 連 の 作業 か ら 成 り 立 つと いっ て よい で し ょ う 。 

な お 、 コ マン ド を 入力 する と き は [ SHiFT | + [ 放 帳 | キー を 押し て 、 画 面 を クリ ア し て か ら 行 う よ う に する と 誤り が 
少な く て すみ ます 。 


— |.|3 コン トロ ー ル コー ド ト 


SHARP HuBASIC は 、 通 常 の オペ レー ショ ン の ほか 、 さ ら に 扱い や すい よう に 、 数 多く の キー 機能 を 用 意 し て いま す 。 
以下 、 キ ー 機 能 を 表 で 示し ます 。( を お 、 下 の 表 で CTRL 十 A は キー を 押し な が ら [A] キー を 押す こと を 意味 
し ます ) 


INST モ ー ド の 設定 ・ 解 除 を する 。 

カー ソル を 1 ワー ド 分 左 へ 戻す 。 

実行 を 停止 する 。 SHIFT 十 BREAK 

スク リー ン モ ー ド な どき を 初期 状態 に する 。 INIT 

カー ソル か ら 右 を 行 の 終わ り ま で 消す 。 

カー ソル を 1 ワード 分 右 へ 進め る 。 

ベル を 鳴ら す 。 

文字 を 抹消 する 。 

水平 TAB( ス ペー ス 出 力 ) の 実行 。 

プイ シマ ィ ー ド 大 する 。 

ホー ム ポ ジ シ ョ ン へ カー ソル を 移動 する 。 

画面 を 消去 する 。 

キャ リッ ジリ ター ン を する 。 

カー ソル 行か ら 上 を 上 方 向 へ スク ロー ル す る 。 
⁄ 下 を 下方 向 へ を 


どど どら どら どの 
いい ج‎ CO м кєк © 


шоо сб бобо б бо ое 
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一 時 停止 を 解除 する 。 
空白 を 挿入 する 。 
一 時 停止 を する 。 
水平 TAB を 設定 する 。 


次 の 行 と 結合 する 。 


水平 TAB を 抹消 す る 。 
カー ソル 以下 の 画面 を すべ て クリ ア す る 。 


カー ソル を 右 へ 移動 
カー ソル を 左 へ 移動 
カー ソル を 上 へ 移動 
カー ソル を 下 へ 移動 
画面 の 背景 色 を 黒 に する 。 


@ 
A 
B 
G 
D 
E 
F 
G 
H 
I 
J 
K 
L 
M 
N 
o 
P 
Q 
R 
S 
T 
U 
V 
W 
X 
Y 
РА 
( 
\ 
) 


к м м = кыма кыа кы ка — نمر‎ кы = = = = 
т] [т] О С) О > «о со No «л е оо N н 
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文字 グラ フィ ッ ク の 色 を 黒 に する 。 COLOR 0 


キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ の ROM/RAM を 切り 換え る 。 CGEN 
文字 を 点滅 モー ド に する 。 CFLASH 
文字 を 反転 モー ド に する 。 CREV 


m 1.14 テレ ビ の ダイ レク トコ ント ロー É IRU$YRIIIIóOI 


ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800D に 対し て の キー 機能 を 下 の 表 で 示し ます 。(SHIFT 十 0 は | SHIFT | キー を 押し な が ら 
[ 0 | キー を 押す こと を 意味 し ます 。) 


SHIFT + 出力 コー ド л ш 内 容 参 考 

(テン キー の ) 0 音声 ミュ ー ト 。 
1 チャ ン ネ ル 1 の 設定 を する 。 CHANNEL 1 
2 チャ ン ネ ル 2 А А 2 
3 チャ ン ネ ル 3 > Z 3 
4 チャ ン ネ ル 4 2 А 4 
5 チャ ン ネ ル 5 ク Ë 5 
6 チャ ン ネ ル 6 А Z 6 
7 チャ ン ネ ル 7 А А 7 
8 チャ ン ネ ル 8 2 2 8 
9 チャ ン ネ ル 9 ク А 9 
РА チャ ン ネ ル 10 ヶ ヶ 10 
>< + x Z + А11 2 2 11 
= チャ ン ネ ル 12 2 12 
8 テレ ビ 画 面 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね る 。 СЕТ Я 
== テレ ビ 画 面 の み の 表 示 。 CRT 0 

コン ピュ ー タ 画面 の み の 表 示 。 CRT 1 

Р 音量 の ノー マル 設定 。 
1 音量 を 上 げ る 。 
1 音量 を 下げ る 。 
ュー チャ ン ネ ル の 切り 換え (12 つ 1 一 …ー2 +1 —12—-:::) 
ーー й (1-2 eel 1 一 …) 


第 2 章 コマ ンド - ス テー トメ ント 


e コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 説明 の 形式 


各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 働き を 科 潔 に 記述 し ます 。 

各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 書き 方 の 一 般 形 を 示し ます 。 

各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 省略 形 を 示し ます 。 

各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 使用 方 法 、 働 き 、 注 意 事項 を 詳し く 述 べ て いま す 。 
ンプ ル | 使い 方 の 実例 を し 、 特 に 説明 を 要する も の に は 説明 を つけ て いま す 。 

プロ グラ ム 


e コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 書式 | の 見 方 


コマ ンド や ステ ー ト メン ト の | 書式 | の 中 に 書か れ て いる 記号 ・ 文 字 に は 、 次 の よう な 意味 が あり ます 。 
1: 4 [ 〕 の 中 は 任意 に 省略 で きま す 。 


2. í f { } の 中 の 縦 に 並べ て 書い て ある も の は 、 任 意 に 選択 する こと を 示し て いま す 。 
ӨЗ экв еы は 連続 する こと を 示し ます 。 


4 . 空白 1 つの 空白 を 置く こと を 示し ます 。 
Р " ' の 中 は 文字 列 デ ー タ で ある こと を 示し ます 。 
6 . 語句 語句 に つい て は 書式 の 下 で 説明 し て いま す 。( 変 数 、 式 etc.) 


—ə a im; ےم‎ 


BASIC が 使用 する メモ リー の 上 限 の アド レス を 指定 し ます 。 
| CLEAR (7 FL 2) | 
| LIMIT アド レス | 
アド レス … 使 用 する メモ リー の 上 限 の アド レス 。 & HFF 0 0 以下 。 
CLE. 
LIM. 
この 2 つの コマ ンド は いずれ も 、 メ イン メモ リー 内 で BASIC が 使用 する 領域 の 上 限 の アド レス を 指定 す 
る た め の も の で 、 変 数 、 配 列 変数 の クリ ア は 行わ ず 、 FOR 一 NEXT、WHILE 一 WEND REPEAT~ 
UNTIL 、GOSUB 文 を ど が 格納 され る 領域 (スタ ッ ク ) の み ク リア し ます 。( 付 録 「 メ モリ ー マ ッ プ 」 参 照 ) 
CLEAR で アド レス を 省略 する と 、 全 て の 変数 と 配列 変数 に つい て 、 数 値 型 変 数 は 0 に 、 文 字 型 変数 
は " "(ヌル スト リン グ ) に クリ ア し ます 。 これ は 、CLR (CLR 文 参照 ) と 全く 同じ 機能 で す 。 
この 2 つの コマ ンド は 通常 、 プ ログ ラム の 頭 に 置か れ 、 サ ブル ー チ ン の 中 で は 使用 で きま せん の で 注 
意 し て くだ さい 。 
サン プル 
プロ グラ ム CLEAR _&HCB99 
Dk. 
CLEAR 
Dk. 
LIMIT šHDF58 
DK. 
2.1.2 NEWON 
メイ ン メ モリ ー 内 の テキ スト の 開始 アド レス を 設定 し 、 テ キス ト 、 お よび 変数 を すべ て 消し ます 。 


© 


NEWON [アド レス ]〕 


アド レス … メ イン メモ リー 内 の テキ スト の 先頭 アド レス 。 

な し 。 

指定 し た アド レス を 、 メ イン メモ リー 内 の テキ スト (BASIC プログラム) の 開始 アド レス と し て 、 テ キ 
スト お よび 変数 を すべ て クリ ア し ます 。 ア ドレ ス を 省略 する と 、BASIC 起 動 時 の テキ スト アド レス の 設 
定 と な り ま す 。 


NEWON SHAG û 3 
Ok 


NEWON 
DK. 


メモ リー 内 の プロ グラ ム お よび 変数 を すべ て 消し ます 。 


ЕТ 0 


Ebê 
現在 メモ リー 内 に ある テキ スト (BASIC プロ グラ ム ) お よび 変数 を すべ て 消し ます 。 新しい プロ グラ ム 
を 入れ る 場合 に は 、 こ の コマ ンド を 実行 し て くだ さい 。 


LIST 

1ü A=8 

28 PRINT "ñ=" ñ 
36 ЕМС 


行 番号 を 自動 的 に 発生 さき せま す 。 


AUTO к (а) 


m…* 行 番号 。 1 一 65534。 

n… 増 分 。1 一 65534。 
А. 
行 番号 を 自動 的 に 発生 させ 、 プ ログ ラム の 入力 を 行い や すい よう に する た め の コ マン ド で す 。m で 指定 
され る 行 番号 か ら 発 生 を 開始 し 、 増 分 n ずつ 増やし な が ら 行 番号 を 発生 さき させ ます 。 こ の と き 、 行 番号 m 
を 省略 する と 行 番号 10 か ら 発 生 を 開始 し ます 。 
すでに 行 番号 つき の ステ ー ト メン ト が 入力 され て いる 場合 に は その リス ト が 表示 され ます が 、 そ の まま 

を 押せ ば リス ト は 変更 され ませ ん 。 

また 、・ (ピリ オド ) に は 、BASIC 内 部 の 持っ て いる 行 管理 ポイ ンタ の 値 が 入っ て いる の で 、 数 値 と 同 
様 に 扱う こと が で きま す 。 


な お 、AUTO の 中 止 に は [| shiFT ] と を 同時 に 押す か と (с) を 同時 に 押し て < 


だ さい 。 


AUTO ー () キー を 押す 。 


T ー RFT )+ немк) キー を 者 


AUTO 100,5 


ге Cr + med + ЕЁ. 


AUTO 2358 


2380 ー [SHIFT ) + (BREAK) キー を 押す 。 


2.1.5 LIST = LLIST 


プロ グラ ム の リス ト を 表示 し ます 。 


ж 能 
[ w =] | LIST ("ファ イル ディ スク リプ ター: フ ァイル 名 "【〔 ,)J)([m)(—(n))) 


| ТЕГ Саја) 


шесе" 開始 行 番号 。 


ne 終了 行 番号 。 
L. 
LL. 
# 説 開始 行 m より 終了 行 n ま で の プロ グラ ムリ スト に つい て 、 LIST は 画面 に 、 LLIST は ライ ンプ リン ター 


に 出力 し ます 。 行 番号 を 指定 する こと に よっ て プロ グラ ム の どこ の 部 分 で も 表示 させ る こと が で きま す 。 
開始 行 m を 省略 する と 最初 か ら 、 終 了 行 n を 省略 する と 最後 まで 出力 し ます 。 (CTRL ] と [s キー を 
同時 に 押す と 表示 は 一 且 ス トッ プ し 、 他 の 任意 の キー を 押す と 表示 を 再開 し ます 。 


プロ グラ ム 18 INPUT А, B, X 
28 Y=AKXT+E 
ЭЁ PRINT а, В, X, Y 
40 END 
L1ST 
18 INPUT а, В, x 
28 Ү=АЖХ+Б 
38 PRINT А, В, х, Y 
48 END 
Qk. 
LIST Эй 
39 PRINT ñ, В, x, Y 
ОК 
LIST 28- 
Zü Ү=“зжх+Б 
З@ PRINT а, В, х, Y 
4@ END 
Ok 
LIST -20 
18 INPUT а, В, Хх 
20 Ү=АЖХ+В 
Qk. 
LIST 28-30 
28 Y=AKXT+E 
Зӣ PRINT А, В, X, Y 
Ок 


プロ グラ ム の 実行 を 始め ます 。 


n 
ee 


п … 行 番号 。 
R. 
行 番号 』 か ら プ ログ ラム の 実行 を 開始 し ます 。 た だ し 、 変 数 を すべ て クリ ア し て か ら 実 行 を 開始 し ます 
の で 、 変 数 を クリ ア せ ず に 実行 し た い 場合 は COTO (GOTO 文 参照 ) を 使っ て くだ さい 。 行 番号 n を 省 
略す る と 、 プ ログ ラム の 最初 か ら 実行 し ます 。 ま た 、 フ ァイル ディ スク リプ ター で ファ イル を 直接 指定 
する と 、 ロ ー ド し た 後 、 そ の プロ グラ ム を 即 実 行 し ます 。 


LIST 
19 INPUT в, Б, >x 
га T= ロペ KX+B 

Z24 PRINT в, Е, XY 
38 END 
Ок. 

RUN 

? 2,5,4 


ご 


Ok. 


л 
+ 
[1] 


実行 を 中 断 し た プロ グラ ム を 再開 し ます 。 


| CONT 


C 


STOP (STOP 文 参照 ) や [ SHiFT )+ で プロ グラ ム を 止め た 場合 、CONT を 実行 する と 、 


止ま っ た 次 の ステ ー ト メン ト か ら 実 行 を 再開 し ます 。 

エラ ー 発 生 時 、CLEAR (CLEAR 文 参照 ) 実行 直後 、 プ ログ ラム の 書き 換え な ど 特 定 条 件 下 で は CONT 
が 実行 で きず エラ ー が 出 ます 。 

実行 再開 が で きる と き は Ok. が 表示 され 、 で き な い と き は Ok が 表示 され ます 。 


еак іп E SHIFT + BREAK の 入力 


PRINT я HEMA の 内 容 を 出力 させ る 


に に まい ー 変数 A の 内 容 を 変え る 


2.1.8 EDIT 


指定 し た 行 番号 を リス ト し 、 カ ー ソ ル を 行 の 先頭 に セッ ト し ます 。 


EDIT (") 


n … 行 番号 。 
省略 は ・ を つけ る の と 同じ 。 


Е. 

行 番号 n を リス ト し 、n の 右側 に カー ソル を 移動 きせ て 、 入 力 待ち に な り ま す 。 

エラ ー の 発生 し た 行 の 修正 を 能率 よく 行う た め に 、 こ の コマ ンド を 使い ます 。 エ ラー が 発生 する と BASIC 
内 部 の ・( ピ リオ ド ) に その 行 番号 を 入れ る の で 、EDIT. (また は EE. . ) を 実行 する と 、 エ ラー の 発生 行 
を 直接 リス ト し て 修正 する こと が で きま す 。 


18 А=й 

2ã PLINT ñ 

ラロ ñ=ñ+1 

40 БОТО 2ü 

RUN 

ら Spnt ョ x error in ZË エラ ー 発 生 

Dk. 

ED 1 T。 

са RINT ñ | P | の 所 に カー ソル が 出る 
20 PRINT ë L е ПР 
твт (LJ# (RF) まえ て (zt. 
18 А=ӣ 

20 PRINT ñ 

34 ñ=ë+1 

44 GOTI 28 

Ок. 


2149 DELETE 
機 能 指定 し た 範囲 の プロ グラ ム を 削除 し ます 。 


ч (8) に | ШИ 


m … 開 始 行 番号 。 
n … 終 了 行 番号 。 


D. 
開始 行 番号 m か ら 終了 行 番号 』 まで の プロ グラ ム を 削除 する た め の コ マン ド で す 。 プ ログ ラム の 一 部 の 
行 の 削除 は 、 該 当 す る 行 の 番号 の み を 入れ る こと で で きま す が 、 ま と まっ た 行 の 集まり を プロ グラ ム 中 
か ら 削 除 し た いと き に この コマ ンド を 使い ます 。 な お 、 開 始 行 m を 省略 する と 、 プ ログ ラム の 最初 か ら 、 
終了 行 n を 省略 する と 、 プ ログ ラム の 最後 まで 削除 し ます 。m と n の 両方 を 省略 する と 、 プ ログ ラム 全 
部 を 削除 し ます 。 


プロ グラ ム LIST 
lü INPUT ë, B, x 
20 Ү=ажХ+В 
Зе PRINT &, В, Хх, 
43 ЕМО 
Ок 
DELETE 20-30 
Ok. 
5T 
14 INPUT 5, БВ, Х 
38 END 
Ok 


プロ グラ ム の 行 番号 を 指定 通り 付け 換え ます 。 


| RENUM (04), (т), (n)) 


2 … 新 行 番号 。 省 略す る と 10。 


m…: 卓 行 番号 。 省 略す る と プロ グラ ム の 最初 の 行 。(? =m) 


п … 増 分 。 省 略す る と 10。 


REN. 


旧 行 番号 m で 指定 し た 行 以降 の 行 番号 を 、 新 行 番号 4 で 始ま る 行 番号 に 付け 換え ます 。 新しい 行 番号 は 


増分 n の 一 定 間隔 で 増え を ます 。GOTO (GOTO 文 参照 ) СОЅОВ (GOSUB 文 参 照 ) な どの 飛び 先 の 行 


番号 も 同時 に 変化 し ます 。 


新 行 番号 は 旧 行 番号 より 大 きく な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 旧 行 番号 を 省略 し た 場合 は 小さ く て も か 
まい ませ ん 。 プ ログ ラム 中 で 未定 義 の 文 番号 は 65535 に モット され ます 。 


サン プル (1 ) 
5 REM 6.G.M % „С.М 


10 
15 


100 PRINT"6.C.HM 


INPUT "А= "АТ 

IF АІ<1 БОТО 138 
ІМРОТ "Е=":ВІ 

IF BI<1 GOTO 138 
IF АЕ THEN SWAF АІ, EI 
А=АІ:В=ВІ 

M=A MOD Е 

IF М=9 Бата іва 
は ゴミ 

B=M 

Бото зв 


110 РЕІМТ". С.М "В 
128 БОТО 18 


139 END 
Ok 
RENU 
Ok 

7164) 
10 REM б.С.М š LC.M 
20 INPUT "A=";AI 
30 IF AI<1 GOTO 148 
40 INPUT "B=";BI 
50 IF BI<1 GOTO 148 
29 IF A¢B THEN SMAP АІ, ВІ 
7@ A=AI:B=BI 
8@ М=а MOD B 
99 IF M=0 GOTO 130 
169 A=E 
110 В=М 
129 GOTD Bê 
130 PRINT"G.C.M "АІЖ ВІВ) 
148 PRINT"L.C.M "iB 
15@ GOTO 20 
150 END 


"з жЖ cE I ZE 


2.1.11 


機 


[書式] | SEARCH" x" 


能 


SEARCH 


指定 文字 列 を 含ん で いる 行 の リス ト を 出し ます 。 


х … 文 字 列 。 


プロ グラ ム 中 より 指定 文字 列 を 探し 出し 、 該 当 す る 行 を すべ て リス ト し ます 。 


INPUT 5, B, >x 
Tak +E 

PRINT &;Б Т 
ЕМО 


л للا‎ CQ 
= 
m 
K4 
(п 
р 
+) 
に 
Im 


¿m © 


| 

1 
に 
4 Ë 
о 


SEARCH "A" 
.Ë SEM SAMPLE 
ра INPUT А, B, x 


で 


SEARCH" з" 
284 INPUT а, В, Xx 
33 PRINT ӘБҮ 


Qe. 


SEARCH "A" を 実行 する と 、A を 含む 10 一 40 行 目 の リ スト を 出力 し ます 。 
SEARCH " A" を 実行 する と 、 ス ペー ス も 1 文字 と みる の で " А" を 含む 20 と 40 行 目 の リ スト を 
出力 し ます 。 


2.1.12 TRON・TROFF 


| TRON 


プロ グラ ム の 実行 過程 の 追跡 と 解除 を 行い ます 。 


| ТЕОРЕ 


ТЕО. 
TROF. 
TRON を 入力 し て 、Ok. と 表示 され た 後 、RUN を 実行 する と 、 そ れ 以 降 に 実行 し た 行 の 番号 を [ 
(か っ こ ) で 囲ん で 、 実 行 順 に 画面 に 表示 し ます 。 

TROFF を 実行 する と 、TRON の 機能 を 解除 し ます 。 


LIST 

10 КЕМ B,C.M, & г.с. м. 
28 INPUT "=" ñ 

ЗЯ IF ñ<1 THEN 26 

48 INPUT "B="; B 

コロ IF B<1 THEN 4й 

©@ IF АЕ THEN SHAF A, Б 
FH X=A: Y=B 

ӨЙ M=xX MOD Y 

Ўй IF M=B THEN 138 

188 X=Y Y= 
їта GOTO зе 
150 РКІМТ "б. С 

148 PRINT"L.C.M. " seek ZY 
188 GOTO га 


RUN 

[10] Г20]1А=7? 7 

1201 [4418=? 12 

1501 1501 (781 180] 1701 [188J [1281 [S8] 170111 
3816. сС.мМ. 3 

114071. С.М. 35 

[1501 20] ñ=. 

Break іп 2а k SHIFT | と (BREAK) を 同時 に 押す 。 
Ок. 

TROFF 


С. М 3 
„Е.М: 3é 
2 


reak іп 2а k SHIFT と |BREAK を 同時 に 押す 。 


] 


2.1.13 ОЕМСЕ 


デフ ォ ル ト の ファ イル ディ スク リプ タ を 決め ます 。 


| DEVICE "ҮА Ата ХУЧУУР 


DEV. 

FILES, LFILES, LOAD, LOADM, SAVE, SAVEM, LOAD ? VERIFY, MERGE, KILL, 
お よび RUN の それ ぞ れ の コマ ンド に お いて 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 省略 する と 、 こ の コマ ンド に よ 
っ て 指定 され た ファ イル ディ スク リプ タ の 指定 を し ます 。 

ファ イル ディ スク リプ タ を 次 に 示し ます 。 


СЕТ: 画面 
SCR : 画面 
KEY: キー ボー ド 


LPT Ss タイ ジフ リッター 
CASS カセ モット デー プ 
MEM: グラ フィ ッ ク メ モリ ー 
EMM0 : 外部 メモ リー0 

) j 
EMM9 : 外部 メモ リー 9 


ОЕМІСЕ "СВТ: " 
Cik. 


DEMICE САБ І" 
Ok 


2.1.14 FILES - LFILES 


ファ イル の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 


| FILES 


LEILES 1 "テイ デイ リタ) 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:, МЕМ:, EMM0: ~EMM9: 。 


FIL. 

ГЕ. 

ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た デバ イス 内 に ある ファ イル の 名 前 (ファ イル 名 ) の 一 覧 表 が 、 
FILES の と き に は 画面 に 表示 され 、 LFILES の と き に は ライ ンプ リン ター に プリ ント され ます 。 
ファ イル ディ スク リプ タ の 指定 が な いと き は 、DEVICE (DEVICE 文 参照 ) で 指定 され た デバ イス の フ 
ァイル 名 の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 


し だ し ES "МЕМ: ® 

Bas "МЕМЙ:РЕПБКАМ 1 の “ш 1⁄81 БЧ AS28 
Bas "МЕМӢ: РРОБРАМ 2 " = ii SUM йБ: 
mas "ME MEH: PRODGRA 2 š " 3 BH} SIUM BS: SH 
Gas "МЕМа: РРОСРАМ 4 " Е 1701 SUN BS: гӣ 
Bas "MEMA:PROGRANMN 5 s “Б ійі SUN MSZ 
Bas "МЕМ@Е:РЕПБКАМ © . ы “ йй SUN Віга 
Бая "MEME: SAMPLE #1 а Ч mal ai SUM HEZE 
Баз "MEME: SAMPLE #2 Р саға ШЫМ HEZA 
[дз 


2.1.15 LOAD・LOADM 


ファ イル に 記録 きれ て いる プロ グラ ム を 、 メ イン メモ リー に 入れ ます 。 


| LOAD[[ "ファ イル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 "| 


LOADM[[ " ファ イル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " ] [ , ad] 
[,[а4], R] 


ad… ロ ー ド 開始 アド レス 

ファ イル ディ スク リプ タ …CAS: МЕМ:, ЕММ0: 一 EMM9:。 
LO. 
LO.M 
BASIC プ ログ ラム を メイ ン メ モリ ー に 入れ る と き に は LOAD を 、 機 械 語 プ ログ ラム を メイ ン メ モリ ー に 
入れ る と き に は LOADM を 実行 し ます 。 
LOAD に お いて 、 フ ァイル 名 を 指定 する と 、 そ の ファ イル を 見 つけ 出す まで 、 ほ か の ファ イル を 読み 飛 
ば し 、 指 定 し た ファ イル の 所 に 来る と ロー ド を 始め ます 。( フ ァイル か ら メ イン メモ リー に プロ グラ ム を 
移す こと を ロー ド と いい ます 。) また 、 フ ァイル 名 を 省略 する と 、 最 初 に 見 つけ た ファ イル を ロー ド し ま 
E 
LOADM に お いて 、ad は 機械 語 プ ログ ラム の ロー ド を 開始 する アド レス で 、 こ れ を 省略 する と SAVEM 
(SAVEM 文 参照 ) で 指定 し た セー ブ 開 始 ア ドレ ス か ら ロ ー ド が 始ま り ま す 。R オ プシ ョ ン を つけ る と 、 
ロー ド 終 了 後 プロ グラ ム を 直ちに 実行 し ます 。 ま た 、SAVEM の と まき 実行 開始 アド レス が 指定 され て い 
る と 、LOADM 終 了 後 直ちに その アド レス か ら 実 行 を 始め ます 。 


LOAD 
LOAD "TEST" 
LOAD "LAS: TEST" 


LOUD 
LADM "TEST" 


2.1.16 SAVE・SAVEM 


メイ ン メ モリ ー 内 の プロ グラ ム を ファ イル に 記録 し ます 。 


| SAVE [ [ファ イル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " ] [ , А] | 


| SAVEM [ "[ フ ァイル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " ] ,ad,, adsl , ad] | 


ad」… セ ー ブ の 開始 アド レス 。 

adz。… セ ー ブ の 終了 アド レス 。 

ad。… 実行 開始 アド レス 。 

ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:, МЕМ:, ЕММ0: ~ЕММ9:, 
SA. 
SA.M 
SAVE を 実行 する と 、 メ イン メモ リー 内 の BASIC プ ログ ラム を 外部 ファ イル に 記録 し ます 。( こ の こと を 
セー ブ す る と いい ます 。) 通常 の SAVE は 、 バ イナ リィ 形式 に プロ グラ ム を 圧縮 し て 行い ます が 、A オ ォ オプ 
ショ ン を つけ る と 、 アス キー 形式 で 記録 する の で 、 MERGE (MERGE 文 参照 ) の 実行 が 可能 に な り ま す 。 
アス キー 形式 の セー プ は 、 リ スト その まま の 形 で 行う の で バイ ナリ ィ 形 式 よ り フ ァイル の スペ ー ス を 必 
要 と し ます が 、 外 部 ファ イル の プロ グラ ム を MERGE す る た め に は 必ず アス キー 形式 で セー ブ し て お か 
な けれ ば な り ま せん 。 
SAVEM を 実行 する と 、 メ イン メモ リー 内 の 機械 語 プ ログ ラム を 、ad」 で 指定 され た アド レス か ら ad, で 
指定 され た アド レス まで 、 外 部 ファ イル に 記録 し ます 。 ad。 を 省略 する と ad」 が ad。 と し て 設定 され ます 。 


SAVE 

SAVEM 
БАЈЕ 
SAVE " TEST" 


SAVE "САБӢ : TEST" 


Б5АЧЕМ"СА5@:ТЕ5Т",&НӘЙЙЙ, šHB8FF, šHƏü00B 
SAVEM" TEST", &H78B0, &SHPEFF , šH?B18 


2.1.17 LOAD ? ° VERIFY 


機能 
Ç-— . |] 
а mM 形 
解説 


セー プ し た プロ グラ ム が 、 フ ァイル に 正しく 記録 きれ て いる か どう か 調べ ます 。 


| LOAD TFI [ファ イル ディ スク グリ プ タ :] ファ イル 名 " ] 


| VERIFY [ [ファ イル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 | 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:。 
VE. (LOAD ? の 省略 形 は あり ませ ん ) 
LOAD ? と VERIFY は まっ た く 同 じ 意 味 の コ マン ド で 、 メ イン メモ リー 内 の プロ グラ ム と 、 フ ァイル 名 
で 指定 し た 外部 ファ イル 内 の プロ グラ ム と の 照合 を 行い ます 。 こ の コマ ンド の 実行 に よっ て 、 セ ー プ ブ し 
た プロ グラ ム が ファ イル に 正しく 記録 され て いる か どう か 調べ る こと が で きま す 。 ま た 、 フ ァイル 名 を 
省略 する と 、 最 初 に 見 つけ た ファ イル と メモ リー と の 照合 を 始め ます 。 ア スキ ー 形 式 の ファ イル を VERIFY、 
LOAD ? し た 場合 は 、 フ ァイル の 最初 か ら 最後 まで 空 読み し ます 。 こ れ に より 、 ア スキ ー 形 式 の ファ イ 
ル 内 の 不良 ブロ ッ ク を 見 つけ 出す こと が で きま す 。 


SAVE メイ ン 
Е = 


メイ ン 
ーー メモ リー 
2 
LOAD ? 
VERIFY 
Шиа 
оерт "Саза: TEST" 


2.1.18 CHAIN 


機 能 
書 式 | 


プロ グラ ム を ロー ド し 実行 し ます 。 


| CHAIN [ファ イル ディ スク リプ タ :] フ ァイル 名 " 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:, МЕМ:, EMM0: —EMM9: 0 
CH. 
メイ ン メ モリ ー 内 に ある プロ グラ ム の 変数 を 保護 し 、 フ ァイル ディ スク リプ タ で 指定 され た ファ イル か 
ら プ ログ ラム を ロー ド し て 実行 し ます 。 


СНАІМӢ САБ І езі " 


СНАПЧ" ез + " 


2.1.19 MERGE 


メイ ン メ モリ ー 内 の プロ グラ ム と ファ イル 内 の プロ グラ ム と を 併合 し ます 。 
MERGE [ '[「 フ ァイル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " ] 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:、MEM:、EMMO: 一 EMM9:。 

ж вж] М. 

[ 解 8] ファ イル 名 で 指定 し た ファ イル か ら プ ログ ラム を 読み 込み 、 メ イン メモ リー 内 の プロ グラ ム と 組み 合わ 
せ て 1 つの プロ グラ ム に し ます 。 こ の と き 、 双 方 の 行 番号 が 重複 し た 場合 は 、 フ ァイル か ら 読 み 込ん だ 
方 を 有効 に し ます 。 フ ァイル 内 の プロ グラ ム は 、 ア スキ ー 形 式 で セー プ さ れ て いな けれ ば な り ま せん 。 


メイ ン 
メモ リー 
B 
МЕКСЕ 


メイ ン 
ЯЕ UJ — 
A+B 


サン ブフ プル 
プロ グラ ム MERGE 
MERGE "TEST " 
MERGE "CS gi TEST" 
2.1.20 KILL 


# БЕ ファ イル に 記録 きれ た プロ グラ ム を 抹消 し ます 。 


| KILL "[ フ ァイル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " 


ファ イル ディ スク リプ タ … МЕМ:, EMM0: 一 EMM9:。 


KL 


a 説 | ノ ァ イル 名 で 指定 し た 外部 ファ イル 内 の プロ グラ ム を 消し ます 。 フ ァイル ディ スク リプ タ は 省略 する こ 
と が で きま す 。 


プロ クラ ム KiLL TEST 


式 の 演算 結果 を 変数 に 代入 し ます 。 左辺 が 数 値 変 数 の と き 右 辺 は 数 値 、 左 辺 が 文字 列 変数 の と き 右 辺 は 
文字 列 と いう よう に 、 両 辺 の タイ プ は 一 致 さ せ # け れ ば な り ま せん 。 な お 、LET は 完全 省略 ステ ー ト メ 


に ーーー л, = % 
ттт] 2.2 一 般 ス テー トメ z ト 
2.2.1 LET 
機 能 式 の 値 を 変数 に 代入 し ます 。 
w ж] [LET] 変数 三 (Á 
定数 
変数 
LET は 完全 に 省略 で きま す 。 
解 3 
ント な の で 、 な を なく て も か まい ませ ん 。 
サザ ジブ プル 
プロ グラ ム 18 LET АХМ=14 
24 し ET B=10.522 
З@ LET С!=12. 234 
4й LET D=12*B-C 2 
Sd LET E#=1.2345678%?081234# 


5®@ LET К%="АБСОЕЕРб" 


1й АХ=14 
2@ В=10.532 

38 に !=18.234 
40 б=1ї2гжв-С/2 


50 Е#=і.2345&578701254н 


$0 F ま = "ABCDEFG" 


上 の 2 つの サン プル は 全く 同じ 意味 で す 。 


2.2.2 DEFINT・DEF SNG・DEFDBL・DEFSTR 


変数 の 型 を 宣言 し ます 。 


DEFINT 
DEPSNG | | 文字 1[, 文 字 2,…] 
DEFDBL | ! 文 字 1[- 文字 2] 
DEFSTR 


文字 は アル ファ ベッ ト 1 文字 。 


この 4 つの DEF は 、 変 数 の 型 を 宣言 し 、 型 の 識別 記号 を つけ な く て も 、 宣 言 し た 型 の 変数 と し て 使う た 
め の ス テー トメ ント で す 。 た と えば 、A は 単 精度 型 変数 で す が 、DEFSTR A と 宣言 する と 、 文 字 型 に 
な り 、A$ と わざ わざ $ を つけ な く て も 文字 列 の 代入 が で きま す 。 

この 4 つの 型 宣言 は 、 変数 の 頭 1 文字 に よっ て 行い ます の で 、 こ の 頭 文字 で 始ま る 変数 は 、 型 記号 (%、 
1 #, $) が つい て いな けれ ば 、 す べ て 宣言 し た 型 に を な り ま す 。 

DEFINT は 変数 を 整数 型 と し て 、 

DEFSNG は 変数 を 単 精度 型 と し て 、 

DEFDBL は 変数 を 倍 精度 型 と し て 、 

DEFSTR は 変数 を 文字 型 と し て 、 

それ ぞ れ 定義 し ます 。 

また 、 変 数 と 変数 の 間 を 一 (ハイ フン ) で つなぐ と 、 そ の 間 に 含 まれ る アル ファ ベッ ト は すべ て 、 富 言 
し た 型 に な り ま す 。 な お 、 ま っ た く 宣 言 し な けれ ば すべ て 単 精度 型 変数 に な り ま す 。 


19 DEF INT С-Н 
20 DEFSTR ñ 

Зӣ DEFSNG I,J,K 
48 DEFDBL В, _-2 


上 の サン プル で は CH を 整数 型 、A を 文字 型 、1, J, K を 上 単 精度 型 、B と L し 一 Z を 倍 精度 型 の 変数 
と し て 使え る よう 定義 し て いま す 。 


2.2.3 PRINT・LPRINT 


機 能 画面 に 情報 を 出力 し ます 。 


каны ы Ë 


ЖЕР. 


ЕР: 


解 説 PRINT は 指定 し た 式 の 値 、 文 字 列 、 変数 、 定 数 の 値 を 画面 に 表示 し ます 。 PRINT の み の と き は 1 行 改行 
し 、 式 、 変 数 、 定 数 の 間 や 最後 に :( セ ミコ ロン ) を つけ れ ば 、 改 行 せ ず に 続け て 表 ホ する こと が で きま す 。 
LPRINT は 指定 し た 式 の 値 、 文 字 列 、 変 数 、 定 数 の 値 を ライ ン フ リン ター に フリ ント し ます 。 改行 に つ 
いて は PRINT と 同様 で す 。 
な お 。 ? (クエ スチ ョ ンマ ー ク ) を PRINT と ど 同 せ ス テー トメ ント と し で 使う こと が で きま す 。 


サン プル 
プロ グラ ム LIST 
іа REM SAMPLE 
га = 15 
コロ Е=-ШЙ 
と СФЕ "НЕО!" 
ай О%= "Ні!" 
АЁ FRINT ТАБ КО» ра: Җ 
Z3 PRINT BiTAE (S> Dt 
Gb PRINT RKISPE (SIDS 
28 PRINT "АВССЕРҒВНІІК "22, "SHARP х-1°"°";-62 
[#15 
БАШЫ, 
19 HELLE! 
= BI! 
== D чі! 
ロコ ビニ ビビ ドロ HIT TE 22 БНАЕЕ х- 1-82 
(ЛЕ. 


ТАВ (n) (HHL 025 пЭ EMEC, SPC (n) は 位置 に 関係 を く n 文 字 の 空自 を 書 
く と いう 意味 で す 。PRINT の 半 式 (USING の 使い 方 ) に つい て は 書式 指定 の 章 (PRINT USING) で 


画面 に デー タ を 表示 し ます 。 
а 式 | 


[t =] IP ШЕ | ВЕРЯ 


а1,8а2,853°* ere 式 、 変 数 、 定 数 。 


ж № 形 WR. 
解 説 画面 に 式 の 値 を , (カンマ) で 区 切り 、 詰 め て 表示 し ます 。 文字 型 の と き は "で 囲ん で 表示 し ます 。 


プロ グラ ム АЕІТЕ 1, -2, "123" 
1, -2, "123" 
Dk. 
МЕІТЕ 13-25 "123" 
1, -2, "123" 
Ok 
NR I TE 


Ok 


2.2.5 INPUT 


キー ボー ド か ら デ ー タ を 入力 し ます 。 
kas "文字 列 " ] 8 変数 1 [, 変数 2.……] 


Хх ғ 


文字 列 …… 画 面 に 表示 する 文字 列 。 
ж 数 …… キ ー ボ ー ド か ら 入 力 する 変数 。 
省 略 Ж 1. 
解 説 キー ボー ド か ら 入 力 し た 数 値 や 文字 を 変数 に 入れ ます 。 " (ダブル クォーテーション マー ク ) で 文字 列 
を 囲む こと に よっ て 、 ス テー トメ ント の 実行 時 に 、 そ の 文字 列 を 画面 に 表示 し 、 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 
を 待ち ます 。 こ の と き 、 文 字 列 と 変数 が :( セ ミコ ロン ) で 区 切ら れ て いる と 文字 列 の 後ろ に ? (クエ 
スチ ョ ンマ ー ク ) が つき ,( カ ンマ ) で 区 切ら れ て いる と ? は 表示 し ませ ん 。 キ ー ボ ー ド か ら デ ー タ を 
入力 し て 、 (j) キー を 押す と その デー タ を 変数 に 入れ ます 。 
変数 の 型 と キー ボー ド か ら 入 力 す る 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 複数 個 の 変数 を 「 , C 
区 切っ て 指定 し て いる と き に は 、 そ の 指定 順に 、 対 応 す る デー タ を 「 , 」 で 区 切っ て 一 度 に 入力 し ます 。 
何 も 入 力 し な いで СД キー を 押す と 変数 の 値 を 保存 し て 次 の ゆ の ステー トメント に 進み ます 。 


ログ ラム 10 INPUT "A="jA 
2@ INPUT "B,C,D=";B,C,D 
39 PRINT "A="; 
48 PRINT "B,C,D="$B$C;D 
50 END 


A=? 5 ー5 を 入力 
в,С,О=? 5, 15,3. 14 ー 5 と 15 と 3.14 を 入力 
A= 5 

BiCaD= 5 15 3.14 

Ok 


© 


2.2.6 LINPUT・LINE INPUT 


機 в 
w | 


キー ボー ド か ら 文 字 を 入力 し ます 。 ブ ラン ク (EH) や カン マ (,) も 入力 で きま す 。 


ーー 


Rb а е 


, 


LINE INPUT [ "文字 列 " | š P 文字 列 変数 


, 


文字 列 …… 画面 に 表示 する 文字 列 。 

文字 列 変 数 …… キー ボー ド か ら 入 力 する 文字 変数 。 
L 
LINEI. 
キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 列 を 文字 列 変数 に 入れ ます 。 こ の と き ,( カ ンマ ) や 空白 (スペ ー ス ) も 
1 文字 と し て 入力 で きま す 。 INPUT (INPUT 文 参照 ) と 同様 に "(ダブ ルク ォ ー テ ーション マー ク ) で 
囲っ た 文字 列 を 画面 に 表示 で きま す が 、LINPUT で は 、 こ れ も 同 時 に 入力 し て し まい ます の で 、 プ ログ 
ラム 中 で 取り 除く 処理 が 必要 で す 。 な お , と : (モミ コロ ン ) の どちら を 使っ て も 同じ 結果 と な り ま す 。 
入力 で きる 最大 文字 数 は 255 文 字 ま で で す 。 


ШІМЕІЧРОТ "5ТЕ =": АФ 
5ТЕ = 123, 455, ноии н ", жж 
[ж 

PRINT АФ 

5ТЕ = 125, 458, "Ü ü" nu" í ç ЧЕ 


DE. 


2.2.7 CLEAR・CLR 


Kw 
[w | 


解 — Ë 


変数 お よび 配列 を すべ て クリ ア し ます 。 


CLEAR | 


CLR | 


CLE. (CLR に は あり ませ ん ) 
すべ て の 変数 および 配列 の うち 数 値 型 の も の を 0 に 、 文 字 型 の も の を ヌル スト リン グ ( 何 も 入 っ て な い 
状態 ) に し ます 。 


A=1000:B*$="123" 
Ок 
PA, B$; "ж" 
1gg6 12зж 
Dk 
CLEAR 
Ok 
Pêy B$; "ж" 
ü ж 
Dk. 


解 説 
サン プル 
プロ グラ ム 


© 


око Гн ЖУ 


OPTION BASE п 


w 0, 1。 


OP. B. 

配列 の 添字 は 通常 下限 値 が 0 に な っ て いま す が 、 こ の ステ ー ト メン ト に よっ て 、 1 に する こと が で きま 
+, 配列 の ディ イメ ンジ ョ ン が 切ら れる 前 に 一 度 だ け 宣 言 で き 、 再 宣言 で きま せん 。 

CLR, CLEAR, RUN, NEW [ON] に よっ て 、 こ の 宣言 は 解除 され ます 。 


МЕЧ 

оК 

ОҒТІОМЧ BASE 1 

Ok. 

DIM АСс1й› 

Ok 

ОРТІОМ BASE ü 
DuFlicatese De+Tfirition 
Ok 


配列 変数 を 定義 し ます 。 


Е 配列 名 1 (mi [, то, ……… J) [、 配列 名 2 (n [, na, 80) ] …… | 
配列 名 …… 配 列 型 変 数 名 。 
my, Dy. п, по "ri 添字 の 上 限 。 

DI. 

配列 変数 の 名 前 と その 添字 の 上 限 を 設定 し ます 。 1 つの DIM で 複数 の 配列 変数 を 定義 で き 、 配 列 ご と に 、 


メモ リー 和 邪 囲 内 で 255 個 の 添字 (255 次 元 ) の 指定 が で きま す 。( 一 行 の 入力 文字 数 の 制限 か ら 実 際 に は 255 
次 元 ま で は 指定 で きま せん 。) DIM の 実行 後 、 数 値 型 配列 に は 0 が 入り 、 文 字 型 配列 は スズ ルス トリ ング に な 
り ま す 。 配 列 添字 の 下限 は 、 通 常 は 0 で す が OPTION BASE 1 を 宣言 する と 、 1 に 変更 する こと が で きま す 。 


19 OPTION BASE ü 
20 DIN Añ(181 B (S, é4? 


ト の 例 で は 、 具 体 的 に は 


A(0) В(0,0), B(1,0) е-е В(5,0) 
А(1) BO Ta. 
A(10) BOG екшнн какиш 63 


と いう よう な 2 つの 配列 が 定義 きれ 、 す べ て の 配列 要素 に 0 が 入り ます 。 
19 OPTION BASE 1 
20 DIN 647107, В 5, &> 


OPTION BASE 1 の と き は 、 


A( 1) В( 1; 1); B(2, 1 に ンー の の ‚ В(5,1) 
А( 2) BB(1.2) = З « 
А( 10) B(1,6), ee B( 5.6) 


と いう よう な 2 つの 配列 が 定義 8 きれ 、 す べ て の 配列 要素 に は 0 が 入り ます 。 


2.2.10 LABEL 


プロ グラ ム 中 に ラベ ル を つけ ます 。 


LABEL "ラベ ル 名 " 


ラベ ル 名 ……255 文 字 ま で の 文字 列 。 
LA. 
フロ グラ ム 中 に ラベ ル を つけ ます 。 こ の ラベ ル は 、GOTO, GOSUB な どの ジャ ンプ 先 と し て 参照 され る 
日 印 で 、 こ れ に よっ て フロ グラ ム に ドキ ュ メ ント 性 を も た せる こと が で きま す 。 ラ ベル 名 の 制限 は 特に 
あり ませ ん 。 フ ログ ラム 中 に 同じ ラベル が ある 場合 は 最初 に 出 て きた ラベ ル が 優先 され ます 。 


18 А=а 

20 LABEL "42" iPRIMT А 
ご づけ ñ=ñ+1 

44 GOTO "Ay" 


2.2.11 GOTOGO TO 


指定 し た 行 番号 か ラベ ル へ 無 条 件 に ジャ ン フ し ます 。 


сото же | 


lco To テラ ベル 名 " 
П а ROTH 
ラベ ル 名 …… LABEI. で 定義 され た 文字 列 。 
б. 
GOTO と GO TO は 同じ 機能 を 持ち 、 指 定 し た 行 番号 か ラベ ル へ 、 無 条件 に ジャ ンプ する も の で 、 ブ プロ 


グラ ム の 流れ を 変え る と き に 使用 し ます 。 ラ ベル は LABEL (LABEL 文 参照 ) に よっ て エン トリ ー さ れ 
た 文字 列 で す 。 


18 ñ=ü 
gü LEBEEL リ オッ サウ 9PR TINT А: 
Ёз 


40 БОТО "イン サウ リロ 
10 ñ=0 

2@ PRINT ñi 

за А=А+1 

49 GOTO 20 


ト の サン フル は どちら も 同じ 意味 で す 。 
止め る と き は 、|[ SHIFT | 十 lBREAK| を 押し て くだ さい 。 


能 BASIC プ ログ ラム 内 の サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 


| | GOSUB | 行 番号 | 
GO SUB ITT 


行 番号 …… サ ブル ー チ ン の 開始 行 番号 。 
ラベ ル 名 …… LABEL で 定義 され た 文字 列 。 
省 É Ж СО5. 


解 説 メモ リー 中 に ある BASIC の サブ ルー チン を 呼び 出し 、 指 定 さ れ た 行 番号 また は ラベ ル 名 か ら RETURN 
(RETURN 文 参照 ) まで を 実行 きせ ます 。 呼び 出さ れる サブ ルー チン の 最後 に は 必ず RETURN が な け 
れ ば な り ま せん 。 

サン プル 


プロ グラ ム | 1@ INPUT"a, B="; В 
24 GOSUB 188 
39 PRINT "С=" {С 
40 END 
188 C= (А-В) #2 
110 RETURN 
RUN 
ёз B=? З, 12 
С=-4.5 
DK 


GOSUB で 呼ば れ た サブ ルー チン の 最後 に つけ て 戻り に 使用 し ます 。 


RETURN [ 行 番号 J 
Wp zs ju 3" 
行 番号 …… サ ブル ー チ ン か ら の 戻り 先行 番号 。 
ラベ ル 名 ……LABEL で 定義 され た 文字 列 。 
[# # 形 | RE. 
ra БЛ RETURN は GOSUB で 呼ば れ た サブ ルー チン か ら 戻 り 先 へ 戻る と き に 使用 し ます 。 行 番号 、 ラ ベル 名 を 


つけ る と 、 そ の 行 へ 戻り ます が 、 省 略す る と GOSUB 文 の 後ろ に 戻り ます 。 


+ > = ル GOSUB 文 参照 。 


プロ グラ ム RETURN 
RETURN 100 
RETURN "MAIN PROG" 


® 


2.2.14 IF—THEN:::: + EL SE 


理論 式 を 判断 し て 次 に 進み ます 。 


IF 論理 式 THEN 行 番号 ELSE 行 番号 
Эль" | "ラベ ル 名 " 
x x 
IF 論理 式 [THEN] СОТО 行 番号 ELSE 行 番号 
| "ラベ ル 名 " | | "ラベ ル 名 " | 
文 


行 番号 …… ジャ ンプ 先 の 行 番号 。 
ラベ ル 名 ……… LABEL (LABEL 文 参照 ) で 定義 され た 文字 列 。 
x eee 任意 の ステ ー ト メン ト 。 


論理 式 が 正しい か どう か 判断 し て 、 指 定 の 行 番号 や ステ ー ト メン ト に 制御 を 移し て 実行 を 続け ます 。 
ELSE 以 降 が ある 場合 、 論 理 式 が 正しけれ ば 、THEN の 後ろ で 指定 され た 行 番号 ・ ラ ベル の 行 、 ま た は 
文 の 実行 に 移り 、 ま ちがっ て いれ ば 、ELSE の 後ろ で 指定 され た 行 番号 ・ ラ ベル の 行 、 ま た は 文 の 実行 
に 移り ます 。 

ELSE 以 降 が な い 場 合 、 論 理 式 が 正しけれ ば 、THEN の 後ろ で 指定 され た 行 番号 ・ ラ ベル の 行 、 ま た は 
文 の 実行 に 移り 、 ま ちがっ て いれ ば 、 次 の 行 へ 移り ます 。 

THEN と ELSE の 後ろ の 文 と し て 、IF 文 を 使っ て も か まい ませ ん 。 た だ し 、 こ の 場合 は 最後 の IF XD 
ELSE の み 省 略す る こと が で きま す 。 な お 、THEN お よび ELSE の 前 は 1 文字 分 スペ ー ス を あけ て くだ 
さい 。 次 に 、 こ の ステ ー ト メン ト の 流れ 図 を 示し ます 。 


(ELSE 以降 が ある 場合 


論 FB 式 


は 正しい 


] 
| 


ТНЕХ | 


МЕП хл I£ 
ラベ ル が あれ ば : それ を 実行 


| 


指定 行 へ 


次 の 行 へ 


ELSE 


指定 行 番号 : 文 が あれ ば 
ラベ ル が あれ ば | それ を 実行 


指定 行 へ 次 の 行 へ 


EIST 

1й INFUT ñ 
Ша IF А=й 
ОК, 

RUIN 

т 1 

4 >B 

[в 

Рим 

> а 

а= 0 

Ок 


THEN РЕІМЧТ "=й" 


LIST 

ій INFUT А, Е 
20 IF ñ=8 THEN 
ELSE IF Б=@ THEN 
за Бото ій 


IF В 
М PRINT "< 


o Ú) + U) r 
В " 
ре] 


y, sy ДУ А ДУ 
=” ч 


=й THEN РЕІЧТ"ё=й, = 
>@,Б=й@" 


〈ELSE 以 降 が な い 場 合 


THEN 


ラベ ル が あれ ば : Z 


OE X 


指定 行 へ 


ELSE PRINT"AK >й" 


EFL SE 
ELSE PRINT" 2 


SHIFT | (BREAK) を 押す 


次 の 行 へ 


PEINT"A= E, B4 >й" 
а, E a" 


2.2.15 FOR—TO:::STEP:-- 


# Е] FOR と NEXT と の 間 を 繰返し 実行 し ます 。 
| | FOR 変数 名 三 初期 値 TO 終了 値 [STEP 増分 | 
変数 名 …… 単 精度 型 変数 、 整 数 型 変数 。 


初期 値 、 終 了 値 、 増 分 …… 定 数 、 変 数 、 式 。 負 の 数 で も よい 。 

аю J Е. 

解 説 FOR は NEXT と と も に 用 いら れ 、 変 数 の 値 が 終了 値 か ら は み 出 すま で FOR か ら NEXT へ の 実行 を 続け 、 
は み 出 す と NEXT の 次 へ 実行 を 移し ます 。 変数 は 初期 値 の 値 か ら 始ま っ て 、 こ の 文 が 実行 きれ る た びに 
増分 だ け 加 えら れ て 行き 、 終 了 値 を は み 出 す と 繰返し が 終わ り ま す 。 な お 、STEP 増 分 を 省略 する と 増 
分 は 1 に な り ま す 。 
対応 する NEXT が な い 場 合 は FOR without NEXT エ ラー が 出 ま す 。 変 数 の 初期 値 が 終了 条件 を すでに 
満た し て いる 場合 は 、 そ の まま NEXT の 次 へ 実行 を 移し ます 。TO と STEP の 前 に は 1 文字 分 スペ ー ス を あけ て く だ 
さい 


3 


D. 
xy. 
МІ 
p° 
[Тї] 


та 


1 
FOR J=1 TO 
FOR <=J TO 


j PJ +< 
mA C QG 
rr L 


1 4 
TI 
ч 
1 
һа 
< 


MEET К 


у 


ы 12 


i 
ا‎ Q 
-> `n 


Li 
9 


ч. 
ын 


Qk. 


Й) NEXT の 後ろ の 変数 を 省略 する ほう が 実行 速度 が 上 が り ま す が 、 こ こ で は わか りや すく する た め 、 
変数 を つけ て いま す 。 


2.2.16 МЕХТ 


機 Е] FOR の 終端 を 示し ます 2。 


| NEXT [変数 変数 …… 


[ w =] 
ам) N. 


解 説 NEXT の 変数 は 、FOR の 変数 と 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん 。 FOR と NEXT の 中 に さら に 
別 の FOR と NEXT を 置く こと が で きま す が 、 こ れ を 入れ 子 の 構造 と いい 、 入 れ 子 は 何 重 で も か まい ませ 
ん 。 
— FOR = FOR I=— 
FOR J=— FOR J=~ 
г FOR K=— FOR K=— 
— NEXT NEXT КЫ 
NEXT 
— NET 


サン プル 
プロ グラ ム 


どちら も 同じ 構造 で す 。 
変数 を 省略 する ほう が ルー ブ プ 速 度 が 速く な り ま す 。 
FOR 文 参 照 。 


МЕ ХТ 
NEXT І 
NEXT C B, ñ 


2.2.17 REPEAT 


機 能 
ж B J 
解 説 
サン プル 
プロ < ダラム 


© 


REPEAT~UNTIL の 初め を 示し ます 。 


| REPEAT 


REP. 
REPEAT は 、UNTIL と 対 に し て 使用 し 、 ル ー プ の 初め を 示す の み で す 。 
対応 する UNTIL が な い 場 合 は エラ ー に な り ま す 。 
(UNTIL 文 参 照 ) 
UNTIL 文 参 照 。 


REPEAT 


2.2.18 UNTIL 


REPEAT と UNTIL と の 間 を 繰返し 実行 し ます 。 


REPEAT 


UNTIL 論理 式 


解 Ë この ステ ー ト メン ト は REPEAT ル ー プ の 端末 で 、 答 理 式 が まち が っ て いれ ば REPEAT へ 戻り 、 正 し け 


れ ば 次 の 行 へ 通り 抜け ます 。 
な お 、REPEAT 一 UNTIL の 間 に GOTO 文 を 入れ て ルー プ の 外 に ジャ ンプ させ る こと は で きま せん 。 


初期 値 を 入力 する と 、 ル ー プ を 回 る た びに 1 ずつ 減じ て 行き 、1 よ り 小 さく な る と 次 の PRINT 文 に 移り ま 


و 
プロ グラ ム 18 INPUT "ショ キテ = リ " ョ 台‏ 
ご り REPEAT‏ 
ЗВ PRINT А‏ 
Әа=б-1‏ 48 


SA UNTIL ñ<1 
る 9 PRINT "リオ ワウ リリ 
RUN 

ショ キキ = 5 


2.2.19 WHILE 


機 Б] WHILE と WEND と の 間 を 繰返し 実行 し ます 。 


i 


WHILE 論理 式 


WEND 
ИГЕ? W. 
解 説 ] WHILE は WEND と と も に 用 いら れ 、 論 理 式 が 正しけれ ば WHILE と WEND と の 聞 の 実行 を 続け 、 ま ち 


が っ て いる と き WEND の 次 の 文 へ ジャ ン フ し ます -。 注意 する の は 、 論 理 式 が 最初 で 判断 きれ て いる 点 
で 、 場 合 に よっ て は 、WHILE と WEND の 中 を 一 度 も 通ら ない で 次 に ジャ ンプ する こと も あり ます 。 こ 
こ に 、REPEAT-UNTIL と の 相違 点 が あり ます 。 WHILE と WEND が 正しく 対応 し て いな い 場 合 エラ 
ー に な り ま ます 。 を お 、WHILE 一 WEND の 間 に GOTO 文 を 人 れ て ルー フ の 外 に ジャ ンプ させ る こと は で 
きま せん 。 


INPUT 文 で 入力 し た 初期 値 が 1 以上 で あれ ば 、 出力 し て 1 減じ ます が 、 1 より 小さ く な る と 601711 
ブ プログラム の PRINT 文 に ジャ ンプ し ます 。 


1 1МРИТ">а#Ф##="1З 
Zü LIHILE А>=1 

a FFRINT А 

46 ñ=ñ-1 

SA МЕМО 

&@ PRINT "жи" 
РЫМ 

ニョ キチ = アラ 


2.2.20 WEND 


WHILE の 終端 を 示し ます 。 


WEND 


ж 略 J WE. 
3 БЛ この ステ ー ト メン ト は WHILE の 終端 と し て 使用 きれ る の み で す 。 
(WHILE 文 参照 ) 
サン プル | WHILE 文 参照 。 
JE NÛ 


© 


(ルー フ 文 の フロ ー チ ャ ー ト ) 


(1) FOR NEXT ルー フ (FOR 文 参照) 


(2)REPEAT UNTIL ルー プ (UNTIL 文 参照) 


КЕРЕАТ 
I 処 


(3) WHILE WEND ルー ラフ (WHILE 文 参照) 


WEND 


FOR i=m ТО n STEP s 

m か ら n ま で s ず つ 増 え を がら 、NEXT と の 間 で ルー プ 
Ж E Es 

m の 値 が n を は み 出 す と き に ルー プ が 終了 し ます 。 
ルー プ に 入る 前 か ら 、m の 値 が n を は み 出し て いる 時 
は 1 回 も ルー プ を 通り ませ ん 。 


REPEAT と UNTIL と の 間 で ルー プ し ます 。 論理 式 は 
終端 の UNTIL に 記述 し 、 真 の 値 を と る まで ルー プ し 
ます 。 о. ФС #1 回 は ルー プ を 通る こと に 
m UB Fo 


WHILE と WEND と の 間 で ルー プ し ます 。 論理 式 は 入 
ПО WHILE に 記述 し 、 真 の 値 を と っ て いる 間 ル ー フ 
し ます 。 よ っ て 、 1 回 も ルー プ を 通ら な い 場 合 も あり 
得 ます 。 


2.2.21 ON— 
機 能 
省 № 形 
解 8 


式 の 値 に よっ て 、 い くつ か の 行 へ デ ャ ンプ し ます 。 


ON Á | GOTO 行 番号 1 [, 行 番号 2, 行 番号 3.……] 
GOSUB タ 
RETURN ~ 
RESTORE , 
RESUME , 


行 番号 の か わり に ラベ ル 名 も 使え ます 。 式 の 後ろ に は 必ず 空白 を 1 つ 以 上 置い て くだ さい 。 


О. 
式 の 値 (数 値 ) が ji の と き 、i 番 目 に 指定 し た 行 番号 の 行 に デ ャ ン フ し て 、 そ れ 以 降 の 行 を 実行 し ます 。 
式 の 値 が 1 な ら ば 1 番目 の 行 番号 、2 な ら ば 2 番目 、3 な ら ば 3 番 日 、…… と いう よう に 対応 し て お り 、 


式 の 値 に 対応 する 行 番号 が な けれ ば ON 文 の 次 を 実行 し ます 。 な お 式 の 値 が 整数 で な けれ ば 、 小 数 第 1 
位 で 四捨五入 され た 値 に を な り ま す 。 


( 行 番号 が 4 つ あ る と き ) 
O 


に DS 
SR 
19 


420 


+ 
ЕМ SAMPLE PROGRAM 
PRINT "1:959" " 

PRINT "2:6#7° уу" 
PRINT "カケ サン リ 
PRINT "4 ョ ワリ ロリ サドン リ 

INPUT "1-4?",A:IF A1 GOTO 58 
IF А›4 GOTO 58 
DN А 50506 1900, 200,300, 400 
PRINT "335"; C 
GOTO 19 

GOSUB 50е 

C=ñ+BE` 

RETURN 

GOSUE 5йй 

C=A-B 

RETUR ト I 

GOSUB 5йй 

Ë =E: 

RETURN 

GOSUE 538 

IF В=й THEN PRINT"JI4IN アリ マセ ン ! ":RETUR 


C =ñ ZB 


430 RETURN 


5йй 


INPUT "ЯА эшл", За, Б 


519 RETURN 


DK 


2.2.22 STOP 


プロ グラ ム の 実行 を スト ッ フ し ます 。 


STOP 


[ жашга 
5. 


プロ グラ ム 中 に STOP が ある と 、「Break in 行 番号 」 を 画面 に 表示 し 、 止 まり ます ( 行 番号 は STOP の あ 


っ た 行 を 示し て いま す )。 プ ログ ラム の 停止 後に CONT (CONT 文 参照 ) を 実行 する と 、 止 まっ た 次 の 文 


か ら 実 行 を 再開 し ます 


LTST 


18 РЕІЧТ"Мо ій" 


2а STOP 

38 PRINT "No 
ОК 
LIN 
Мо 18 
Break 
Ok. 
OT 
Мо 38 


FI 


іг 2а 


зӣ" 


プロ グラ ム の 実行 の 終了 を 宣言 し ます 。 


END 


省 略 形 EN. 


この ステ ー ト メン ト を 実行 する と プロ グラ ム は 終了 し 、 


解 説 

示さ れ て 入力 待ち と な り ま す 。 
サン プル 
プロ グラ ム に すら ST 


18 РЕІМЧТ "No 
Зӣ РЕІМТ "Ме 
ПЕ, 

RUN 

Мс 1а 

Мо Эй 

DK. 

cu END 
LIST 

18 PRINT "Nm 
zü ЕМС 

ZA РЕІМТ "Ме 
ОК. 

ЕШМ 

мо 18 

ск 


© 


ій" 
за" 


1а" 


за" 


すべ て の ファ イル を 閉じ て 、 画 面 上 に は 0k が 表 


2 つの 変数 の 値 を 交換 し ます 。 


| SWAP 変数 1, 変数 2 


変数 … 値 を 変換 する 変数 。 
SW. 
変数 1 の 値 を 変数 2 に 、 変 数 2 の 値 を 変数 1 に 入れ て 、 値 の 交換 を 行い ます 。 変 数 は 数 値 、 文 字 型 い ずれ 
で も か まい ませ ん が 、2 つの 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 


プロ グラ ム 14 REM SAMPLE PROGRAM 
20 А=10 
38 В=-7 
40 eur 
Sü D*="DD " 
る ロロ ЕФ="ЕЕ" 
78 PRINT AE 
22 PRINT С+:0Ф:ЕФ 
та Shim А, Б 
1098 SHAF С, 0%: 5НАР О, ЕФ 
118 PRINT АБ 
128 PRINT СЖ; 0+%:ЕФ 
120 END 
ок 
БИ 
18 -? 
ССОСЕЕ 
چ‎ 1й 


ОСЕЕСС 


пагоды Ъ を 入れ ます 。 
шш Шугуру: 
анын ый А 


в J "(アホ ポス トロ フィ ) 
解 説 プロ グラ ム に コメ ント を 挿入 する た め の ス テー トメ ント で 、 プ ログ ラム の 実行 に は か か わり あり ませ ん 。 
REM は "(アホ スト ロフ ィ ) で 代用 で き ます 


サン プル 

プロ グラ ム В FEM は ョ rmF 1! Pr ロロ m ョ mm 
5 БЕМ 
ЙЯ =EM 5НЛАЕРУ5Пагррт-2* 
Я FEF: 


REM (РЕМ: ñ フク ロク "ラロ ニニ コメ ント ライ レル タメ 2 


s. Ü ED зк» 
= 


й REM コテ ー ト メー ト TT Za 
GE * 
74 га = РЕМ. 
ый 


2.2.26 READ 


機 能 


DATA 文 で 用 意 き され た デー タ を 変数 に 入れ ます 。 


READ 変数 1 [, 変数 2 , 変数 3 ……] 


変数 ……DATA 文 の デー タ を 入れ る 変数 
REA. 
DATA 文 で 用 意 き れ た デー タ を 読み 込ん で 、 変 数 に 割り 当て ます 。READ 文 は いつ も DATA 文 と 対 に し 
て 使い 、DATA 文 の 定数 デー タ は 、READ 文 の 変数 と 1 対 1 に 対応 し 、 か つ 双 方 同じ 型 で な けれ ば な り 


ませ ん 。 DATA 文 は 行 番号 の 若い 順に デー タ の 並び の 先頭 か ら 読 み 込ま れ 、DATA 文 の 定数 デー タ の 数 
が READ 文 の 変数 の 数 より 多い と き に は 、 次 の READ 文 に より 引き 続き 読み 込ま れ ま す 。 
デー タ の 数 が 不足 し て いる と き は 、Out of data エラ ー に な り ま す 。RESTORE (RESTORE 文 参照 ) 


を 使う と 、DATA 文 を 読み 直し た り 、DATA 文 の 読み 込み 順 を 変え 0 る こと が で きま す 。 


70 行 目 の 数 値 デ ー タ を 20 行 目 で 読み 込み 、X に 入れ て 30 行 目 の PRINT 文 で 出力 し ます 。 続 いて 、 80 行 目 
の 文字 列 デ ー タ を 50 行 目 で 読み 込み 、A$S, B$, C$ に 入れ て 60, РЕЧНА EA 


38 PRINT х; 
qa NEXT 
Sü PRINT 
5@ БЕА” Ak, Bt, СФ 
Ра РЕІМТ АФ" "6% 
ӨЙ PRINT зу ес = 
та DATA 8,8, 1.2, -4, SHIA, SE 181, 12 
144 DATA عا‎ ы о 
ОК, 
RUN 
с а 1.2 -4 25 5 12 
Good morning 
Good evening 
О 


2.2.27 ОАТА 


READ で 読む デー タ を 定義 し ます 。 


DATA 定数 1 [, 定数 2 …… 


定数 …… 数 値 定数 、 文 字 列 の デー タ 。 


DA. 


READ 文 で 読み 込む デー タ を 用 意 す る ステ ー ト メン ト で 、 何 か を 実行 する と いう ステ ー ト メン ト 
で は な い の で 、 プ ログ ラム 中 の どこ に で も 、 い くつ で も 置く こと が で きま す 。 1 つの DATA 文 に 
よっ て 用 意 で きる デー タ は 、 最 大 255 文 字 分 の 数 値 定数 お よび 文字 列 定数 で す 。 文字 列 を デー タ 
(ダブ ルコ ー ト ) で 囲ま を く て も 使用 で きま す が ,( カ ンマ ) を 区 切り に 使 
う の で 、 カ ンマ を デー タ に する 場合 に は ダブ ルコ ー ト で 囲ま を けれ ば な り ま せん 。 ま た 、: (コロ 


と し て 用 意 す る 場合 、 


ン ) を デー タ に する 場合 に も ダブ ルコ ー ト で 囲む 必要 が あり ます 。 


1@ё@й Сата 
1010 DATA 


500 оёте 
1318 Ояте 


сайа DATA 
2414 DATA 


2з, 43 55 65, 2 0. 3, 54, >> 
0, 33,57,93, 108 28, 55, 77, 532, 45 


suzuki, Tanaka, Ье, amada, Kubo 
Nomura, Chiba, Uchida, Kimura 


" A" "АБ", "АС", "Б.а", "В.Б" 
"ER LZ s "C з", "C B", Шэ кш 


1000 と 1010 行 は 数 値 デ ー タ 、 

1500 と 1510 行 は 文字 列 デー タ 、 

2000 と 2010 行 は 文字 列 デ ー タ に カン マ が 入っ た 場合 
を それ ぞ れ 示し て いま す 。 


な お 、 数 値 デ ー タ と 文字 列 デ ー タ を 合わ せ て 、 定 数 デー タ と 呼ぶ こと が あり ます 。 


2.2.28 RESTORE 


READ 文 で 読み 始め る DATA 文 を 指定 し ます 。 


RES7ORE| | 行 番号 | 


рау?" 
行 番号 …… 読み 始め る DATA 文 の 行 番号 。 
"ラベ ル 名 ) …… LABEL で 指定 し た 文字 列 。 
ж 略 JE RES. 
この ステ ー ト メン ト 実 行 後 の READ 文 は 、 行 番号 、 "ラベ ル 名 "で 指定 し た DATA 文 の デー タ か ら 読 み 
込み を 開始 し 、RESTORE の み の と き は 、 フ ログ ラム 中 最初 に 現れ る DATA 文 か ら 読み 込み を 開始 し ま 
+s 


20 行 目 で 1020 行 か ら デ ー タ を 読み 込む よう 指定 し 、80 行 目 で "デー タ と いう ラベ ル 名 の と ころ か ら デ 
ー タ を 読み 込む よう 指定 し て いま す 。 


РЕМ 

RESTORE 1й2@ 
FOR I=1 TO Š 
ЕАС ñ 

PRINT АМ; 

NEXT 

PRINT 

RESTORE "т-а" 
FOR I=1 TD 5 
ЕЗ О л 

PRINT ё: 

NEXT 

] й LABEL "77 -9":ОАТА Z23243 ,55, SD, 12 


Ë Ú) Ü = 
бр G 1 


3 
í 


її 


[кч] 


m e 


к ее te а SPP У э] Ós 


) ( DJ — m сд O G G ср 


еч 
реч) 


[を 
А 


= 
ул, 


12 5ё 34 F8 55 
аз аз 55 65 12 


2.2.29 DEF FN 


機 能 ユー ザー が 関数 を 定義 する の に 使い ます 。 


DEF FN 関数 名 (xi[,xz, …… ))= Á 


関数 名 …FN に 続け て 書き ます 。 数値 型 、 文 字 型 の どちら で も 可能 で す 。 


Xi, X2, … ソ パラ ار‎ と 


жм ж] な し 。 


解 説 ユー ザー の 作っ た 関数 を 自由 に 定義 する こと が で き 、 プ ログ ラム 中 で 使う こと が で きま す 。 関 数 名 と 
定義 式 の 型 が 一 致し て いれ ば 、 文 字 列 関 数 も 定義 で きま す 。 
3 つの 関数 
РМА фк, т} ニニ ーーー 
ЕМВ (X. Y. Z) =V XYZ 
_XYZ 


Nr 
を 定義 し て 、X. Y、Z に 任意 の 値 を 代入 し て 関数 の 値 を 計算 し て み ま し ょ う 。 


プロ グラ ム LIST 
ій DEF FNñ(X, Y, 2) = (Х+ү+2) /3 
298 DEF ЕМВ Хх, Y, Zb = (Хжүж2) ^ (1/3) 
За DEF ЕМС (х, Y, 2) = (Хжүжр? Z3 
48 ІМРОТ"О= "0: INPUT"E=" ŞE: ІЧРОТ"Е= "Е 
59 PRINT "ЕМаА= "Ема, Е, Е, "ЕМВ= "ЕМВ (D, Е, F), "ЕМС= "ЕМС (D, Е, F 
&ü PRINT 
T4 РЕІЧТХ, Y, Z 
ок 
вим 
D=? 1 
E=? 2 
F=? 3 
ЕМА= 2 FNB= 1.817120 ЕМС= 2 
ü а а 
DK. 


X, Y, ZZ の 各 変 数 は 
影響 を 受け ませ ん 。 


2.2.30 DEF USR 


ユー ザー が 機械 語 サ プ ブルー チン を 定義 むす る の に 使い ます 。 


DEF USR[ 番 号 ] アド レス 


番号 ……… 機械 語 サ ブル ー チ ン の 番号 。 0 一 9 の 整数 で 、 省 略す る と 0。 
アド レス …* 機 械 語 サ ブル ー チ ン の 先頭 の アド レス 。 


авж] な し 。 


解 説 ユー ザー が 機械 語 で 作っ た 機械 語 サ ブー チン を 呼び 出す USR 関 数 に 番号 を つけ その 実行 開始 の 先頭 ア 
ドレ ス を 設定 し ます 。USR 関 数 は 、0 一 9 まで 登録 テー ブル を BASIC 内 部 に 持っ て いて 、 最 大 10 ま で 関 
数 を 定義 むす る こと が で きま す 。 い くつ か の USR 関 数 の 識別 に この 0 一 9 の 番号 を 使い ます が 、 同 じ 番 号 
の USR 関 数 を 何 度 で も 設定 し な お すこ と が で きま す 。 
機械 語 サ プ ブルー チン の 使い 方 に つい て は 付録 「USR 命 令 の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 


サシ ブッ LIST 

プロ イグ ブラム 1 ロ CLEAR SHFEBG 
Pü POKE &НЕЕЙ@Й,&НС? 
3ü DEF USR1=S&HFEBG 
49 PRINT USR1C18) 
ок 
AUR 

1 ロ 

Dk. 


2.2.31 CALL 


機械 語 サ ブル ー チ ン を 直接 呼び 出し ます 。 
| GAT, Z 


アド レス … サ ブル ー チ ン の 実行 開始 番地 


[а мж) CA 


解 説 ァ ド レス を 実行 開始 番地 と する 機械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出し ます 。 
アド レス に は 16 進 定数 (&HXXXX の 形 ) 、10 進 整定 数 (一 32768 一 32767) な どの 整数 定数 、 整数 変数 、 
式 が 指定 され ます 。 


機械 語 か ら BASIC へ 戻る に は 機械 語 命令 の RET (&HC9) を 実行 させ な けれ ば な り ま せん 。 
機械 語 サ ブ プルー チン は 、CLEAR ま た は LIMIT 文 で 指定 し た アド レス 以降 に 置い て 下さ い 
メイ ン メ モリ ー 


] ~ NEWON 文 で 指定 し た アド レス 
BASIC プ ログ ラム 


ー CLEAR、 ま た は LIMIT 文 で 指定 し た アド レス 
機械 語 サ ブル ー チ ン | 


サン プル 
іЯ СЕВЕ &НҒЕВа 
24 РОКЕ &НҒЕйе, Нс 
38 CALL =НҒЕВЯ 
に 
Рим 
СК, 


2.2.32 РОКЕ 


メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 アド レス に データ を 書き 込み ます 。( を と >PEEK) 


| POKE Z FP le, 7 وک و وک‎ es 


アド レス … デ ー タ の 書き 込み アド レス 。 0 —&HFFFF, 
デー タ ・…… 0 ~255 ま で の 整数 


РО, 


メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 し た アド レス に 1 バイ ト 
デー タ を , (カン マ ) で 区 切っ て 続け て 書く と 、 連 続 し た アド レス に 書き 込む こと が で きま す 。 
POKE の 使用 に 際 し て は 、BASIC プ ログ ラム な ど メ イン メモ リー 内 の シス テム を 破壊 し て し まう 宙 


れ が ある の で 十分 注意 し て くだ さい 。 


18 CLEAR SHBFFF:DT=B 
га FOF aD = ロロ TO &НСӨ1Е 
20 РОКЕ ñD, DT ЕЧ 21 ТЕЗЕ 
ай DT=DT+1 
コロ NEXT 
244 FIR АО=%НСВЙВ ТП SHCHIF 
?@ ОТ=РЕЕК Ар? メモ リー カラ ヨミ コミ ェ 
29 PRINT " wsHEXS<DT) 3 
>й NEXT 
RUN 

8 TE GB *% S> & 2 E FG GEG 

b € F 18 まき 12 19 14 15 15 17 

1E 19 1ê IE I 1—2 ЗЕ 1Е 


メモ リー 内 の C000 一 CO1F の 各 番 地 に 0 一 31 の 数 値 デ ー タ を 書き 込み 、 実 際 に 書き 込ま れ た か どう か 


調べ る た め 読 み 込ん で 、16 進 で 表示 させ て いま す 。 


(8 ビット) の デー タ を 書き 込み ます 。 


2.2.33 OUT 
出力 ポー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送り ます 。( 之 POKE@) 


| ойт ポー ト ア ドレ ス , 出力 デー タ 


ポー ト ア ドレ ス … 出 力 す る ポー ト の 番号 一 32768 一 65535 
ШУ タダ өтөө 0 一 255 の 整数 
省 略 Ж OU. 
解 説 出力 デー タ を ポー ト ア ドレ ス で 指定 し た ポー ト に 出力 し ます 。 
テキ スト 画面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス の 仕方 に つい て は 、 巻 末 の 「 テ キス ト 画 面 と その 属性 
ポー ト へ の アク セ モス 方 法 」 を 参照 し て くだ さい 。 


画面 の 左上 隅 (&H3000 番 地 ) か ら 256 文 字 表示 し 、 そ の お の お の に 点滅 、 反 転 、 色 指定 の 各 属 性 を つ 
ける プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


18 SCREEFIB』 ё, EMIDTH 48 

280 FOR 1=й TO 255 

38 OUT SH2830+I, I 

35 OUT SHZ2980+I, І MOD 32) 
10 NEXT 

コロ LOCATE B8, 23 


2.2.34 RANDOMIZE 


能 


RND 関 数 で 発生 させ る 乱数 の 系 列 を 設定 し ます 。 


| RANDOMIZE [5] | 


式 … 乱 数 系 列 を 発生 する た め の 初 期 値 。 -32768 ~32767。 


RA. 

RND 関 数 は プロ グラ ム を 実行 する た びに 同じ 系 列 の 乱数 を 発生 し ます が 、 こ の ステ ー ト メン ト を 与え 
る こと に よっ て 、 乱 数 の 系 列 を 変更 し ます 。 

式 は -32768 一 32767 ま で の 数 値 に を る よう に 指定 し ます が 、 省 略し た 場合 は 、BASIC が ラン ダム に 乱 
数 系 列 を 設定 し ます 。 


LIST 

18 PRINT FHD 12 
сй PRINT ЕМО 

33 RANCOMIZE 18 
44 PRINT ЕМО 

SA RADDMIZE 1# 


об FRINT RDC 
OR 
Еш 
51971014 ( 注 ) 
й=р4т 

š “sess ai = DIU RL TD TC 

а і > ات زز‎ ШЕШ 

„=аа1зйеуў サン プル 通り で る と は 限り ませ ん 。 
йк 


ノブ ァイル 処理 ステ ー ト メン ト に 


2.3.1 MAXFILES 


同時 に OPEN で きる ファ イル 番号 の 最大 値 を 指定 し ます 。 


MAXFILES п 


n… フ ァイル 番号 の 最大 値 0 一 15。 
MA. 
同時 に ファ イル 番号 の 最大 値 mn ま で の ファ イル を OPEN で きる よう に 設定 し ます 。 こ の と き 、 変 数 エリ 
тт 1) y &# ЛЬ 
BASIC 起 動 時 に ファ イル 番号 の 最大 値 は 1 に 指定 され ます 。 


> ル 
ЕА FAXF ЕЗ 3 
OK 
2.3.2 OPEN 
機 能 ファ イル を 開き プロ グラ ム で 使用 で きる よう に し ます 。 


OPEN а 
І 


ファ イル 番号 …1 か ら MAXFILES で 設定 し た 数 まで 。 


省 B 形 OPE. 

解 説 ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た ファ イル 名 を つけ て 、 フ ァイル 番号 で 指定 し た 番号 で 設定 し 、0 
の と き は アウ ト プ ッ トモ ー ド 、T の と き は イン プッ トモ ー ド に し ます 。 
以後 この ファ イル は 、 フ ァイル 番号 を 使っ て アク セス し ます 。 
O… シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の アウ ト プ ッ ト オ ー プ ン 


Тэна 4 Е А 

サン プル 

プロ グ クラム 10 КЕМ SAMPLE PROGRAM 
24 ОРТІОМ SCREEN 2 "ウラ フィ ッ ク ァ モリ ラ ファ イル ニ ツカエル ヨウ ニ スル 
38 INIT"MEM: " "ショ キ カ スル 


48 ОРЕМ "О",#1,"МЕМ:ТЕ5Т" カキ コミ ファ イル ヒラ クツ 
50 FUR I=9 ТО 255 


&8 PRINT #1,1; ファ イル ニニ RFI 
FA NEXT 
234 CLOSE "ファ イオ イル ラー Fš اا‎ 


9d OPEN "І", #1, "МЕМ: TEST" “3220277719 ヒラ ク 

100 IF EOF CIN =-1 THEN 140 テー タカ オ ワ ウッ カー トウ カー シラ へ "ルル 
118 ІМРОТ#і, А "ファ イル カラ аала 

128 РРІМТА; 

134 БОТО 106 

148 CLOSE “22413 F> BL 

158 END 


2.3.3 CLOSE 


ファ イル を 閉じ ます 。 
CLOSEI[##] フ ァイル 番号 1、[ 韻 ) フ ァイル 番号 2 …] 


ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 o 
省 һ JE CL O, 
OPEN に よっ て 開か れ た ファ イル を 閉じ ます 。CLOSE で 閉じ た ファ イル は OPEN で 再 指定 し な いか 
ぎり 、 使 用 で きま せん 。 
ファ イル 番号 を 省略 する と すべ て の ファ イル が 一 斉 に 閉じ られ ます 。 
な お 、NEW、RUN、LOAD の と きも すべ て の ファ イル は 閉じ られ ます 。 


OPEN 文 参照 。 
サン プル рУ 
プロ グラ ハム CLOSE 


CLOSE #1, #3 


2.3.4 PRINT# 


シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 記録 し ます 。 
| PRINT# ファ イル 番号 [,x」,x ぅ ,…」 


ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 


Sy AE 出力 する 式 ま た は 文字 列 
?# また は P. 北 


解 ЁЛ x1i,x2,… で 指定 し た 式 ま た は 文字 列 を ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル へ 出力 し て 記録 し ます 。 こ 
の ステ ー ト メン ト を 実行 する た め に は 、OPEN(OPEN 文 参照 ) で すでに ファ イル を 開い て お か ね ば な り 
ませ ん 。 な お 、 一 連 の 処理 が 終了 し た ら 必 ず CLOSE(CLOSE 文 参照 ) し て くだ さい 。 

PRINT# 0 は 、CSIZE (CSIZE 文 参照 ) と 対 に し て 使い 、 式 の 値 、 文字 列 、 変数 ・ 定 数 の 値 に 加え て コ 
ント ロー ルコ ー ド (00 一 1F に 対応 する ) も 画面 に 表示 する こと が で きま す 。 
な お 、PRINT 半 0 は 、OPEN し な いで も 使え ます 。 
OPEN 文 参照 
# > и Jb 
プロ グラ ム FRINTHI, As Б, C 


RINT ХЕ" Хх" 


デー タ を シー ケン シャ ルフ ァイル に 記録 し ます 。 
WRITE 斗 フ ァイル 番号 [,x」 ,x2 ,…"」 
[# в Ж] 


ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 
хеее есен 出力 する 式 ま た は 文字 列 
Я WR. # 
ファ イル 番号 で 指定 し た シー ケン シャ ルフ ァイル に 、xu,xz,… で 指定 し た 式 ま た は 文字 列 を 記録 し 
ます 。WRITE 韻 は PRINT 韻 と 異な り 、 デ ー タ の 区 切り に カン マ (,) を 入れ 、 文 字 列 デー タ の と き は 
ダ プ ブル コート (") を つけ て 、 詰 め て 出力 する の で 。 フ ァイル の 使用 領域 の 節約 に な り ま す 。 


FRITE#1 А, B, Ë 
WRITE#Q, X: "М" 


2.3.6 INPUT # 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 変数 に 読み 込み ます 。 


| INPUT 拉 ファ イル 番号 ,xi[,xz,…] | 
ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 
2 入力 し た デー タ を 入れ る 変数 
вт) 1# 
ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル か ら シ ー ケ ン シ ャ ル (記録 され て いる 順 ) に 読み 込ん で 変数 x: , 


xs … 人 へ 入れ ます 。 こ の ステ ー ト メン ト を 実行 する た め に は OPEN(OPEN 文 参照 ) で 、 す で に ファ イル を 
開い て お く 必 要 が あり ます 。 な お 、 一 連 の 処理 が 終了 し た ら 必 ず CLOSE(CLOSE 文 参照 ) し て くだ さき 


い 。 


=, ІМРОТ# 1, A, Б, С 


© 


2.3.7 LINPUT# ° LINE INPUT # 


機 能 
ж я) 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 1 行 分 (255 文 字 ま で ) の デー タ を 読み 込み ます 。 


LINPUT 韻 ファ イル 番号 文字 変数 
LINE ІҸРОТ# 774 м, 文字 変数 


ファ イル 番号 …0PEN で 指定 し た ファ イル 番号 
文字 変数 ……… 入力 し た デー タ を 入れ る 文字 型 変数 
LL# LINEL # 


| 


ファ イル 番号 で 指定 し た シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 255 文 字 ま で の デー タ を 読み 込ん で 文字 変数 に 


ー | 


入れ ます 。 
サン プル 
プロ グラ LINPLIT8 і, АФ 
LINE INPFLIT# 1, АФ 
2.3.8 DEVI$ 
機 能 指定 され た 入力 デバ イス か ら 1 レコ ー ド の デー タ を 読み 込み ます 。 
| DEVI$ "ファ イル ディ スク リプ タ :" , レ コー ド 番 号 、 文字 変 数 , 文字 変数 
ファ イル ディ イス グリ プ タ :CASE カセ モット テ デ テープ 
(入力 デバ イス 名 ) MEM: グラ フィ ッ ク メ モリ ー 
EMM 0 : 外部 メモ リー0 
) ) 
EMM 9: 外部 メモ リー 9 
レコ ー ド 番号 ‥………………… 各 入 力 デ バイ ス の 先頭 か ら の レコ ー ド 番号 
1 レコー ドー テ 256 バ イト 
[# # 形 | な し 
解 ЕД ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た 入力 デバ イス 内 の レコ ー ド 番号 で 指定 し た レコ ー ド か ら 、256 バ イ 
ト 分 の 文字 列 デ ー タ を 読み 込み 128 バ イト ずつ 2 つの 文字 変数 に 入れ ます 。 
サ ン フル Я А " . п ЗЕ 4 
プロ グラ ム OEVIB"EMMG: ", 1, АФ, B% 


2.3.9 DEVO$ 


ke BË 1 レコ ー ド 分 の 文字 列 デ ー タ を 指定 され た 出力 デバ イス に 記録 し まず 。 
| DEVO$ "ファ イル ディ スク リプ タ :", レコード 番 号 , 文字 式 , 文字 式 


ファ イル ディ イス クリ プ タ …CAS: カセ ッ ト テ ー プ 
MEM: グラ フィ ッ ク メ モリ ー 
EMM0: 外部 メモ リー0 
) ) 
EMM 9 : 外 部 メモ リー9 


コー ド 番 号 """… ペ ーー デー タ を 記録 する レコ ー ド の 番号 。 

省 № JE DEVO. 

解 説 ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た 出力 デバ イス 内 の 、 レ コー ド 番 号 で 指定 し た レコ ー ド に 、 文 字 式 
の 文字 列 デ ー タ を 256 文 字 分 記録 し ます 。 こ の と き 1 つの 文字 式 に は 128 バ イト の 文字 が 入っ て いる 必要 
が あり ます 。 

サン プル | | 

プロ グラ ム DEUI*$"EHM8:" , 1, АФ, ВЖ 

2.3.10 INIT 


外部 デバ イス の 初期 化 を 行い ます 。 
| INITI" フ ァイル ディ スク リプ タ “" | 


ファ イル ディ スク リプ タ … 外 部 デバ イス を 指定 する (ファ イル ディ スク リプ タ 参 照 ) 。 
省 m J # Lo 
指定 し た 外部 デバ イス の 初期 化 (イニ シャ ライ ズ ) を 行い ます 。 
ファ イル ディ スク リプ タ 処理 内 容 
СКТ: COLOR7.0 : CGEN :CFLASH : CREV : CSIZE 
SCR : | : PALET : PRW : WINDOW : CONSOLE : SCREEN 0,0,0 


| Bad file mode エ ラー が 出 ま す 。 
CAS : カモ セッ ト の 巻き 戻し と 先頭 か ら の 消去 を し ます 。 
EMMO : 
) フォ ー マ ッ ト の 管理 テー ブル を 初期 化し ます 。 
EMM9 : 
МЕМ: 
"ファ イル ディ スク リプ タ " を 省略 する と 、 ス クリ ー ン (CRT:,SCR:) の 初期 化 が 行わ れ ま す 。 
サン プル 
プロ グラ ム ІІТ "СЕТЕ " 
аге vou sure ? ќу ог пў 
ОК 


ダイ レク トモ ー ド で INIT を 実行 する と 、「Are you sure? (YorN)」 と 表示 され ます の で 、 実 行 す る と き 
は [Y] キ ー を 押し 、 実 行 を 中 止 す る と き は それ 以外 の キー を 押し て くだ さい 。 


プロ グラ ム 中 で INIT を 実行 し て も 「Are you sure? (YorN)」 と 聞い て 来 な いで 、 直接 実行 し て し まい 
ます の で 注意 し て くだ さい 。 


Шш 2.4 エラ ー 処 理 ス テー トメ ント АШ 


2.4.1 ON ERROR GOTO 


エラ ー が 発生 し た と き 指 定 行 番号 か ら の エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 制御 を 移し ます 。 
書 式 


£ а, 


= 
ON ERROR сото | | 
6 の レジー 


行 Ж 号 … エ ラー が 発生 し た と き 実 行き させ る エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 開始 行 番号 c 
"ラベ ル 名 "の ク ラベ ル 名 。 


аһ J 0. ERR. G. 
解 説 この ステ ー ト メン ト を 前 も っ て 実行 し て いる と 、 エ ラー が 発生 し た と き に 、 行 番号 で 指定 し た 行か ら 
の エラ ー 処 理 ル ー チ ン (ユー ザー が 設定 ) へ 制御 を 移し 、 処 理 ル ー チ ン の 出口 の RESUME(RESUME 
文 参 照 ) まで の 実行 を 行い ます 。 
これ に よっ て 、 ほ と ん どの エラ ー に 対し 、BASIC レ ベル で 対策 可能 に を な り ま す 。 な お 、ON ER- 
ROR СОТО 0 と する と 、 こ の ステ ー ト メン ト が 止ま り 、 通 常 の エラ ー が 発生 し ます 。 エ ラー 処理 ルー 
チン の 中 で エラ ー が 起き た 場合 は 、 エ ラー を 出力 し て コマ ンド 待ち に も どり ます 。 
また エラ ー 処 理 ル ー チ ン を 実行 中 、 プ ログ ラム の 最後 に 達し た 場合 は 、NO RESUME エ ラー が 発生 
し ます 。END 文 で 終っ た 場合 は 、 エ ラー が 発生 し な いで 、 コ マン ド 待 ち に も どり ます 。 
普通 この ステ ー ト メン ト は 、 プ ログ ラム の 先頭 で 実行 し て お きま す 。 


サン プル FEF 
AAS 18 ОЧ ERROR БОТО 1Ёй@йй 
28 ІМРИТ'"А, B=", Ê, Е 
зӣ PRINTA E 
ай GOTO 29 
1388 IF ЕВЕ<>11 THEN ON ERROR БОТО ñ 
ія 


14 FR1NT "テイ サン テキ テキ マセ ンー 11 "рСНЕФ (75 
1920 RESUME NEXT 


を 押す 。 


2.4.2 RESUME 


エラ ー ル ー チ ン 終 了 後 、 プ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます 。 


RESUME 行 番号 
"ラベ ル 名 " 
NEXT 


行 番号 、 ラ ベル 名 "… エ ラー 処理 ルー チン 終了 後 復帰 する 行 番号 ・ ラ ベル 
省 TE RESU. 
ON ERROR GOTO で 飛び 込ん だ エラ ー 処 理 ル ー チ ン か ら 戻 る 場合 は 、 必ず RESUME に よら な けれ ば 
- な り ま せん 。 
RESUME の みな ら ば 、 エ ラー の 発生 し た 命令 か ら 、 
RESUME NEXT な ら ば 、 エ ラー の 発生 し た 次 の 命令 か ら 、 
E با‎ な ら ば 、 そ の 行 番号 また は ラベ ル か ら 、 
ク "ラベ ル 名 " 
実行 を 再開 し ます 。 
も し 、RESUME で は な を なく 、GOTO を ど で 、 も と の プロ グラ ム に 実行 を 移し た 場合 は 、 2 回目 の エラ 
ー が 発生 し た と き に 、 エ ラー 処理 が で き な く な り ま す 。 


プロ グラ ム RESUME "モト Ь-# р" 


2.4.3 ERROR 


ж 式 | ERROR エラ ー コ ー ド Е 


エラ ー コ ー ド …BASIC で 定義 S8 れ て いる エラ ー コ ー ド 
解 エラ ー コ ー ド で 指定 し た エラ ー が 発生 し 、 ERR 関 数 (ERR 参 照 ) に は エラ ー コ ー ド が 、ERL 変 数 (ERL 
参照 ) に は その ステ ー ト メン ト の 行 番号 が 入り ます 。 こ れ に よっ て 、 エ ラー 処理 ルー チン が 正常 に 作動 す 
る か 確 め る こと が 可能 で す 。 エラ ー 処 理 ル ー チ ン の デバ ッ グ が 終了 し た ら 、 プ ログ ラム 中 より 取り の ぞ 
いて 下さ い 。 


エラ ー を 故意 に 発生 させ ます 。 
Ш. ж] 


EFFRÜF 3 

RETURN without GOSUE 
ок. 

ERROR 15 

String toc longa 

ак, 


m 2.5 画面 制御 ステ ー ト ント に 


2.5.1 WIDTH 
画面 サイ ズ を 設定 し ます 。 
| WIDTH 一 行 当 た り の カラ ム 数 


一 行 当 た り の カラ ム 数 …40、80 

(電源 投入 時 は 40 カ ラム 25 ラ イン に 設定 され ます 。) 
WI. 
画面 の サイ ズ を 設定 する と き に 使い ます 。 
一 行 当たり の カラ ム 数 を 40 に 指定 する と 、 画 面 の サイ ズ は 40 カ ラム 25 ラ イン に 設定 され 、80 に 指定 する 
と 、80 カ ラム 25 ラ イン に 設定 され ます 。 
この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、WINDOW (WINDOW 文 参照 ) CONSOLE (CONSOLE 文 参照 ) を 
解除 し 、CLS4(CLS 文 参照 ) と 同じ 処理 を し ます 。 
な お 、 一行 当たり の カラ ム 数 に 0 一 39 を 指定 する と 、40 の と き と 同 じ 画 面 サ イズ に 、41 一 255 を 指定 する 
と 、80 の と き と 同 じ サ イズ に 設定 され ます 。 


WIDTH ай 
WIDTH ёй 


2.5.2 SCREEN・GRAPH 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 使用 モー ド を 設定 し ます 。 


| 5CREEN[[ 出 カペー ジ ][ [入力 ペー ジ 】[. グラ フィ ッ ク モ ー F]]] 


BES Ea 0,1 (0 の と き ペ ー ジ 0 、1 の と き ペ ー ジ 1 を 指定 し ます 。) 
入力 ペー ене 0,1 ( M 
ダラ フィ ッ ク モ ー ド c:0 . 1. 2. 3 

SC. 

GR. 


SCREEN と GRAPH は 同じ 命令 で 、 出力 ・ 入 力 の ペー ジ 指 定 と グラ フィ ッ ク モ ー ド を 指定 し ます 。 
出力 ・ 入 力 の ペー ジ と は WIDTH40 の 時 の み 有 効 で 、2 ペー ジ の うち 、 ど ちら を 表示 し て どちら に 書 
むか 指定 する も の で す 。 書き 込む ペー ジ と いう の は 、 画 面 制 御 命令 や PRINT、INPUT 命令 等 が 実行 
れる ペー ジ で あり 、 出 力 ペ ー ジ と は 、 実 際 画 面 に 出さ れ て いる ペー ジ の こと を いい ます 。 

また 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド と は G1、G2、G3 の 3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 の 使用 キー ド で 、 こ の 命令 実行 
以後 の グラ フィ ッ ク 命 令 は 次 に 示す 画面 に 対し て の み 有 効 と な り ま す 。 

ゲラ ブ ォ ィ ッ クモ ー ド 0 本 定 の 7 パ レッ ト 番 号 で ドッ ト を セッ ト *・ リ セッ トド ト でき ます 。 


пж 
ох (4 


2 1… グ ラフ ィ ッ ク 1 の み ド ッ ト を セッ ト ・ リ セッ ト で きま す 。 
内 2 … グ ラフ ィ ッ ク 2 の み ド ッ ト を セッ ト ・ リ セッ ト で きま す 。 
А 3… グ ラフ ィ イッ ク 3 の み ド ッ ト を セッ ト * リ セッ ト で きま す 。 


この 命令 は PALET お よび PRW も 制御 し て お り 、 すべ て の パラ メー ター を 省略 し た 場合 は 、 グ ラフ ィ ッ 
ク が 見 えな く な り (LIST 時 も 同じ ) 、 パ ラメ ー タ ー を 指定 し た 時 に は 、 省 略し た 場合 や LIST 等 で 見 えな 
く を な る 前 の PALET、PRW に も ど し ま す 。 カ ー ソ ル が 見 え を なくなっ て こま っ た 時 は 、 + (0) 
を 押し て 下さ い 。 


SCREEN O, 8, @ 
SCREEN й, 1, 8 
SCREEN 8, 1, 1 


2.5.3 CONSOLE 


[= ЖЕШ 1 
E 式 | 


画面 内 で の 文字 の 表示 エリ ア を 設定 し ます 。 


CONSOLE Ys, YA[,X。, X 


Y。…… 垂 直方 向 の 表示 開始 カラ ム 0 ~24 
Y …… 垂 直方 向 の 表示 カラ ム 数 1 ~25 (正確 に は 1 一 25-Y。) 
X。…… 水 平方 向 の 表示 開始 カラ ム 
WIDTH40 の と き 0 ~39 
WIDTH80 の と き 0 —79 
ХХ, 水平 方 向 の 表示 カラ ム 数 
WIDTH40 の と き 1 ~40 (正確 に は 1 一 40-X。) 
WIDTH80 の と き 1 ~80 (正確 に は 1 一 80-X。) 
CONS. 


テキ スト 画面 に 対し て 、 文 字 の 表示 エリ ア を 設定 し ます 。 

この ステ ー ト メン ト の 実行 後 は 、 指 定 し た 長方形 の エリ ア 内 だ け に 文字 を 表示 する こと が で き 、 画 面 の 
クリ ア や スク ロー ル も この エリ ア 内 で 行わ れ ま す 。 設定 後 カ ー ソ ル は (X。、Y。) の 位置 へ 移動 し ます 。 
CONSOLE の 後 を 省略 する と 、 最 大 文字 数 表示 する 画面 に 戻り ます 。 


а Тет 

29 СЕБ 

24 CONSOLE Я, ій, й, 4а 
34 FUR х=1 TO SAA 
4G PRINT х; 

5 


я МЕХТ 

й СОЧБО E й, 25, й, Zü 
Za ҒОР х=1 TG 588 

ай PEIHT > 

TE МЕХТ 


この プロ グラ ム を 実行 すれ ば CONSOLE 
の 設定 の 違い が 分 か り ま す 。 


2.5.4 LOCATE・CURSOR 


カー ソル を 指定 位置 へ 移動 し ます 。 


| LOCATE х,у 


| CURSOR х,у 


Ху учете CONSOLE 命令 で 指定 され た 表示 エリ ア 内 の 値 。 
gets 水平 方 向 の 表示 カラ ム WIDTH40 の と き 0-39 
WIDTH80 の と き 0 一 79 

y…… 垂 直方 向 の 表示 カラ ム WIDTH に 関係 なく 0—24 
LOC. 
CU. 
LOCATE と CURSOR は 同じ 命令 で 、 テ キス ト 画 面 の カー ソル 位置 を 指定 し ます 。 範囲 は CONSOLE 
で 指定 され た 表示 エリ ア 内 で 、 そ れ を 外れ た 場合 は エラ ー に な り ま す 。 


LIST WIDTH40 
19 FOR I=0 TO 3° кр 40 (39.0) 
20 FOR J=ü ТО 24 
За LOCATE I, IPRINT NS 
40 NEXT 
5@ NEXT 
Ок. э 
(0.24) (39.24) 
WIDTH80 
(0.0) — (79.0) 
257 
{б.э (79.24) 


2.5.5 COLOR 


機 能 画面 の 色 を 設定 し ます 。 
Ж =] | couroR([#më] [. HR] 
表示 色 … 文 字 の 表示 色 を 下 の よ うな 数 字 で 指定 し ます 。 
9 s 
1 青 
2 ж 
з マダ 
4 Ë 
Б ЗУТ 
6 ж 
7 = 
これ を カラ ー コ ー ド と いい 、 省 略す る と 表示 色 は 変化 し ませ ん 。 
背景 色 … 表 示 色 と 同様 に カラ ー コ ー ド で 指定 し 、 省 略す る と 背景 色 は 変化 し ませ ん 。 
а # т] сог. 
Га 説 文字 の 色 と 背 景 の 色 を 指定 する 命令 で す 。 
電源 投入 時 は 、 自 動 的 に COLOR 7. 0 に セッ ト さ れ て いま す 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に お いて 、 パ レッ ト 
コー ド (PALET 文 参照 ) を 省略 する と 、COLOR 文 の 表示 色 の コー ド の 値 が 、 パ レッ トコ ー ド の 値 と し 
て 使用 きれ ます 。 
な お 、 表 示 色 と 背景 色 は CTRL キー と 数 字 の キー を 同時 に 押し て も 設定 する こと が で きま す 。(「 コ ント 
ロー ルコ ー ド 」 参 照 ) 。 
サン フル 
プロ グラ ム COLOR 2 
COLOR る 
COLOR 3, @ 
COLOR 4, 
2.5.6 CREV 
文字 の 表示 モー ド の 切り 換え を し ます 。 
[書式 ] | CREV [文字 表示 モー ド ] 
文字 表示 モー ド … 0 , 1 
省略 及び 0 の と き ノー マル モー ド ( 標 準 モ ー ド ) 
1 の と き リバ ー ス モー ド ( 反 転 モ ー ド ) 
ж № 形 | CR. 
Ж ЕЛ 文字 の 表示 モー ド を 反転 モー ド に し た り 標 準 モ ー ド に し た りす る た め の ス テー トメ ント で す 。 
この ステ ー ト メン ト の 実行 以降 、 文字 は 指定 され た 表示 モー ド で 画面 に 表示 され ます 。 
ナー ダー Е А,В, @, = 1, 2, @,°=, — СРО) 
反転 モー ド Е. E Е …, В.В, В, <, 0 
ジジ テル 
プロ グラ ム CFLASH 参照 。 


2.5.7 CFLASH 


й 
BL 


省 № 形 
解 説 


文字 の 表示 モー ド の 切り 換え を し ます 。 


| CFLASH [文字 表示 モー ド ] 


文字 表示 モー ド … 0 , 1 
省略 及び 0 の と き ノー マル モー ド (標準 モー ド ) 


СЕ. 


文字 の 表示 モー ド を フラ ッ シ ン グモ ー ド に し た り 、 ノ ー マ ル モー ド に し た りす る た め の ス テー トメ ント 


で す 。 


この ステ ー ト メン ト の 実行 以降 、 文字 は 指定 され た 表示 モー ド で 画面 に 表示 され ます 。 ノ ー マ ル モー ド 
は CREV (CREV 文 参照 ) の と 同様 で す 。 フ ラッ シン グモ ー ド と は 、CREV の ノー マル モー ド と 反転 モー 
ド と を 交互 に 繰 返 す モー ド で す 。 こ の と き 、 切 り 変わ り の 周期 は 、 画 面 上 の カー ソル の 点滅 の 周期 と 同 


1 の と き フラ ッ シ ン グモ ー ド (点滅 モー ド ) 


じ に を な り ま す 。 


LFRASH 1 
ок “4 
画面 上 で は 点 減 し て いま す 。 
CFRASH 8 = 
Ok 


REM SAMPLE РЕОБЕАМІ 

INITIMIDTH 38 

LOCATE 5,5 

CREU G:CFLASH 9 

PRINT "NORMAL LHARAL TER"; 
LOCATE 5,7 

LREV 1:CFLASH ü 

PRINT"REVERSE СНАКАС TER " ; 
ОСАТЕ 5, °”? 


188 CREM И: БЕ АБН 1 
118 PRINT"FLASH CHARA TER " ; 
128 LOCATE S, 11 


@ СКЕУ 1: ヒビ FL 本 SH i 


148 PRINT"REVERSE # FLASH CHARACTER"; 
158 CREV:CFLASH 
1 る 9 END 


機 к] 文字 の 表示 モー ド の 切り 換え を し ます 。 
E 式 | | CGEN [文字 表示 モー ド ] а 


文字 表示 モー ド …0 , 1 
省略 及び 0 の と き ノー マル モー ド (ROMCG モー ド ) 
1 の と き ユー ザー 文字 モー ド (RAMCG モ ー ド ) 


сс. 


Ж = 文字 の 表示 モー ド を ROMCG(ROM キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ) モ ー ド に し た り 、RAMCG (RAM キ ャ ラク 
クダ ュ ネ レー タ ) モ ー ド に し た りす ため ぬ の ステ ー ト メン トド ト で す 。 
RAMCG モード に する と 、 そ れ 以 後 表 示さ れる 文字 は すべ て 、 ユ ー ザ ー 定 義 の キャ ラク タ と な り ま す 。 
BASIC 起 動 時 は 何 も 定義 8 れ て いな い の で 、DEFCHRS 命令 で 定義 し て か ら 使用 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム CGEN 1 
CGEN ü 


2.5.9 CSIZE 


機 能 文字 の 大 き さ を 変え ます 。 
[аж] | csIZE [n] 


1 0 Я 1 ы 2 я 3 
省略 及び 0 ノー マル 文字 
1 垂直 2 倍 文字 
2 水平 2 倍 文 字 
3 垂直 2 倍 ・ 水 平 2 倍 文字 


省 略 形 CS. 
解 説 PRINT # 0 命令 で 表示 する 文字 の 大 き さ を 指定 し ます 。 ノ ー マ ル 以外 を 指定 し た 場合 、PRINT 半 0 命 
令 を 実行 する 時 、 次 の 注意 が 必要 で す 。 
垂直 2 倍 文字 … そ の 二 行 中 に 、 ノ ー マ ル 及び 水平 2 倍 文字 が あっ て は な り ま せん 。 
水平 2 倍 文字 … 必 ず 偶 数 の X 座 標 か ら 出 力 す る こと 。 一 行 中 に ノー マル 文字 が あっ て も か まい ませ ん 。 
垂直 2 倍 ・ 水 平 2 倍 文字 … そ の 二 行 中 に ノー マル 及び 水平 2 倍 文 字 が あっ て は な り ま せん 。 垂直 2 倍 文 
字 は あっ て も か まい ませ ん 。 ま た 、 必 ず 偶 数 の X 座 標 か ら 出力 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム 188 AF="ABCOEFG":CLS 

119 CSIZE @ 

120 LOCATE B, B:PRIHTRB АФ 
1208 CSiZE 1 

і4ӣ LOCATE ü, 1:RRIHNT88 АФ 
150 CSIZE 2 

160 _ОСАТЕ A, З:РЕІМТЊЯ АФ 
178 CSIZE 3 

188 LOCATE Йй,4:РЕ1МТ#@ АФ 
179 CSIZE 8 

200 ЕМС 


2.5.10 DEF CHR$ 


ユー ザー 定義 の キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ に キャ ラク タバ パタ ー ン を 定義 し ます 。 


| DEF CHR$(n) ニ 文字 式 


пө 0—25 キャ ラク タコ ー ド 。 
文字 式 …24 文 字 の パタ ー ン デー タ 。 
DEFCHR. 


ユー ザー が 定義 で きる キャ ラク タ は 、 通 常 の キャ ラク タ ( 文 字 ) と 同様 に 横 方 向 に 8 ドッ ト 、 縦 方 向 に 8 
ドッ ト の 長 さ を も つ タ イル 型 の ドッ ト パ タ ー ン で す 。 こ の キャ ラク タ を 定義 むす る た め に は 、8X3 三 24 
文字 の 文字 列 が 必要 で 、 1 文字 で 横 8 ドッ ト 、 縦 ] ドッ ト の パタ ー ン を 指定 し 、8 文字 で 縦横 8 ドット 
の 長き さ の キャ ラク タ を 指定 し ます 。 す な わ ち 、1 文字 に 対応 する キャ ラク タコ ー ド の ビッ ト パ タ ー ン が 、 
横 8 ドッ ト の ドッ ト パ タ ー ン を 表し ます 。 

文字 列 の 最初 の 8 文字 は 青 、 次 の 8 文字 は 赤 、 最 後 の 8 文字 は 縁 の キャ ラク タバ パ ター ン を 示し ます 。 
ユー ザー の 定義 で きる キャ ラク タ の 数 は 256 個 まで で 、 キ ャ ラク タコ ー ド n に 対応 し て いま す 。 表 示す る 
に は 、 前 も っ て CGEN 1 (CGEN 文 参照 ) を 実行 し 、PRINT 文 を 使い ます 。 

キャ ラク タ と し て 斜線 を 定義 し て 、 8 つの カラ ー で 表示 し て み ま し ょ う 。 


HEXCHRS ("01 02 04 08 10 20 40 80") 2) の パタ ー ン は 下 の 様 に な り ま す 。 
Ey Блян у 
01= (00000001), СЕТТЕ: 


02= (00000010), 
04 = (00000100), 
08= (00001000). ПО 00 
10= (00010000), 
20= (00100000), 
40= (01000000), 
80= (10000000). ETTITTITIT] 


10 SCREEN ё, B, B:C5EN 1 

20 АФ=НЕХСНЕФ "01020405 102040860" > 
30 М=НЕХСНЕФ て ロロ ロロ ロロ ロロ AAD 
38 * 

50 ^ アオ アカ ミト “リリ 

る 9 * | | | 

&? DEF CHR#* (10) =N$INB+NS 

70 DEF CHR*(11)1=ñ$+N$ +N 

50 DEF СНЕФ 12) =М®+АФ+ЧФ 

?@ DEF СНЕФ 13) =АФ+АФ+ЧЕ 

95 ОЕР СНЕФ 14) =МФ+МФ+АФ 

?& DEF СНЕФ 15? =АФ+МФ+АФ 

$7 DEF CHR 生 て 1 る 8) =МФ+АФ+АФ 

ァ DEF СНЕФ 17) =з +++ 

11 * 

138 FOR 1=1й ТО 17 

148 PRINT#B, СНЕФ І? ; 

150 МЕХТ 

200 CGEN #:ЕМО 


HEXCHR $ ( "0000000000000000") は 、 全 部 ドッ ト が 消え て いる 状態 で 、 下 の 様 に を なり ます 。 


(1) ) の パタ ー ン を A$B 、(2 ) の パタ ー ン を N$ と し て 、 こ れ ら を 組み 合せ て CHR$ (10) 一 CHR$ (17) 
の 8 色 の 斜線 パタ ー ン を 定義 し ます 。 
た と えば 、CHR$S (15) は A$B 十 N$ 十 A$ と し て 


10 一 17 は コン トロ ー ル コー ド な の で 、PRINT 持 0 を 使っ て 表示 し ます 。 


2.5.11 WINDOW 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 エリ ア を 設定 し ます 。 
| wiNpow 一葉 。 A e 4] 


X。.Y…… 始 点 座標 
X。… 水 平 座 標 WIDTH40 の と き 0~319 
WIDTH80@ Е š 0 —639 
Y。… 垂 直 座 標 0—199 
Key **** 終点 座標 。 
X。… 文 。 に 同じ 
Ya YE ka In] Ë 
Хр, үүн 始点 の 論理 座標 。-1.7014118E 十 38 一 1.7014118E 十 38。 
Хо ане 終点 の 論理 座標 。-1.7014118E --38—1.7014118Е 十 38。 
WIN. 


用 語 の 説明 

(グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 ) 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 分 解 能 は 、WIDTH40 の と き 320X200、WIDTH80 の と き 640X200 で 、 各 ドッ ト の 
位置 は 下 の 図 の よう な 座標 を 使っ て 表し ます 。 


WIDTH40 の と き WIDTH80 の と き 


x 
П 
[| 
1 
1 
I 
1 
Д 


(絶対 座標 系 と 論理 座標 系 ) 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 に は 、 絶 対 座標 系 と 論理 座標 系 の 2 種類 が あり 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 対し て 

の み 意 味 を も ち ま す 。 

O 絶 対 座標 系 
上 の 〈《 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 座標 系 ) で 説明 し た 座標 に 一 致す る も の で 、 画 面 上 の 1 ドッ ト が 座標 単位 の 
1 に 対応 し ます 。WIDTH40 と WIDTH80 と で は 水平 方 向 (X 軸 方 向 ) の 大 き さ が 、0 一 319、 0 一 639 
と 異な り ま す 。 

O 論 理 座標 系 
WINDOW 命令 に よっ て ユー ザー が 指定 し た 座標 系 で 、 画 面 の 垂直 方 向 ・ 水 平方 向 と も -1.7014118E 
十 38 一 1.7014118E 十 38 ま で の 単 精度 の 範囲 で 指定 で きま す 。 後 に 詳 述 する PSET、PRESET、LINE、 
CIRCLE、POLY、PAINT の グラ フィ ックス テー トメ ント 、 お よび POINT 関数 は この 論理 座標 系 に 
対し て 機能 し ます 。 


下 の 図 は 、 こ の 座標 系 と 絶対 座標 系 の 概念 図 で す 。 
論理 座標 系 絶対 座標 系 
( - 1.7014118E +38, -1.7014118Е +38) 


(0.0) 


(639,199) 
• (0.0) ある い は (319,199) 


(1. ОЗЕН, Т EE 


жж FH & RR U Ç < Ê ë o 


解 説 ユー ザー は WINDOW 命令 を 使う こと に よっ て 、 広 大 な 論理 座標 平面 の 中 か ら 任 意 の 領域 を 指定 し て 、 
画面 (絶対 座標 平面 ) 上 の 任意 の 領域 に それ を 表示 させ る こと が で きま す 。 た と えば 、 論 理 座標 系 の (xi, 
у) か ら (x。,y2) を 対角線 と する 長方形 の 領域 を 、 画面 上 の (x。.y。) か ら (x。.y。) を 対角線 と する 長方形 の 
領域 に 表示 させ る に は 、 
WINDOW (xs, ys) - (хе, уе), (х1, yi) (x2, y:) と 指定 し ます 。 
下 に その 概念 図 を 示し ます 。 


論理 座標 系 絶対 座標 系 


この よう に 、 論 理 座標 系 ( 単 精度 ) の 範囲 内 な ら ば 、 マ クロ ・ ミ クロ の どん な 領域 で も 、 画 面 に 表示 する 
こと が で きま ます 。 
論理 座標 の 指定 を 省略 する と 、 絶 対 座標 系 の サイ ズ と 同じ 領域 が 自動 的 に 指定 され ます 。 


論理 座標 系 絶対 座標 系 


0 "一 720" ま で の サイ ンカ ー プ ブ を 描い て み ま す 。 論理 座標 で 水平 方 向 に 0 一 720、 垂 直方 向 に - 1 一 1 
の 梓 を 設定 し 、 絶 対 座標 の (50. 20) 2 (400, 120) を 対角線 と する 長方形 の 領域 に 、 そ の 後 (400,50) と 
(600, 90) を 対角線 と する 長方形 の 領域 に サイ ンカ ー ブ を 描き ます 。 


論理 座標 系 絶対 座標 系 


10 5СКЕЕМӨ, ü, iMIDTH SB 

2@ ЫЕМООЫ<5Йй,2@0›-‹с‹4@й, 12821, ‹1@,-1›-‹‹У7гпй, 1› 
Зӣ S=2:GOSUE 1Bü 

40 МЕМООИ 400,50) – 1500,70, CO, ~12 ~ EFER, 17 
=й S=4:GOSUB 1йа 

50 LOCATE 0, 20:ЕМО 

188 FOR х=й TH 728 STEP S 

110 Y=SINCRAD (2 2 

1290 PSET Q Y 

138 NEXT 

148 RETERN 


画面 を クッ リア し ます 。 
CLSn 
CLS 


ж B J GD. 
解 説 画面 表示 を 消し て 、 背 景色 の み の 画 面 に し ます 。 
n の 値 に よっ そ 、 グ ラフ ブフ ィ タ み 1、 グ ラフ ィ ッ ク 2 、 グ ラフ ィ ッ グ 3 の それ ぞ れ を アデ クキ セス し ます 。 
n の 値 
0 グラ フィ ッ ク 1、 グ ラフ ィ ッ ク 2、 グ ラフ ィ ッ ク 3 を 同時 に クリ ア し ます 。 
1 グラ フィ イッ ク 1 を グリ ア し ます 。 
2 グラ フォ タグ みみ 2 や グリ ア し ます 。 
8 グラ ブフ イッ グ 3 を グリ アデ し ます 。 
4 グラ フィ ッ ク 1、 グ ラフ ィ ッ ク 2、 グ ラフ ィ ッ ク 3 と テキ スト (文字 ) を 同時 に クリ ア し ます 。 
省略 テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。CONSOLE (CONSOLE 文 参照 ) で 画面 が 指定 され て いる と き 
に は 、 指 定 さ れ た 範囲 の テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア す る 場合 、WINDOW (WINDOW 文 参 照 ) で 画面 が 指定 され て いる と き に は 、 
指定 され た 絶対 座標 (WINDOW 文 参照 ) の 範囲 の 画面 を クリ ア し ます 。 


サッ テル CLS 画面 だ 上 隅 に 表示 
2077 А Dk. Ми =: 
CLS а 
Dk. 
CLS 4 
С. = ⁄ 


2.5.13 PALET 


[#_ &) 
ж 式 | 


パレ ッ ト の カラ ー を 設定 し ます 。 


| PALET [パレ ッ ト コ ー ド , カ ラー コー ド |! 


パレ ッ ト コ ー ド …0 一 7 
カラ ー コ ー ド ……0 一 7 (COLOR 文 参照) 


パレ ッ ト コ ー ド で 指定 され る パレ ッ ト に 、 カ ラー コー ド で 指定 され る カラ ー を 設定 し ます 。 

SHARP HuBASIC は 、0 一 7 の パレ ッ ト コ ー ド で 表 さ れる 8 つの パレ ッ ト を も っ て いる の で 、 ユ ー ザ 
ー は この パレ ッ ト に 任意 の カラ ー コ ー ド を 設定 し て 、 カ ラー を ダイ ナミ ッ ク に 使用 する こと が で きま す 。 
下 の 図 は 、 パ レッ ト の 概念 を 表す も の で 、 パ レッ トコ ー ド と カラ ー コ ー ド の 間 は ゴム ひも で つなが っ て 
いて 、 パ レッ トコ ー ド 側 は 固定 され 、 カ ラー コー ド 側 に は フッ ク が つい て いま す 。 


パレ ッ ト コ ー ド カラ ー コ ー ド 


BASIC 起 動 時 に は 、 上 の 図 の よう に 、 パ レッ トコ ー ド 0 が カラ ー コ ー ド 0 (8), 、 パ レッ トコ ー ド 1 が カ 
ラー コー ド 1 ( 青 ) …… と いう よう に フッ ク が か か っ て いて 、 パ レッ トコ ー ド ー カ ラー コー ド と し て 使用 
する こと が で きま す 。 

また 、PALET1, 7: РАГЕТЗ, 2: PALET4, 2: PALET5, 7: PALET6, 7 と 設定 する と 、 下 の 
よう に フッ ク が か か り 、 パ レッ トコ ー ド 0 が 黒 、 パ レッ トコ ー ド 2、 3. 4 が 赤 、 パ レッ トコ ー ド 1、 5, 6, 
7 が 白 の 3 色 使用 で きる こと に な り ま す 。 


ノ パ レッ トコ ー ド み ラ ーー |Ë 


フッ ク の 入れ か え ぇ は 瞬時 に 行え を ます の で 、 プ ログ ラム 中 で パレ ッ ト 1 が 白 の と き 、 画 面 に は 白い 線 が 描 
け ま す が 、PALET1. 4 と な っ た 瞬間 、 白 い 線 を 緑色 に 切り 替え る と いう よう な 融通 性 に 豊 ん だ プロ グ 
ラム を 作る こと が 可能 で す 。 


18 
эй 
+0 
58 
15 
zü 


SLUREENG, й, B:lIIDTH 48 

LINE tO, 0> - 300, 1502 , PSET, 1 
FOR С=1 TD 7 

PALET 1,C 

FUR 1=@ ТО 2й@:МЕХТ І 
NEXT F: 6GOTO 40 


画面 を 斜め に 走る 直線 の 色 が 、 青 、 赤 、 マ ゼン タ 、 緑 、 シ アン 、 黄 色 、 白 と 変化 し ます 。 


止め る と き は [ ств. J+ (с) を 押す か 、| SHIFT | 十 lBREAk| を 押し て くだ さい 。 


線 を 消す と き は 、CLS 0 с) と 押し て くだ さい 。 


テキ スト 画面 の グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る 優先 順位 を 設定 し ます 。 


PRW [n] 


n… 0 一 255 の 整数 (省略 は 0 ) 
な し 
テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の どちら を 優先 し て 表示 する か を 設定 する ステ ー ト メン ト で す 。 n の 
値 0 一 255( 2 進 で &B00000000 一 &B11111111) の 各 ビ ッ ト が 、 左 の 桁 か ら パ レッ トコ ー ド の 7、6、5、 
4、3、2、1、0 に 対応 し て いて 、2 進 で ビッ ト 1 の と ころ が グラ フィ ッ ク の パレ ッ ト 優 先 、 ビ ッ ト 0 の 
と ころ が テキ スト 画面 優先 と な り ま す 。 
た と えば 、n が 100 の と き 2 進 表 現 で は 01100100 な の で 、 パ レッ トコ ー ド が 6、5、2 の も の の 表示 が テキ 
スト 画面 より 優先 され ます 。 パ レッ トコ ー ド の 指定 が な いう ち は 、 パ レッ トコ ー ド は カラ ー コ ー ド に 一 
致す る の で 、 テ キス ト 画 面 の キャ ラク タ ( 文 字 ) が 黄色 、 シ アン 、 赤 の 陰 に 隠れ る こと に な り ま す 。 


ビッ ト 7 8 


0 の と き テキ スト 優先 
1 の と き グラ フィ ッ ク 優 先 


SCREENB, U, IDTH 40‏ 10 
" هة ةةة خخ خ هخ ةه ةةة هه ةةة ةةة ةةة ةة ةةة ةةة ةه ةة" PRINT‏ 15 


ご 9 FOR 1=й TO 7 

З@ LINE (IWw40, B> -(IRK4QO+37, 177), PSET, 1, ВЕ 
38 NEXT 

45 FOR Т=й ТО S888:NEXT 

5@ PRH &Б11Йй1@1й1 

ca FOR T=ü TQ SUEXT 

Zü РЕМ 5610181010 

79 FOR T=ü ТО 5000: МЕХТ 

808 CLS4:END 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、 は じ め キ ャ ラク タ A が 1 行 と 、 カ ラー タイ ル が 表示 され 、 し ば らく 経つ 
と キャ ラク タ A が 黄色 、 緑 、 赤 、 黒 の 陰 に 隠れ て 見 え を な く な り 、 続 いて 、 シ アン 、 マ ゼン タ 、 青 の 陰 に 
隠れ て 見 えな く な り ま す 。 

画面 右端 の 白い タイ ル の 部 分 は キャ ラク タ A の 保護 色 と な っ て いる た め 、A は 見 えま せん 。 


2.5.15 CANVAS 


マル チ 画 面 モ ー ド 時 の 各 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 色 を 指定 し ます 。 


| CANVAS Ст; Ci; Cs 


cn… グ ラフ ィ ッ ク 1 の 画面 の カラ ー コ ー ド (COLOR 文 参照 ) 

cs… グ ラフ ィ ッ ク 2 の 画面 の カラ ー コ ー ド 

cs… グ ラフ ィ ッ ク 3 の 画面 の カラ ー コ ー ド 
CAN. | 
マル チ 画 面 モ ー ド 時 の グラ フィ ッ ク 画 面 1 2. 、3 の それ ぞ れ の 色 を 指定 し ます 。 グラフィック 画 面 が 
か さ な っ て いる 部 分 の 表示 色 は LAYER で 指定 され た 優先 順位 に より 、 画 面 1 2. 、 3 いずれ か の 人 色 と 
な り ま す 。 
PALET 命 令 や PRW 命令 と 同時 に 使わ を な いで 下さ い 。 


Cebus 1, 2, 3 
САМОА デュ ビュ 


2.5.16 LAYER 


ж)‏ ا 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を 指定 し ます 。 


LAYER t, Bı, gz, 8: 


Е, 51, EE “lI, 2, 3. 404 つの 数 が 1 対 1 に 対応 。 

t テキ スト 画面 の 優先 順位 番号 。 

gi グラ フィ ッ ク 1 の 画面 の 優先 順位 番号 。 

gz グラ フィ ッ ク 2 の 画面 の 優先 順位 番号 。 

gs グラ フィ ッ ク 3 の 画面 の 優先 順位 番号 。 
LAY. 
テキ スト 画面 (文字 ) と グラ フィ ッ ク 画 面 3 つの 表示 の 優先 順位 を 指定 し ます 。 
t、gi、gzxxgs に は それ ぞ れ 1 番 か ら 4 番 の 順位 が 入り 、 画 面 に は 順位 の 高い 画面 が 優先 的 に 表示 され ます 。 
PALET や PRW と 同時 に は 使わ な いで くだ さい 。 


Сей ー グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を クリ ア す る 。 

С, 

CANVAS 1,2,4 ー 画 面 1 の 色 を 青 、 画 面 2 の 色 を 赤 、 画 面 3 の 色 
UK を 緑 と 決め ます 。 

LAYER 13258,4 ー 画 面 の 優先 順位 を 最 優先 の テキ スト か ら 順 に グ 
Ok ラフ ィ ッ ク 画 面 1, 2, 3 の 順に 設定 し ます 。 
SCREEN й,й, 1 енен черан FE Wi 
а 2, ۴ 定 し ます 。 

к 150), PSET, ¿s BF れこ れ で 長方形 を 書き ます 。CANVAS 1 ( 青 ) の た 
Е А め に 青い 長方形 が 書か れ ます 。 

< анаа да 上 ケラ フィ ッ ク 画 面 2 を アク セ モス する モー ド に 設 
LINE (80, 402 - (220, 120), PSET, 1, ВЕ 03° 

ОК 長方形 を 書き ます 。CANVAS の 2 の た め に 赤い 
SCREEN й,й,З 。 長方形 が 書か れ ま す 。 

ОК L グ ラフ ィ ッ ク 画 面 3 を アク セス する モー ド に 設 
LINE (180,0) - (319, 1925, FSET, 1, BF q EL £ +, 

Dk. [長方形 を 書き ます 。CANVAS の 4 の た め に 緑 の 
LAYER 1,3,2,4 長方形 が 書か れ ま す 。 

Ok 画面 の 優先 順位 を 変更 し ます 。 そ の た め 今 まで 
LAER 1,4, 3,2 書 の 長方形 に か くれ て いた 赤い 長方形 が 前 に 出 
ак Е 


画面 の 優先 順位 を 変更 し ます 。 テ キス ト 、 緑 の 
長方形 、 赤 の 長方形 、 青 の 長方形 の 順に 長方形 
が か さ な り ます 。 


2.5.17 GET@ 


ВЕ 
書 式 
[ 省 略 形 | 
解 説 
サタ プル 
プロ グラ ム 


グラ フィ ッ ク 画 面 ド ッ ト デ ー タ を 読み 込み ます 。 


СЕТ @ SR PN , ノ パレ ッ ト コ ー "| 
省略 


ЖОК ドッ ト デ ー タ 読み 込 座標 。 
X, y ドッ ト デ 沈み 込み 開始 座標 | (絶対 座標 ) 


уук" ク 終了 座標 。 
配列 名 …… 数 値 型 配列 変数 。( 予 め DIM 文 で 用 意 す る 。) 
な し 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト デ ー タ を 配列 名 で 指定 され る 配列 変数 に 読み 込み ます 。 読 み 込 む 画 面 の 領 
域 は 、 開 始 座標 (x」, у) と 終了 座標 (x, у) を 対 角 と する 長方形 の 枠 内 で す 。 必要 な カラー 情報 は パレ ッ 
トコ ー ド で 指定 し ます が 、 こ の 指定 を 省略 する と テキ スト の デー タ を 指定 する こと に な り ま す 。 

読み 込む の に 必要 な 配列 の バイ ト 数 は 次 の 式 で 計算 で きま す 。 


テキ スト の 場合 (ABS(x, - xs ) 十 1) ※(ABS(y」-y。) 十 1) ж2 
グラ フィ ッ ク の 場合 INT(((ABS(xi -х) +1) *(ABS(yi - y。) 十 1) 十 7)/8) ж m 
m の 値 は パレ ッ ト コ ー ド に より 異な る …… 0 の 場合 …・m= テ 0 
1,2,4 е …m 三 1 
3,5,6 > m= 2 
£ .% т==3 


必要 を 配列 の 要素 数 は 、 必 要 な を バイト 数 を 、 次 の 数 で 割っ た も の と な り ま す 。 
整数 型 配列 の 場合 …… 2 
単 精度 eevee 5 
倍 精 度 ба > 8 
必ず 、 予 め 必要 バイ ト 数 を 計算 し て 、DIM 文 に よっ て 配列 変数 を 用 意 し て か ら 実行 する よう に し て くだ 
きい 。 
PUT @ 参 照 。 


2.5.18 PUT@ 


m |# 
Е 


# № 形 
解 説 


グラ フィ ッ ク ド ッ ト デ ー タ を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 し ます 。 


РОТ @ (xi, у.) -(x。, уз), 配列 名 (, PSET, パレ ッ ト コ ー ド 
, PRESET, パ レッ トコ ー ド 


„ЖОР. パレ ッ ト コ ー ド 
‚ ОВ, ノ パ レッ ドコ ー ド 
‚ AND, еу F = Ë 


, МОТ, パレ ッ ト コ ー ド 
省略 (テキ スト の 場合 ) 


SM 
配列 名 …… 数 値 型 配列 変数 。 
(モー ド ) PSET …… ビッ ト 1 の 点 (dot) を つけ 、 ビ ッ ト 0 の 点 を 消す 。 
PRESET… ビ ッ ト 1 の 点 を 消す 。 
XOR ……… ビッ ト 1 の 点 を 反転 する 。 
OR: ビッ ト 1 の 点 を つけ る 。 
AND се ビッ ト 0 の 点 を 消す 。 
NOT …… ビッ ト 1 の 点 を 消し て 、 ビ ピット 0 の 点 を つけ る 。 
# Us 


СЕТ @ (GET @ 文 参照 ) で 配列 変数 に 入れ られ た グラ フィ ッ ク 画 面 の ドッ ト デ ー タ を 、 画 面 の 指定 し た 
領域 に グラ フィ ッ ク と し て 表示 し ます 。 表 示 領 域 は 開始 座標 (xi.y」) と 終了 座標 (x。, у) を 対 角 と する 長 
方 形 の 枠 内 で す 。 

モー ド に つい て は 、 指 定 し た 領域 内 に 既に ある ドッ ト の カラ ー デ ー タ に つい て 、 該 当 す る 配列 変数 中 の 

ドッ ト 情 報 と 、 カ ラー ビッ ト ご と の 論理 演算 を 行い 、 そ の 結果 を 画面 に セッ ト し ます 。 テ キス ト 情 報 の 

入っ た 配列 変数 の と き に は 、 モ ー ド 以降 の 設定 は いり ませ ん 。 

СЕТ ©, PUT @ の 数 値 型 配列 変数 名 は ( ) を 省略 する こと が で き 、 そ の 場合 、 配 列 名 (0 ) と 同じ に な 

り ま す 。 配列 の 添字 を 変え る こと に よっ て 、 同 一 配列 に 2 つ 以 上 の パタ ー ン を 定義 むす る こと が で きま す 。 


CLS а 

їй ІМІТ:С 54 

га DIM а Z4) 

За FOLY:OCS, 9,9,7, 144, 0, FEB 

4 POLY XS, 5 5 4, 144, 7#,51й 

Ба БЕТӘ 0, й) - (10, 1B5, Ау 7 

cu FOR І=й TÛ 170 STEP 18 

283 PUTa CIs I - CI+10,;, I+185> AZ, PSET, 7 
gë NEXT 


2.5.19 POKE@ 


機 ВЕ VRAM 内 の 指定 され た アド レス に 1 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます 。( 光 OUT) 


[Ç [w =] | РОКЕ@ アド レス 。 デー タ [, = #, デー タダ タ …] 


アド レス …VRAM 内 の 指定 アド レス 。&H2000-&HFFFF 
デー タ ……… メ モリ ー に 書き 込む 1 バイ ト の デー タ 。 0 一 255 の 整数 
# м 形 PO. @ 


解 説 VRAM 内 の 指定 し た アド レス に 、1 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます 。 デ ー タ を ,( カ ンマ) で 区 切っ て 続 
け て 書く と 、 連 続 し た アド レス に 書き 込む こと が で きま す 。( 付 録 「 テ キス ト 画 面 と その 属性 へ の アク セス 
方 法 」 参 照 ) 


画面 の カー ソル 位置 (&H3000 番 地 ) か ら 256 個 の 文字 を 表示 し 、 そ の 属性 と し て 、 黒 、 青 、 赤 、 マ ゼン 
タ 、 緑 、 シ アン 、 黄 、 白 の 色 を 指定 する プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


プロ ダグ ラム 18 ІМІТ:НІСТН 49 
15 FOR i=g ТО 255 
zü РОКЕа &H38988080+41I, I 
259 PHEE &Н2®@@й+1, (І HDD 82 
Sa NEXT 
4@ LOCATE 8,23 


2.5.20 OPTION SCREEN 


グラ フィ ッ ク 用 メモ リー の 使用 目的 の 設定 を し ます 。 


| OPTION SCREEN n | 


n … 1 А 2 
省 略 形 OP. SC 
解 説 グラ フィ ッ ク 用 メモ リー の 使用 目的 の 設定 に 使い ます 。 
n の 値 
1. グラ フィ ッ ク 用 メモ リー を グラ フィ ッ ク 表 示 用 に 使い ます 。 
2. グラ フィ ッ ク 用 メモ リー を 外部 デバ イス 用 に 使い ます 。 
OPTION SCREEN 2 を 行っ た 後 は 、 必 ず INIT "MEM:" を 実行 し て くだ さい 。 


プロ ダラ ふ ム ПРТ1ЇПОМ SCREEN 1 
С 
ОЕТІСОМ SCREEN 2 
CE 
ІМІТ"МЕМ: " 
Аге уси sure 7 бу ог mY 
Dk. 


m グラ フィ ックス テー トメ ント gag 


2.6.1 PSET 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 (ドッ ト ) を 表示 し ます 。 (こう PRESET) 


Ky eineoeesremees ドッ ト の 表示 座標 (論理 座標 ) 
いた 水平 座標 
y で "の 垂直 座標 


パレ ッ ト コ ー ド … ド ッ ト の パレ ッ ト ( 色 を 指定 し ます ) 
省略 する と 現在 の パレ ッ ト コ ー ド (COLOR 文 参照 ) が 使わ れ ま す 。 
ж м J PS. 
解 説 グラ フィ ッ ク 画 面 の 論理 座標 (х,у) の 点 を 指定 の パレ ッ ト 番 号 で セッ ト し ます 。 マル チ 画 面 モ ー ド の 
時 は 、 指 定 の 画面 の み パ レッ トコ ー ド 0 な ら リ セッ ト 、 そ れ 以 外 な ら セ ッ ト し ます 。 
WINDOW 外 の 点 を 指定 し て も エラ ー に は な ら ず 表示 も され ませ ん 。 


サン プル ドッ ト の 水平 ・ 垂 直 座 標 と カラ ー を ラン ダム に 指定 し て 、 画 面 に 表示 し ます 。 
プイ ログラム LIST 
1# “ PSET 
ай INITiMIDTH 48 
34 X=INT(RNDE220) 
ай Y=INT(RND2 BA? 
50 C=INT CRND ポ アッ +1 
dl PSET (O ү, С) 
7а GOTO зӣ 
ОК 


止め る と き は 、| SHIFT | を 押し な が ら |BREAK] を 押す か 


| ста. ) を 押し を が ら [c ] を 押し て くだ さい 。 


— 07 


2.6.2 PRESET 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 点 (ドッ ト ) を リセ ッ ト し ます 。( そ PSET) 


| PRESET(x,y[, パ レ ッ ト コ ー ド ]) 


xyes ドッ ト の 表示 座標 (論理 座標 ) 
x… 水 平 座標 
y … 垂 直 座標 


2 パレ ッ ト コ ヨー ドド ッ ト の 消却 パレット 
ж № Ж РКЕ. 
Ж БЛ グラ フィ ッ ク 画 面 の 論理 座標 (x,y) の 点 を 指定 の パレ ッ ト コ ー ド で リセ ッ ト し ます 。 


グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 各 ド ッ ト に つい て 、 表 示さ れ て いれ ば (1 ビット セッ ト さ れ て いれ ば ) 消し 、 


され て いな けれ ば 何 も し ませ ん 。 
マル チ 画 面 モ ー ド で は 0 で 何 も さ れず に それ 以外 で は 、 リ モッ ト さ れ ま す 。 


サン プル 白い 画面 の 各 ド ッ ト を ラン ダム に リセ ッ ト し ます 。 


tn 
— 


IN ET EMIEDTH 4й 

LINE 8,0) - (3 IF, 1770. РБЕТ, 7, ЕЕ 
ЖМТ 4 ENON 17? 

INT CENGE те 

СІМТ ENE > 


Г. 
а O С аба =a 


ИТИ 


о O © 


[ш] 


2.6.3 LINE 


[а — EBE] 画面 上 に 直線 や 長方形 を 描き ます 。 

LINE[(xi,yj)] -(x2,y2) (,PSET | [, パ レッ トコ ー ド ] 
‚„РКЕЅЕТ ,[ パ レッ トコ ー ド |], ラ イン パタ ー ン 
,XOR [Lates トコ ー ド ],B[, ラ イン パタ ー ン ] 


省 m 形 ] な し 。 
Жї 説 論理 座標 (xi, yı) - (x, уз) 間 に 直 線 を 描い た り 2 点 を 対 角 と する 長方形 を 描い た り し ます 。(xi,y) 
を 省略 する と その 前 の 命令 の 終点 (xa, у) か ら 新 し い 終点 へ と 描き ます 。 
モー ド は 、 セ ッ ト す る 、 リ セッ ト す る 、 反 転 す る の 3 つの モー ド が あり それ ぞ れ 、PSET, PRESET, 
XOR と 指定 し ます 。 パ レッ トコ ー ド は 省略 され た 場合 、COLOR 文 の 表示 色 と 同じ パレ ッ ト コ ー ド が 使 


われ ます 。 
モー ド の 次 か 、 パ レッ トコ ー ド の 次 に B を 指定 する と 長方形 を 描き ます 。 B が な い 場 合 は 直線 を 描き ま 
す 。 


ライ ン パ ター ン は 16 ビ ッ ト の 数 値 を 指定 し ます が 省略 の 場合 は &HFFFF (実線 ) で 描き ます 。 
点線 を 描く 時 は &HCCCC、 一 点 鎖線 は &HFFCC を 指定 する と よい で し ょ う 。 


サン プル 画面 上 に ラン ダム に 直線 を 引き ます 。 


KESE 

il “ LINE SAMPLE 
ZA jiNIT EMIDTH 4а 
За Xü8=INT(XRNDXS2Z 8) 
&а TO= INT CRHNDx280808) 
mü х1=1МТ RD? 
る Үї=ї[МТЕМОж2йй» 
TEH С=1ЧТСЕЧОЖТ) + 1 
29 LINE Ха, Y0>- 1х1, Y1), PSET, C 
mü XE=Xl: YOE=Y1 

198 БОТО 58 

JE. 


Зӣ LINE (ха, YB) = (хі, ү1>, FSET, С, &НСССС 
БАЙ & i < RED FETE J; th 


38 LINE (XB, YQ} - 1х1, Y1), РЕТ, C, &HFF ÜC 
一 点 鎖 線 を 描く 時 の 指定 方 法 


ж = 


LINE 


解 説 


画面 上 に 長方形 を 描き , その 内 部 を ぬり つぶ し ます 。 


LINE[(x:,yn)] =—(x2,y2) [|,PSET ‚ВЕ 
, PRESET ,[ パ レット コー ド ],BF 
,XOR ,BF, タ イル パタ ー ン 


E ê 

論理 座標 (x」, у.) - (xo, уз) の 範囲 内 を 指定 の モー ド で ぬり つぶ し ます 。 ラ イン や ボッ クス と 同じ パ 
ラメ ー タ ー を 持ち モー ド の 次 か パレ ッ ト コ ー ド の 次 に 、BF と 指定 する 事 に より ボッ クス フル を 実行 し ま 
ず 。 

BF の 次 に タイ ル パ タ ー ン を 表わす 文字 式 を 指定 する 事 に より その パタ ー ン で の ぬり つぶ し が 可能 と な 
り ま す 。( タ イル パタ ー ン に つい て は 、PAINT 参 照 ) 


LIST 
їа INIT:CLSG 


Zü L IPE CB。 ロ ュー で 1 は 回 。 1  PFSET, 3, EF 

=Ë LINE (188, IAB = EBB, 19953 PSET, ЕЕ, HEXI HF ú "rr TS TSS " 2 
ск. 

ШЧ 


me. 


指定 の 論理 座標 間 を 実線 で つなぎ ます 。 


LINE[(x YA )][-(x2,y2) | [-(xs,ys) (xn, yn)] | 


年: s 
指定 の 論理 座標 間 を 次 の ライ ン で つなぎ ます 。 


パレ ッ ト 番 号 …COLOR 文 の 表示 色 と 同 じ 。 

ライ ン パ ター ン …&HFFFF の 実線 。 

消し た い 時 は COLOR 0 を 実行 後 こ の 命令 を 実行 し ます 。 
始点 を 省略 し た 場合 最後 の 終点 か ら 引 きま す 。 

また 、 始 点 の み を 指定 し た 場合 最後 の 終点 へ 引き ます 。 


I 1 に し SL 1МЕЛ1@Й, Bi $B, 1801- 188, Z805-ZB8, 109) - (100,0) 


Ж 
БЫ УУ 


テキ スト 画面 に 線 や 長方形 を 描き ます 。 


LINE[(xi, yi)] (х, уз), 文字 式 | 省略 
‚в 
‚ВЕ 
- аве WIDTH40 時 の と き 0 ~39 
xı, xa нее А КЕФ X EBE (WIDTH80 叶 の と き 0 -79 
уз ya…ー テ キス ト 上 の Y 座 標 (0 一 24) 
半 Ls 


テキ スト 画面 に 対し て 、 ラ イン ボッ クス 、 ボ ックス フル の 各 命 令 を 実行 し ます 。 そ の キャ ラク ター は 、 
文字 式 の 先頭 の 文字 が 使わ れ ア トリ ビュ ー ト は 、COLOR 命 令 等 で 指定 し た も の で す 。 文字 式 が ヌル ( 


"") の 時 は 、 ア トリ ビュ ー ト の み 描 きま す 。 


WINDOW 命令 で 絶対 座標 と 論理 座標 を 別 の 座標 系 と し て いる 時 は 、 そ の 比率 が 影 導 し ます の で 上 記 の 
座標 系 と 異な り ま す 。 


= ü LINE (1, a Í 
=й LINE (1, 1~ (38, 23, a y RF 


та GOTO ?0 


2.6.4 CIRCLE 


ж ё 
Ж а 


| 省 м 形 | 
[Ww ê) 


円 ・ 弧 を 描き ます 。 


| CIRCLE(x,y)。r[,[ パ レッ トコ ー ド ],[ 局 平 率 ],[ 初 其 角 ] [ . 終 了 角 ]】 


Жукны кзз 中 心 の 座標 (論理 座標 ) 
x 水平 座標 
y 垂直 座標 


ү бесове нз иын 中 心 と 円 周 と の 座標 差 (半径 ) 

パレ ッ ト コ ー ド … 円 紋 の 色 (COLOR 文 参照 ) 省略 する と 現在 の 色 

аа: а ( 局 平 率 ) = (垂直 方 向 の 半径 ) + (水平 方 向 の 半径 ) 省略 する と 1 
ЛИНИ еее нө 0 一 360( 度 ) 省略 する と 0( 度 ) 

E 0 —360 (8) 省略 する と 360( 度 ) 


CI. 

画面 に ドッ ト で 円 や 紋 を 描く た め の ス テー トメ ント で す 。 

中 心 (xy)、 半 径 r の 円 が 画面 に 描か れ ま す 。 選 平 率 を 設定 する と 、x 方 向 と y 方 向 異 な る 半 従 の 円 を 描 
く と と が で き ま す 。 

初期 角 と 終了 角 を 指定 する と 、 そ の 内 角 の 弧 が 表示 され ます 。 

WIDTH80 の 時 の x 方 向 の 半径 は 2r と な り ま す 。 


LIST 

IM INITIMHICTH 48 

zü FOR = ご 8 ”— 317 5ТЕН 48 
24 РОБ Ү=шй TÜ 195 STEF 4E 
38 C=INT ERD ET +] 

=й СІРСІЕ て KK。 т», 28, Соз 1, 8, 266 
5а МЕХТ 

та NEXT 

К 


2.6.5 POLY 


機 能 多角 形 を 描き ます 。 


[*_ ж] | POLY(x.y)rr[,[ パ レッ トコ ー Е],[ д vy FF), 398848) [š T ЖП] 


х,узесееее не 中 心 の 座標 (論理 座標 ) 
x 水平 座標 
y 垂直 座標 


Е rB 2 5 Të š # GO ЕЕЕ Ж 
パレ ッ ト コ ー ド … 多 角形 の 辺 の 色 (COLOR 文 参照 ) 。 省 略す る と 現在 の 色 
ステ ッ プ 角 ……… 0 一 360( 度 ) n 角形 の と き そ ( 度 ) 。 省 略す る と 1 (EE) 
i 0 一 360( 度 ) 。 省 略す る と 0 (He) 
Тане 0 -360( 度 ) 。 „ 360( 度 ) 
POL. 
a 説 (х,у) を 多角 形 の 中 心 と し 、 中 心から 各 頂 点 ま で の 距離 を r と し た 多角 形 を 描き ます 。 頂 点 問 の (x,y) を 


多角 形 の 中 心 と し 、 中 心から 各 項 点 ま で の 距離 を r と し た 多角 形 を 描き ます 。 頂点 間 の 角度 を ステ ッ プ 角 
と 呼び 120 で 三角 形 、90 で 四角 形 と な り ま す 。 こ の 角度 が 0 の 時 は 、 中 心から 初期 角 の 方 向 へ 長 さ r の 直 
線 を 引き ます 。 


サン プル 星 を 描き さま す 。 
プロ グラ ム i 


LT 
СЕ 


半径 90 パ レッ トコ ー ド 5 の 色 で 144 度 き ぎ み 90 度 か ら 810 度 まで で す 。 


(15543. ピロ 3 11 Ë 


2.6.6 PAINT 


画面 の 特定 の エリ ア を 指定 し た 色 で 塗り つぶ し ます 。 
БАЙ ыз { hy トコ ーー 
ド 「 境界 の パレ ッ ト コ ー ド . | 
А До 
省略 
[# в 形 | 
解 説 ре? (х,у) の 点 を 塗り 始め の 点 と し て 、 境 界 と な る パレ ッ ト コ ー ド で 指定 され た 図形 内 を 、 指定 


の パレ ッ ト コ ー ド ある い は タイ ル パ タ ー ン で 塗り つぶ し ます 。 


省略 の 場合 、 


前 の グラ フィ ッ ク 命 令 


パタ ー ン を 示し ます 。 


( 例 ) 


HEXCHRS ( 
АА= (10101010): 
СС= (11001100) 
33= (00110011) 


"ААССЗ 3" ) 


1 は セッ ト 
0 は リセ ッ ト 


次 の 例 は 8X8 ド ッ ト の タイ ル パ タ ー ン で す 。 


( 例 ) 


Ф 
HEXCHRS ( 


の パレ ッ ト コ ー ド が 使わ れ ま す 。 
タイ ル パ タ ー ン は 、 横 方 向 に 8 ドット 、 縦 方 向 に 任意 の 長 さ を も つ タ イル 模様 で す 。 縦 方 向 n ドッ ト 
の タイ ル を 指定 する た め に は nX※3 文 字 の 文字 列 が 必要 で 、 
ー ン を 指定 し 、 左 か ら 1 文字 ずつ 青 、 


ドッ ト パ タ ー ン 重ね る と 、 

== 
ишиш > 
ШИ иШ > п 
[ТШШ ТШШ Ир 
画 は セッ ト “Ж کي‎ 
L] は ば は リ ゼット 


@ ③ @ 


"110011220022440044880088") 


+НЕХСНЕ$ ("11 0011220022440044880088" ) 


Ө 
00010001), 
00100010), 
01000100), 


1 = ( 
2= { 
44 = ( 
8 = ( 
0 = ( 


10001000), 
00000000), 


@ @ @ 


3 文字 で 横 8 ド ッ ト 縦 1 ドット の 最小 パタ 
赤 、 緑 の ドッ ト パ タ ー ン を 示し ます 。 下 に 8X1 ド ッ ト の タイ ル 


サン プル 
プロ グラ ム E 
кс] 
に に 
Fa INT Ed, йб), 
ск 
画面 を 消し 左上 スミ (0.0) か ら 2 の 色 で ぬり つぶ し ます 。 
境界 が 無い の で 全 画 面 ぬ りつ ぶし ます 。 


A а な nt Ga А Я 
СІЕСЬЕ 123, 997,47, さき 
пк 

„К. 

РАІЧТ 0 はご ココ) Z 3 
に 


境界 線 と な る 閉鎖 空間 (た と えば 円 な ど ) を 作っ て その ぬり つぶ す 始 め の 点 は 、 円 の 中 心 に する と ま 
ちがい あり ませ ん 。 

ぬり つぶ す 色 の 次 に 境界 線 の 色 で す 。 円 は 4 の 色 で 描い て ある の で 4 に 指定 する と よい で し ょ う 。 
タイ ル パ タ ー ン に 重ね て タイ ル パ タ ー ン で ぬり つぶ す 場 合 、 途 中 で 止ま っ て し まっ た り 、Out of memory エ 

ー が 出る 場合 が あり ます の で 、 事 前 に 単色 で ぬり つぶ し て か ら 、 タ イル パタ ー ン で PAINT す る 様 に し て 


F & い 。 
PAINT:I122, ES, HEXCHS 生 て "1189118 ご RG ご Sa4 オ 9 日 9988") , 4 
[и] 


2.6.7 POSITION 


機 能 PATTERN 文 に よる ドッ ト パ タ ー ン の 表示 位置 を 指定 し ます 。 
| POSITION х,у 


Re ドッ ト パ タ ー ン の 表示 位置 の 座標 
x… ド ッ ト パ ター ン の 表示 位置 の 水平 座標 
WIDTH40 の と き 0~319 
WIDTH80 の と き 0 一 639 
Yy… ド ッ ト パ ター ン の 表示 位置 の 垂直 座標 
0 一 199 
POS. 
解 説 この ステ ー ト メン ト は PATTERN 文 に よっ て 設定 され る ドッ ト パ タ ー ン の 開始 座標 パタ ー ン の 左上 隅 
の 座標 ) を 指定 し 、 必 ず PATTERN 文 の 前 に 置か れ ま す 。 
サン プル | PATTERN 文 参照 。 


°OSITIQN 19,20 
К. 


ГЛ) 


2.6.8 PATTERN 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 特定 の エリ ア に 任意 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 描き ます 。 


| PATTERN n, ЯГ, ХЯР 


ессе ‚н ドッ ト パ タ ー ン の 垂直 方 向 の 段数 -255 ~ 255 
n<0 の と き 下方 向 に 重なる 段数 
n>0 の と き 上 方 向 に 重なる 段数 
n 一 0 の と き Шева! function call を 起こ し ます 。 
文字 列 …… ドッ ト パ タ ー ン (ビッ ト パ タ ー ン ) を 表す 文字 列 。 
PAT. 
POSITION で 指定 され た 座標 を 開始 点 と し て 、 ス トリ ング で 表わさ れ た ビッ ト パ タ ー ン を 、 画 面 に n 
段 分 (垂直 方 向 に n ドッ ト 分 ) 表示 し ます 。 
スト リン グ を いく つか に 分 け て 指定 する と 、 画 面 に は ドッ ト パ タ ー ン が 連続 し て 表示 され ます 。 
POSITION が 1 度 し か 定義 S さ れ て いな いで 、 そ の 後 PATTERN 文 が 続く 場合 は 表示 位置 を 右 か 下 へ ず 
らし て 、 グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン を 表示 し 続け ます 。 
描く べき グラ フィ ッ ク パ ター ン は 1 バイ ト (8 ビット ) 単位 の ドッ ト パ タ ー ン か ら 構 成 さ れ て いて 、 
ドッ ト パ タ ー ン は 各 セ モッ ト ・ リ セッ ト の 組み 合わ せ に より 256 通 りあ り ま す 。 ド ッ ト パ ター ン を 表す デー 
タ に は 文字 列 を 使い ます 。 
СВ И И Ш |( 圏 は ヒッ ト 、 中 は リセ モッ ト ) を 表示 する に は 、(1 0 1 0 1 0 1 0), = (AAs 
= (170),。 を 文字 に 変換 し た CHR$(&HAA) か CHR$(170)、 ま た は カタ カナ の 小文字 の エ ェ を 使 
[EN N ШШ 515 511:(01010101), =(55)„ =(85)„ を 文字 に 変換 し た CHR$(&H5 
5) か CHRS(85)、 あ る い は "U" を 使い ます 。 
ドッ ト パ タ ー ン の 積み 重ね は n の 値 の 符号 に よっ て 決め られ 、 n が 負 の と き 、 上 か ら 下 へ 、n が 正 の 
と き 下 か ら 上 へ 積み 重ね られ ます 。 文字 列 デ ー タ が 積み 重ね の 段数 より 多い と き は 、 下 方 向 、 上 方 向 に 
n 段 積 み 重ね た あと 、 す ぐ 右 隣り (x 軸 正 方 向 ) で 同じ 方 向 に 積み っ 重ね 、 す べ て の 文字 列 デ ー タ を 表示 
し つく すま で 同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 
た と えば 、A$S 三 アイ ウエ オカ キク ケ コ サシ ス ' 
すなわち 、HEXCHRS ( "B1B2B3B4B5B6B7B8B9BABBBC' ) 
また は 、 CHR$ (&HB 1 ) 十 CHR$ (&HB 2 ) 十 …… 十 CHRS (&HBC) 
を PATTERN 文 を 使っ て 画面 に 表示 する と 、 下 の 図 の よう な ドッ ト パ タ ー ン と な り ま す 。 
PATTERN -5,А$ 


5 自 
て 次 の 開始 点 


サン プル 上 の 例 の サン プル プロ グラ ム を 示し ます 。 
INMITSCLSA 

RES "w (tapya 
РОБІТ: 


С = Т 
РЕАТТЕЕЧ 


Лью; 
їй 


ү 


ми у 


оро мег 
Жо 


下 に PATTERN 文 に よっ て 漢字 を 表示 させ る 1 例 を 上 げ ま す 。 実行 さき せる と 、 画 面 左 上 に 「 漢 」 と い 
う 字 が 表示 され 、 続 いて 右 隣 り に 同じ 「 漢 」 が 表示 され ます 。 


ка 
[ТУ] 


ү 
МА! 


О БОШ в P 
= = ® 3 


KANJI$ に つい て は KANJI$ 関 数 を 参照 し て くだ さい 。 
注 ) 専用 漢字 ROM の つい て いな い 場 合 は 16X16 ド ッ ト の 白い 四角 形 が 2 つ 続 いて 表示 され ます 。 


画面 制御 ステ ー ト メン 
ト 


© 2.7 グラ フィ ックス テー 


eCONSOLE 
(文字 の 表示 エリ ア の 設定 ) 
eLOCATE.CURSOR 
(カー ソル の 位置 の 指定 ) 


eCREV 
(文字 の 反転 表示 ) 
eCFLASH 
(文字 の フラ ッ シ ン グ 表 示 ) 
°ССЕМ 
(ユー ザ 文 字 モ ー ド の 設定 ) 
@ CSIZE 
(文字 の サイ ズ の 指定 ) 
иная 〈 テ キス ト 画 面 〉 
(キャ ラジ ェ ネ に 文字 Te 
パタ ー ン を 定義 ) А 
@ 
ө WIDTH 
(画面 サイ ズ の 設定 ) 
e ЅСКЕЕМ, СКАРН 
(MOR FITS 
モー ド の 設定 ) 
eCOLOR 
(カラ ー 設 定 ) 
ePRW eCLS 
(Text/ グ ラフ ィ ッ ク の (画面 の クリ ア ) 
優先 順位 の 設定 ) e GETG 
e LAYER (ドッ ト デ ー タ の 読み 込み ) 
(Text/G1/G2/G3 の e PUT@ 
優先 順位 の 設定 ) (ドッ ト デ ー タ の 表示 ) 
e POKE@ 
(VRAM 内 へ ドッ ト デ ー タ を 
書き 込む ) 
e LINE 


(直線 、 長 方 形 の 表示 ) 


т 


色 


| 


eCANVAS 


(グラ フィ ッ ク の カ ラー 指定 


ト 
メン ト 


| の 使用 可能 な 画面 全 計 


e PALET 

(パレ ッ ト カ ラー の 指定 ) 

eOPTION SCREEN 

(グラ フィ ッ ク 用 メモ リー の 用 途 設定 ) 


〈 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 ) x 


Е 


ө WINDOW 

(グラ フィ ッ ク 表 示 エ リア の 設定 ) 
e PSET 

(ドッ ト の 表示 ) 

e PRESET 

(ドッ ト の リセ ッ ト ) 

@ CIRCLE 

(円 、 弧 の 表示 ) 

ePOLY 

(多角 形 の 表示 ) 

e PAINT 

(指定 エリ ア の 塗り つぶ し ) 
e POSITION 

(グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン の 表示 位置 の 指定 ) 
ePATTERN 

(グラ フィ ッ ク パ ター ン の 表示 ) 


(マル チ 画 面 〉 


m 2.8 特殊 ステ ー ト メン ト 


2.8.1 KEY・DEF KEY 


ファ ンク ショ ン キ ー に 対し て 文字 列 を 定義 し ます 。 


KEY ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 , 文字 列 


DEF KEY ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 , 文字 列 


ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 …… 1—10 (ファ ンク ショ ン キ ー 左 端 か ら 1.2.3.4.5.SHIFT キ ー を 押し な が 
ら 押 す と 6.7.8.9.10 と 対応 し て いま す 。) 

рас 27 о 最大 15 文 字 ま で 定義 むる こと が で き 、15 文 字 を 越え を る と は み 出 し た 右側 の 
文字 が 無視 され ます 。 

K. 

DEFK 


ファ ンク ショ ン 番 号 で 指定 し た キー に 文字 列 を 対応 きせ ます 。 こ の ステ ー ト メン ト に よっ て 文字 列 を 定 
義 む する と 、 そ れ 以 降 、 そ の キー を 押す と 定義 し た 文字 列 を キー ボー ド か ら 打 ち 込 む の と 同じ に なり ま す 。 
ファ ンク ショ ン キ ー は BASIC ロ ー ド 時 に は 次 の よう に 定義 され て いま す 。 

1. "AUTO" +CHR $ (13) 


2. "?TIME $" +CHR $ (13) 
3. "KEY" 

4. "LIST"+CHR $ (26,13) 
5. "RUN "+CHR $ (13) 
6. "LOAD " 十 CHR$ (13) 
7. "WIDTH " 

8. "CHR$S(" 

9. "PALET " 

10. "CONT"+CHR® (13) 


2.8.2 KEYLIST*KLIST 


ファ ンク ショ ン キ ー の 定義 状態 を 表示 し ます 。 


| KEY LIST 
KLIST 


K.L. 
KL. 
この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 画 面 に キー 番号 と 文字 列 の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 


KEYL IST 
KEY 1, "AlITI"+CPRS 13 
KEY 2, "РТ1МЕФЪ"+ОНЕЖ (12) 
ы = а < 3 А к Е ` " 

KEY 45 "LIST"+CHES (25, 115 
KEY S, "ВШМ "+CHR* 125 
REY &, "бар "СНЕЖ SIZ: 
KEY 7, "WIDTH " 

KEY 8, "CHF (s 

KEY 9, "PALET " 

KEY10, "CONT"+CER$ (135 

[#14 


2.8.3 KEYO 


キー ボー ド か ら 入 力 の シミ ュ レ ー ト を 行う 。 


K.0 

解 説 | プロ グラ ム の 入力 命令 の 前 に 置い て 使い ます 。 入 力 命 令 に 来る と 、 ユ ー ザ ー が キー ボー ド の キー を 押さ 
を く て も 、 指 定 し た 文字 列 が 自動 的 に 入力 され ます 。 
な お 、64 文 字 目 か ら 無 視 し ます 。 


a КЕҮЙ, "FURT=BTDTBE で TiENN。 "+ОНЕФ1125 この 行 を 入力 する と 、 
フロ グ クラム Ok 
FORI=808TO1808:7?1I;j; H, 自動 的 に この 行 が 入力 され て 、 
а 1 2 З 4 5 に 1 7 © デア 3 ば 実行 きれ ます 。 
Ok 


2.8.4 REPEAT ON - REPEAT OFF 
機 能 キー 入力 の リピ ー ト 機能 の 設定 、 解 除 を 行い ます 。 


REPEAT iON 
| ОЕЕ | 


ВЕР.О. 
ВЕР. ОЕ. 

解 説 | 通常 、 キ ー ボ ー ド の キー を 押し 続け る と 、 同 じ 文字 が 継続 し て 入力 され ます が 、 こ の 機能 を 止め る の が 
REPEAT OFF G+, 
REPEAT OFF に する と 、 キ ー ボ ー ド か ら の キー 入力 が 1 文字 で 止ま り 、 そ れ 以 上 受け つけ を なくなり 
ます 。REPEAT ON する と 元 の 状態 に 戻り ます 。 


し REPEAT ON 
OK 
REPEAT OFF 
Ok 


2.8.5 CLICK ОМ. CLICK OFF 
キー 入力 時 の クリ ッ ク 音 の 設定 、 解 除 を 行い ます 。 


OFF | 


CLIO: 
CLI.OF. 

キー ボー ド の キー を 押す と 「 ク リッ 」 と いう 音 (クリ ッ ク 音 ) を 出し ます が 、CLICK OFF に する と こ 
の 音 を 出し ませ ん 。CLICK ON に する と 、 再 び ク リッ ク 音 が 出る よう に な り ま す 。 


サン プル 

プロ ダラ ム CLICE ON 
Ok 
BLIGK DEF 
ОК 


2.8.6 ON KEY GOSUB 


機 能 ファ ンク ショ ン キ ー か ら の 入力 値 に よっ て いく つか の 行 へ ジャ ンプ し ます 。 


ON KEY GOSUB 行 番号 1〔, 行 番号 2 , 行 番号 3 ,…J 


O. К. GOS. 


Ж 説 | 番目 の ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た と き 、i 番 目 に 指定 し た 行 番号 の 行 を サブルーチン と し て 実行 し ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー 1 な ら ば 1 番目 の 行 番号 , 2 な ら ば 2 番目 , 3 なら ば 3 番目 ,… と いう よう に 対応 
し て お り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 値 に 対応 する 行 番号 が な けれ ば ti 
ファ ンク ショ ン キ ー は 左 か ら 1 , 2 ,…… , 5 、 シ フト を 押し な が ら の と き は 6 , 7 , , 10 の 値 を 
と り ま す 。 


ON KEY GOSUB を 実行 する と 本 来 の ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 で ある 文字 列 定義 の 機能 が 使用 で き 


な く な り ま す 。( + {DJ を 押す と ON KEY GOSUB は 解除 され ます 。) 


= LIST 
19 ОМ КЕҮ 50506 186, Züü 
20 FPFRINT’#";:GOTO 2а 
18а BEEF:FETLIFEI 
ご CLS:RETLIRH 
оК 


Е Е СОО Pu ее етае айы وی ا‎ 
り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 2 を 押す と 画面 が クリ ア さ れ て 実行 が 継続 され ます 。 
[ SHFT ) + (BREAK) で プロ グラ ム は 止ま り ま す が 、 そ の 後 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し ます と 出力 


され ませ ん の で [ CTRL ) +[(0) を 押し て くだ さい 。 


2.8.7 KEY ON・KEY OFF・KEY STOP 


ON KEY GOSUB 命 令 を 制御 し ます 。 


KEY[n] (ON 
OFF 


STOP 


n …1 一 10 の 整数 。 
К.О. 
K.OF. 
K.S. 
n 番 目 の フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に つい て 
KEY п ON の 場合 、 押 きれ た と き ON KEY GOSUB を 実行 し ます 。 
KEY n OFF の 場合 、 押 され た と き 本 来 の ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た も の と みな し ます 。 
KEY n STOP の 場合 、 押 され た と き 、ON KEY GOSUB は 実行 せ ず 、KEY n ON が 実行 され る まで 、 
保留 し て いま す 。 
п を 省略 する と 、1 一 10 す べ て の ファ ンク ショ ン に つい て 上 記 の 機能 を も ち ま す 。 
KEY ОМ 
Ok 
KEY ОРЕ 
Ok 


KEY STOP 
Ok 


文字 列 の 一 部 の 置き 換え を し ます 。 


MID$ (文字 列 1 ,m , n) 三 文字 列 2 


文字 列 1 …… 置き 換え され る 文字 列 、 結 果 に な る 。 


прочен 文字 列 1 の 置き 換え 開始 位置 。 
паа 文字 列 1 の 置き 換え る 文字 列 の 長き 。 
文字 列 2 …… 置 き 換わる 文字 列 。 

МТ. 


文字 列 1 の m 番 目 の 文 字 か ら n 個 の 文字 を 、 文 字 列 2 の 最初 か ら n 個 の 文字 で 置き 換え ます 。 
m の 値 が 文字 列 1 の 長 さ を 越え た 場合 は 何 も し ませ ん 。 n の 値 が 文字 列 2 の 長 さ より 大 きく な る と 、n 
は 文字 列 2 の 長 さ に な り ま す 。 


LIST 

18 A=" ABLDEFGHI JELMN" 
20 МІСФСАФ, 2,3) = "1234" 
Зӣ РЕІМТАФ 

Ok 

RUN 

ёі Z3EF GH I1 JKLP4 

Ok 


2.8.9 МЕМ$ 


機 能 指定 され た メモ リー へ 、 文 字 列 を 転送 し ます 。 


МЕМ $ (アドレス , n) 三 文字 列 


アド レス …… メイ ン メ モリ ー 内 の 先頭 アド レス (0 -&НЕЕЕЕ), 


ннн 転送 され る 文字 数 ( 0 255). 
文字 列 ……… 転 送 し よう と する 文字 列 。 

[# в 形 | MEM. 
[W BR] 指定 し た アド レス か ら 始 まる メイ ン メ モリ ー 内 の 領域 に 
СТА МЕМ СЕНЕР, 5) =" 12345" 

OK 

РМЕМФ (&НЕЕ ай, 5) 

12345 

рач 
2.8.10 MON 


制御 を BASIC 内 蔵 の 機械 語 モ ニタ ー に 移し ます 。 


n 個 の 文字 を 転送 し ます 。 


а в J МО. 


解 説 の 命令 は 、BASIC 内 蔵 の 機械 語 モ ニタ ー を 起動 し ます 。 
oc ai 「 モ ニタ ー の コマ ンド 」 を 参照 し て くだ さい 。 

サン プル 

回 グラ Д МСМ 


ЖО ロロ ロロ ЙЕЗЕ 


:а0ва=с3 Рё ав C3 FC 81 5@ 25 
:@@йб=Сз 04 йз Сз 34 #4 18 #5 
:9010=с5 D4 йз CS ED 04 Bü 185 
:9916=сз 04 0З Сш PD яг ай 27 
1 ご ロニ ビ ゴ コー 04 #03 Сз @F BE #7 20 
:ай26=Сс3 04 05 C3 АА дА @Û Б? 
MG ロニ CS D4 йз C3 CA Ва йй FF 
コロ = ヒコ 04 43 Сі 75 BE Сз 77 
жЕ 

Ok. 


e 


2.8.11 НСОРҮ 


画面 を ライ ンプ リン ター に 出力 し ます 。 


HCOPY (n) 


n…0 一 4 の 整数 


0 グラ フィ ッ ク 1 , 2 , 3 全 画 面 を 合成 し た も の を コピ ー し ます 。 

1 グラ フィ ッ ク 1 の 画面 を コピ ー し ます 。 

2 グラ フィ ッ ク 2 の 画面 を コピ ー し ます 。 

3 グラ フィ ッ ク 3 の 画面 を コピ ー し ます 。 

4 テキ スト 画面 と 、 グ ラフ ィ ッ ク 1 , 2 , 3 全 画 面 を 合成 し た も の を コピ ー し ます 。 
省略 テキ スト 画面 を コピ ー し ます 。 


(注意 ) 


テキ スト 画面 の 中 で 、CSIZE0 以 外 の 倍 文 字 キ ャ ラク ター は コピ ー で きま せん 。 ま た 、 ユ ー ザ ー キ ャ ラ 


クタ ジェ ネ レ ー タ ー は 青 ・ 赤 ・ 緑 の 各 パ ター ン の 合成 され た も の と な り ま す 。 


プロ ダラ ム HCOPY 
m. 
HCOPY а 
С. 


コ ユ コピー され た 文字 の サイ ズ は 下 の よ うに な り ま す 。 


普通 の 活字 の サイ ズ コピ ー 文 字 の サイ ズ 
WIDTH40 の と き WIDTH80 の と き 
вс AEC HEC 


機 能 IPL を 起動 し ます 。 


Жж 略 形 BO. 
この コマ ンド を 実行 し た ら 、 そ の 前 の 状態 に は 戻れ ませ ん 。 
あく まで も IPL の 管理 下 に な り ま す 。 


サン プル 

プロ グラ ム вост 
зге усы sure 7 ú or rra 
ок 


BOOT と キー ボー ド か らら 打ち込む と 「Are you sure ? (у or n) 」 と 表示 され 、 キ ー 入 力 を 持っ て いる の 
で 、 実 行 し た けれ ば |YI キ ー を 押し 、 中 止 し た けれ ば それ 以外 の キー を 押し て くだ さい 。 尼 キー を 押す と 、 
電源 投入 直後 の 状態 に を なり 、 プ ログ ラム が すべ て 消去 され ます 。 


2.8.13 PAUSE 


プロ グラ ム の 実行 を 一 時 休止 し ます 。 


この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 


設定 時 間 分 プロ グラ ム の 実行 を 休止 し て 、 次 に 進み ます 。 休 む 時 間 は 1 単位 に つき 約 0.1 秒 で す 。 


プロ グラ ム TIME=B:FPALISE 1 ロロ Ei で TIPE 
ій 
Ok 
10 秒 の 空回り 
2.8.14 WAIT 


ポー ト か ら の 条件 待機 を し ます 。 
WAIT ポー ト 番 号 、 式 1〔. 式 2 


ポー ト 番 号 …… HO0000 一 HEFFEFF 


NI ,。2…… 整数 
省 № J ' 
## ал (ポー ト 番 号 で 指定 し た ) 入力 ポー ト か ら 読 み 込 ん だ デー タ と 式 2 と の エク スク ルー シブ オア (excl 
usive or「 論 埋 演算 子 」) を と り 、 そ の 結果 と 式 1 と の AND を と り ま す 。 そ し て も し 結果 が 0 の と き は 、 
も う 1 度 入 力 ポ ー ト か ら の デー タ を 読み 込ん で 、 前 述 と 同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 結果 が 0 で な いと き 
は WAIT の 次 の 文 へ 実行 を 移し ます 。 
この よう に し て 、WAIT 文 は 入力 ポー ト が 、 あ る 状態 に を る まで 、 プ ログ ラム の 実行 を 停止 し て 待ち ま 
す e 
また 、 定 数 2 を 省略 する と 定数 2 に は 0 が セッ ト さ れ ま す 。 
ез HAIT &НСВ, 1,1 
Вгезк 
Ок, 


© 


2.9 タイ マー 制御 ステ ー ト メン | に 


2.9.1 TIME$ 


機 能 時 間 の 設定 を し ます 。 
TIME$ = "hh : mm : ss" 


h h…… 時 間 00—23 
m mr 分 00—59 
S Б зк Ë 00—59 
яшъ J Ж Le 
ж 説 ユー ザー が 時 間 を 設定 する の に 使う ステ ー ト メン ト で す 。 
ЕР А ТІМЕФ= "12:34:54" 
Ok 
?PTIMES 
12:34:57 
Ok 
2.9.2 DAY$ 
機 能 曜日 の 設定 を し ます 。 
ПАТ К" 
XXX…… 曜 日 
DAY. 
解 説 ユー ザー が 曜日 を 設定 する と き に 使う ステ ー ト メン ト で す 。 
SUN HIH 
MON 月 ヶ 
TUE К^ 
WED 水 ヶ 
THU 木 ヶ 
FRI 人 金 ヶ 
SAT + 
サシ プル 
プロ グラ ム DAY ま = "SUN" 
Ok 
трАҮ® 
SUN 
Ok 


2.9.4 TIME 


ВЕ 


年 月 日 の 設定 を し ま 


92а 


РАТЕ $ = "уу/тт/ аа" 


yy の 年 

тте Ң 

аас е Н 
DATE. 


ユー ザー が 人 年 月 日 を 
設定 を し な お す 必 要 が あり ます 。 


DATE= "82/1229 


設定 する と き に 使う ステ ー ト メン ト で す 。 初期 状態 で 年 は 82 が セッ ト さ れ ま す の で 


秒 数 の 設定 を し ます 。 


ТЇМЕ=Х 


X… 秒 数 0 一 86399 


TIM. 


" 


ユー ザー が 秒 数 を 設定 する の に 使い ます 。 


LE 


РЕМ 
ТЇМЕ=@ 


FOR 1% 


PF IMT 
PF IPFIT 


TIMES 


= TO 
ТІМЕ 


TIME 


19000: NENT 


© 


会 話 型 の タイ マー 設定 ルー チン を 呼び 出し ます 。 
ASK 


AS. 

会 話 タ イプ の タイ マー の 設定 ルー チン を 呼び 出し ます 。 こ れ に よっ て 、7 つ の タイ マー の セッ ト が で き 
ます 。 た だ し 、WIDTH40 の SCREEN 0 , 0 に 設定 され て いる 必要 が あり 、 そ れ 以 外 の と き ASK を 実行 
する と Bad screen mode エ ラー が 出 ま す 。 


ASK С) と 入力 する と 、 画面 に 下 の 図 が 表示 され ます の で 画面 メー セー ジ に 従っ て タイ マー を 設定 し 
て くだ きい 。 


年 は 設定 で きま す が 変 化し ませ ん 。 初期 状態 で は 82 年 が 設定 され ます 。 (ウル ウ 年 の 判別 は で きま せん 
の で 、 ウ ルウ 年 が ある 場合 は 再 設定 必要 で す 。) 


TV Timer control 


5211518 HED 10:34:54 


ТІМЕР і ARK ххх ENES СЕЕ 
ТІМЕЕ2 Хх хх ххх хх: ПЕР 
TIMER3 Хх/хх ххх хх: ОРЕ 
TIMER3 ххх ххх Аі ХМ OFF 
TIMERS RAN ххх SEIS ロ FF 
TIMERS ххх ERR ERE XX ロ FF 
TIMER? NRA Ххх RE ҳи OFF 

Month Ul — 12 or XX 


[ESC1=Exit, ICLR]=Reset, [CRI =5е+ 


m 2.10 テレ ビ 制 御 ス テー トメ ン | ق‎ 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ CZ-800D に の み 有 効 を 機能 で す 。 


2.10.1 TVPW 


解 説 
サッ プル 
プロ グラ ム 

(її 


テレ ビ の 電源 の on/off を 行い ます 。 


TVPW | ON 
loFF 


TV.O. 

TV.OF. 

専用 テレ ビ の 電源 の スイ ッ チ を 入れ た り 切 っ た りす る 命令 で す 。ON の と き は テレ ビ の モー ド な の で 、 コ 
ンピュータ の ディ スプ レイ と し て 使用 する と き は CRT(CRT 文 参照 ) で モー ド を 設定 する 必要 が あり ます 。 


ТРЫ ON:CRT 1 
r. 


連続 し て テレ ビ の 電源 スイ ッ チ を 入れ た り 切 っ た りす る こと は 、 テ レビ 故障 の 原因 と な り ま す の で 、 絶 
対 に や め て くだ さい 。 


画面 表示 の 設定 を し ます 。 
п=0,1,2,3 
な し 。 
解 説 この ステ ー ト メン ト の 実行 に よっ て 画面 表示 の 切り 換え を 行う こと が で きま す 。 
n の 値 
0 テレ ビ 放 送 を 表示 し ます 。 
1 コン ピュ ー タ 画面 を 表示 し ます 。 
2 テレ ビ 放 送 の コン トラ スト を 下げ て 、 コ ンピュータ 画面 を 重ね て 表示 し ます 。 
3 テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 を 同時 に 重ね て 表示 し ます 。 


プロ ダグラム СЕТ 2 
ОК 


2.10.3 CHANNEL 


テレ ビ の チャ ン ネ ル を 変え ます 。 


CHANNEL п 
[а m 形 | 


n… テ レビ の チャ ン ネ ル 。 1 一 12。 


省 2 CHAN. 
解 説 テレ ビ 放 送 の チャ ン ネ ル を 指定 し ます 。 
サン プル 
プロ グラ ム CHANNEL 12 
Dk. 
CHANNEL 4 
Ок. 


© 


テレ ビ の 音量 を 変え ます 。 


КО 


引数 を 省略 する と 、 標 準 の 音量 、 
n 三 - 1 の と き 、 音 量 は ダウ ン 、 
п=1 の と き 、 音 量 は アッ プ 、 


ーー 


п=0 の と き 、 ミ ュー ト の on/off が 反転 し ます 。 


VOL 1 
Ok 
VOL #1 


2.10.5 SCROLL 


画面 の スク ロー ル を 行う 。 


SCROLL n 


nーー3 一 3 まで の 整数 
SCRO. 


テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 が 重なっ た 状態 の と き (CRT2、CRT3 の と き )、 コ ンピュータ 画面 の 


上 下方 向 の スク ロー ル を 行い ます 。 


n の 値 が 正 の 数 の と き は 上 方 向 に 、 負 の 数 の と き は 下方 向 に スク ロー ル し 、 そ の 速 さ は 上 下 と も に 3 
段階 に 設定 され て いて 、n の 絶対 値 が 大 きい ほど 速く スク ロー ル し ます 。 n の 値 が 0 の と き 、 ま た は 省 


略す る と 、 ス クロ ー ル は スト ッ プ し ます 。 


SCROLL -1 
Ok 
SCROLL 1 
Ok 
SEROLL ü 
Ok 


шше ЖАА F#l#lZ>— Fx F Zim 


2.11.1 ЕЈЕСТ 


# БЕ カセ ッ ト の ドア を 開け ます 。 


書 式 | EJECT 


省 № J ЕЈ. 
カセ ッ ト の ドア を 開け て 、 画 面 は 入力 待ち の 状態 に な り ま す 。 
カセ ッ ト が FAST(FAST 文 参照 ),REW(REW 文 参照 ) の 状態 に ある と き は 、CSTOP(CSTOP X 
照 ) が 行わ れ て か ら 、EJECT が 実行 され ます 。 


プロ グラ ム ETECT 


2.11.2 CSTOP 


г" Е] カセット テー プ の 走行 を スト ッ プ し ます 。 


CSTOP 


€ к 形 CST. 

解 説 テー プ 走 行 を スト ッ プ させ ます 。 FAST(FAST 文 参照 ),REW(REW 文 参照 ) な どの 命令 に より 、 カ セ 
ッ ト が 作動 し て いる と き そ れ を 止め る 命令 で す 。 た だ し 、LOAD(LOAD 文 参照 ) や SAVE(SAVE 文 参 
照 ) を し て いる と き 、 あ る い は APSS(APSS 文 参照 ) の 途中 で は 実行 し ませ ん 。 


ブロ ダラ ム に ST ロビ 


2.11.3 FAST 


カセット テー プ 走 行 の 早送り を し ます 。 


| FAST 

ж B 形 FA. 

[1 ЕЯ カセ ッ ト テ ー プ 直行 を 早送り の 状態 に し ます 。 カ セッ ト テ ー プ が 入っ て いな い 場 合 は 何 も し ませ ん 。 
サン プル = 

プロ グラ ム FAST 


2.11.4 REW 


| REW ш 


を し 。 


КЕН 


2.11.5 АР55 


カセ ッ ト テ ー プ の プロ グラ ム の 頭 出 し を し ます 。 


| Apss п 


oss -50 一 50 の 整数 

АР, 

カセ モット テー プ の プロ グラ ム の 頭 出 し を する 命令 で nm が 0 の と き は 何 も せ ず 、 正 の 数 の と き FAST 方 
向 の 頭山 し を 、 負 の 数 の と き REW 方 向 の 頭 出 し を し ます 。 

ダイ レク ト 実 行 の APSS 中 は 、 残 り 1 プロ ッ ク に な る と 、 画 面 上 で カー ソル が 点滅 を 始め ます が 、 キ 
ー 入 力 は 受け つけ られ ませ ん 。 た だ し 、 押 され た キー は 7 文字 まで 記憶 され る の で 、APSS が 終わ り し 
だ い エ コー バッ ク さ れ ま す 。| SHIFT | 十 IBREAKI キ ー か 、 カ セッ トキ ー を 押す こと に より 途中 で 実生 
を 止め る こと が で きま す 。 


2.11.6 CMT 


カセ ッ ト の 状態 の 設定 を 行い ます 。 


E 


n...... 0 一 6,10 
аю J] СМ. 
# 説 


カセ ッ ト の 状態 


EJECT 
CSTOP 
PLAY 
FAST 
REW 
APSS 十 1 
APSS 一 1 
RECORD 


2 一 10 は カセ モッ ト が 入っ て いな いと 何 も し ませ ん 。 
また 、10 は プロ グラ ム の ツメ が 折っ て ある と 何 も し ませ ん 。 
カセ ッ ト テ ー プ の 消去 は CMTー10 と し て 下さ い 。 


プロ グラ ム FST 
[ий] 4 
СМТ 


ОК. 


шше 2.12 サウ ンド 制御 ステ ー ト メン | に 


「 ポ ッ 」 と いう 音 を 出し ます 。 


0 
1 
省略 


BEEP 


省 Bm J BE. 
E ЕЛ この ステ ー ト メン ト は 「 ポ ッ 」 と いう 音 を 1 回 だ け 出 す た め の も の で す 。 
パラ メー タ が 1 の と き 、 チ ャ ン ネ ル C か ら 音 を 出し ます 。 
パラ メー タ が 0 の と き 、 チ ャ ン ネ ル A 、B、C す べ て の 音 を 止め ます 。 
パラ メー タ を 省略 する と 、BEEP1 と BEEPO0 が 続い て 実行 され た の と 同様 の 処理 が 行わ れ 、1 回 だ け 
音 を 出し て 止ま り ま す 。 


に ВЕЕР 1 
Ok, 
ВЕЕР û 
Ok 
BEEP 
ок 
2.12.2 MUSIC 


音楽 の 演奏 を し ます 。 


| MUSIC スト リン グ デ ー タ 


スト リン グ デ ー タ や 以下 で 説明 する 文字 列 変数 を スト リン グ デ ー タ と いい ます 。 
[& в 形 | MU. 
解 説 スト リン グ 式 で 指定 され た 楽譜 に 従っ て 演奏 し ます 。 ス トリ ング 式 は 、 音 程 オ クタ ー ブ 、 音 の 長 さ 、 
音量 、 和 音 を 指定 する も の で 、 以 下 に 説明 する 文字 を 並べ た も の で す 。 
① 音 程 … 音 程 は 下記 の よう に C 一 B の 文字 を 使っ て 表 さ れ ま す 。 


音 程 | 指定 方 法 
E € 
F#(L b) # C 
L D 
L#(š b) #р 
ミ E 
Z s F 
77# (b) # F 
7 G 
У#(5Ь) # G 
ラ A 
2#( b) #A 
22 B 


② 和 音 … 2 重 音 や 3 和音 を 演奏 する に は 、 上 声 部 と 下 声 部 の 間 に チ ャ ン ネ ル セ モ セパレータ: を は さ み ま す 。 
"チャ ン ネ ル A : チ ャ ン ネ ル B : チャンネル C" 
③ 長 さ … 音 程 の 後に 0 — 9 の 整数 を つけ て 、 音 の 長 さ を 指定 し ます 。 


対応 する 整数 


(32 分 音符 

(16 分 音符 ) 
( 付 点 16 分 音符 ) 
(8 分 音符 ) 
( 付 点 8 分 音符 ) 
(4 分 音符 ) 
( 付 点 4 分 音符 ) 
(2 分 音符 ) 
( 付 点 2 分 音符 ) 
(全音 符 ) 


+ 
1. 
4 
+ 
21_ 
2 
3 
4 
1 
1+ 
2 
3 
4 


© со — 〇 MN Rw MW = © 


E) 音 の 長 さ は 4 分 音符 (整数 5 ち ) を 1 と し た と き の 相 対 的 を な 値 で す 。 
整数 の 指定 が な い 場 合 は 前 の 音 と 同じ 長 さ を 意味 し ます 。 
④ 休 符 …R 0 一 R 9 で 、 休 み の 長 さ を 指 定 し ます 。 
オク ター プ ブ …O 1 一 O 8 で オク ター ブ の 指定 を し ます 。 
また 、 音 符 の 前 に 十 を つけ て 1 オク ター ブ 上 の 音程 を 、 一 を つけ て 1 オク ター ブ 下 の 音程 を 表し ます 。 
⑥ 音 量 …V 0 一 V15 で 音量 の 指定 を し ます 。 


オク ター ブ 4 の ドド か ら オ クタ ー ブ 5 の ド ま で ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド を 出力 し ます 。 
MUSIC"V1204CDEFGABOSC " 
DK 

オク ター ブ 4 ボリ ュー ム 13 で ドミ ソ の 和音 (コー ド C) を 順に 重ね て いき ます 。 


МОБ ICM13 ロ 4CDEFG まり 1204EFGAB : り 12 ロ 4G 人 BCD " 
Ok 


2.12.3 ТЕМРО 


音楽 演奏 の テン ポ を 指定 し ます 。 


x = | TEMPO n Е 


n……30 一 7500 ま で 整数 


ж 。 式 | 

ТЕ. 

解 説 MUSIC 文 に よっ て 演奏 され る 曲 の テン ポ を 指定 し ます 。 指 定 さ れ た 整数 は 1 分 間 あ た り の 4 分 音符 の 
拍 数 を 示し ます 。 


サン プル 
プロ グラ ム TEMPO 12а 
ТЕМРО 1500 
2.12.4 PLAY 
音楽 を 演奏 し ます 。 
PLAY | 
スト リン グ デ ー タ 
N で の い 30 一 7500 


スト リン グ デ ー タ … (MUSIC 文 参照 ) 
省 略 形 РІ. 
Га 説 MUSIC 文 と TEMPO 文 の 両方 の 機能 を 持ち 、PLAY の 後ろ が 整数 か 数 式 の 場合 TEMPO 文 と 同様 の 、 
スト リン グ デ ー タ (文字 式 ) の 場合 MUSIC 文 と 同様 の 機能 を 持ち ます 。 


プロ グラ ム PLAY"V1204CDEFGABOSC " 
PLAY "V1 3OQ4CDEFG:Y12OQ4EFGAE : VIZO4GABOSCD " 


効果 音 を 出し ます 。 
SOUND レジ スタ ー 番 号 ,8 ビッ ト デ ー タ 


解 説 サウ ンド ジェ ネ レ ー タ 用 LSI(AY-3-8910) へ 直接 デー タ を 送り 込む こと に よっ て 音 を 出し ます 。 
下 の 図 で レジ スタ ー と デー タ と の 関係 を 示し ます 。 


レジ スタ ー 

番 号 内 
0 — = = 
i | (音程 ) 
2 
я (音程 + 使 用 | ід В О 
4 チャ ン ネ ル C の 周波 数 
š (音程 ) 
6 ノイ ズ の 周波 数 
7 チャ ン ネ ル A の 音量 
8 チャ ン ネ ル A の 音量 
9 チャ ン ネ ル B の 音量 
10 チャ ン ネ ル C の 音 
11 

エン ベロ ー プ 周期 

12 


エン ベロ ー ブ 形 状 


SOUND 8, 1 る 8:SHHND 1, 2:SGLIND 7, 52:50030 8,15 
оК 


上 の プロ グラ ム を ダイ レク ト で 実行 する と 、 ブ ザー が 鳴り 始め ます 。 


プ ブザー を 止め る と き は と | p ] キ ー を 同時 に 押し て くだ さい 。 


m 2.13 書式 指定 (PRINT USING) Z 


PRINT USING に よる 書式 指定 は 、 次 の 書式 指定 子 に よっ て コン トロ ー ル し ます 。 書式 指定 子 に は 、 数 値 型 と 文字 型 の 
2 種類 あり ます 。 


2.13.1 数 値 型 


(1) # 
表示 し た い 最大 の 桁 数 を 指定 し 、 指 定 し た 桁 数 より 数 値 の 桁 数 が 小さ いと き に は 右 つめ で 表示 さ れ ま す 。 
LIST 


18 А=2345 ‚ 
2а PRINT LSINGUHHRRBRR "U ; A ( 6 桁 の 指定 ) 


(2) 
固定 小数 点 の 表示 に お いて 、 小 数 点 の 位置 を そ ろ え る 指定 で 、 小数 点 以下 の 桁 指定 も 行え ます 。 
1 ロ А=23. 456 | 
эр PRINT И51Мб"Е##Н#.##": (小数 点 以下 第 2 位 ) 
Ok е 
RUN 
23. 46 


(з), Ok 


数 値 を 3 桁 ご と に 区 切っ て 、 そ こ に , (カン マ ) を 入れ て 右 づ めで 表示 し ます 。 
іб А=2З455787! 
24 PRINT USING "HHH, ННН, ЕН Н "з ($ 桁 ご と に カン マ を つけ る ) 
ок. 
RUN 
235 455, FEF 
Ok 


(4) 十 と 一 
十 と 一 は 、 数 値 を 表示 する と き に 十 と 一 の 符号 を どこ に 表示 する か 指定 し ます 。 
十 は 韻 の 前 と 後に 、 一 は 壮 の 後 の み に 指 定 で きま す 。 
十 を 指定 し た 場合 、 正 数 の 十 記 号 を 出力 し ます 。 


1# А=235:6=-440 

23 PRINT USINIG "HHHH+";ASE 
38 PRINT ОЅІМО"####- "АЈБ 
9 PRINT USING" + 半音 A; E 


Ok 

RUIN 

235+ 4 ロー 
235 4 ロー 
+255 -448 
пк. 


(5) жж* 
桁 指定 を し 、 そ の 範囲 内 で スペ ー ス が ある 場合 、 す べ て * で 埋め る と いう 指定 を し ます 。 


* 自 身 を 桁 数 に 含ま れ ま す 。 
18 А=235 
20 PRINT USING "XXKXHHHHH" ; A 
Ok 
RUN 
жжжж235 
Ok 


(6) FE 
数 字 の 前 に \ (円 マー ク ) を つけ ます 。 \ 自 身 も 桁 数 に 含ま れ ま す 。 


18 ñ=235 
20 PRINT USING" ¥¥HHHRR";A 
Ok i 


RUN 
235 


Ok 


(7) жжұ 


この 指定 は 、*※ と \\ を 組み 合せ た も の で 、 数 字 の 前 に \ を つけ 、 そ の 範囲 内 で スペ ー ス が ある 場 


スタ リス ク ) で 埋め ます 。 


18 А=235 
2ü PRINT USING"XXKZ#HRH8H8 "U А 
Ok 
RUN 
жжж2зЗ5 
Ok 
桁 数 指定 の 提 の 後ろ に 置く と 、 下 表現 、D 表現 の いずれ も 表示 で きる よう に な り ま す 。 
10 A=235:B#=. 003459 
26 PRINT LISTING "##. ННЕН ^^^ АВН 


Ok 
RUN 
2.35090Е +02 З. 45000-65 


Ok 


(9) 
19 PRINT И51Мб"###Н.###";101;2;1@:-215.5:7.4 
Ok 
RUN 
191. #00 2.0090 1й. #090 -2. йв 5.588 7.480 
Ок 


1 つの USING で 複数 の 変数 を 記述 する と 、 そ の 変数 すべ て に 対し 、USING 指 定 し た と みな し ます 。 


合 、* 


【 デ 


2.13.2 文字 型 


(1) 1 


! (感嘆 符 ) を 指定 する と 、 文 字 型 変数 に ある 文字 列 の 最初 の 1 文字 の み 表 示し ます 。 


LIST 

18 а= "125 ":5%= "454" 

zü РЕІМТ USING "АЖБ 
Qk. 

кш 

14 

Ок 


(2) & & 


指定 文字 列 を を と を & の スペ ー ス の 個数 十 2 個 分 表示 し ます 。 文字 は 、 左 づめ で 、 ス ペー ス の 個数 十 2 個 以 下 の と 


き は 残り の 右 の 部 分 を スペ ー ス で 埋め ます 。 
18 А%="12ш5ш":БЪ="АБСОЕР " 
zü FRINT LISING"8 А" АФ: ЕФ 
[и] 
FU: 
їз ABCD 


Пк. 


2.13.3 その他 の 型 


— (アン ダー バー) 
この 後ろ に 伴っ た 書式 指定 子 1 個 を 、 単 を る 1 文字 と みな し て 表示 し ます 。 


14 PRINT USIMG" H##H#R"; 18 
оК 

RUN 

# 18 

Ок. 


2.13.4 文字 定数 の 出力 


USING の 書式 指定 子 の ほか の 文字 が ある 場合 は 、 そ れ を その まま 表示 し ます 。 


ій A=E35:B=7. 5 
28 FRINT USING"DATA ###";,А 
38 PRINT ОЅІМБ "#8. ЊН Sec"; 


第 3 章 関数 ンス テム 変数 


= 3.1 数 値 関数 


3.1.1 SIN 
解 説 
サン プル 
プロ グラ ム 
3.1.2 COS 


® 


数 式 の サイ ン を 与え ます 。 


| SIN (x) 


x … サ イン を 求め る 数 式 。 単位 は ラジ アン で す 。 
51. 
数 式 の サイ ン 、sin X が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 


ァ z の 値 を 3.14、PAI(1 )、RAD(180) と し た と き の そ れ ぞ れ に つい て 、sin z の 値 を 求め て み ま し ょ 3 う 。 


ШІЄТ 
18 РА=3. 14 

24 РЕ=РАІ (1) 

Зӣ PC=RAD (1383 

48 PRINT SIN (PA? 

Sü PRINT SIN¢PE? 

る PRINT SIN{PC? 

Ok. 

RUN 
1.5%?2£&531E-83 
B 
9. 3132257E-18 

ок 


1.5926531Е - 03 は 1.5926531X10* 
9.3132257Е - 109.3132257 ×10 "° 

と いう 意味 で 、 ど ちら も ほとん ど 0 に 近い 値 と いえ ます 。 

PAI 関 数 、RAD 関 数 に つい て は 、 そ の 関数 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


数 式 の コサイン を 与え ます 。 


| COS (x) 


x … コ サイ ジグ を 求め る 数 式 。 単位 は ラ ү “a бак ЖУТ 
な し 
数 式 の コサイン 、cos X が 、 こ の 関数 の 値 に なり ま す 。 


ЫРЫТ 
18 P=PAI (12 
гй PRINT COS (0) 
за PRINT COS ¿(P> 
ЕШМ 
1 
=] 
DK 


PAI に つい て は 、PAI 関 数 参照 。 


3.1.3 ТАМ 


数 式 の タン ジェ ント を 与え ます 。 


x… タ ンジ ェ ン ト を 求め る 数 式 。 単 位 は ラジ アン で す 。 
TA. 
解 説 数 式 の タン ジェ ント 、tan X が 、 こ の 関数 の 値 に を なり ま す 。 


| TAN @) 


LIST 
19 ñ=. 
28 PRINT TAN. 23525 
За PRINT ТАМ. 235жа} 
Ok 
RUIN 
. 2354237 
. 1128083375 
Ok, 


機 能 数 式 の アー クタ ンジ ェ ン ト を 与え ます 。 


| АТМ (х) 


x… ア ー ク タン ジェ ント を 求め る 数 式 。 


Ó. m“ 
ж ж Ж] АТ. 


и Ы&| 数式 の アー クタ ンジ ェ ン ト 、arctan X が 、 こ の 関数 の 値 に を り ます 。 
サン プル 、 
プロ グラ ム LIST 

18 А=1 


20 Х= АТМ (A? 
за Ү=ҳж4 
48 PRINT х 
SY PRINT Y 
[аА 

RUIN 
78537814 
5.1415727 
Ok 


3.1.5 ABS 


数 式 の 絶対 値 を 与え ます 。 


ABS (x) 


x… 絶 対 値 を 求め る 数 式 。 
FEE Ap 


EREBE] 数 式 x の 絶対 値 | x | が 、 こ の 関数 の 値 に を り ます 。 


ム LIST 

19 PRINT ABS ¢23) 

20 PRINT АВЕ (-23) 
За PRINT ABS ‹18-33> 


3.1.6 SGN 


数 式 の 符号 を 与え ます 。 


Е w ж] | SGN (x) 


x … 数 式 。 
省 B 形 SG. 
数 式 x に よっ て 、 次 の 値 が この 関数 の 値 に な り ま す 。 
x 0 の と まき 1 
х= 000 & 0 
x く 0 の と き -1 


プロ グラ ム LIST 
18 PRINT 561473) 
2@ PRINT SGNC9? 
Зӣ PRINT SGN<K-%3) 
Ok 
RUIN 
1 
ü 
“1 
Ok. 


3.1.7 INT 


数 式 を 超え を ない 最 大 の 整数 を 与え ます 。 


| INT (x) | 


x … 数 式 。 
な し 


LIST 

18 FRINT INT. 3? 
20 PRINT INT エータ 3) 
Зӣ PRINT INT<x-.52 
ск 

RUN 


[жк] 


-1@ 
-1 
Ок 


数 式 の 整数 部 を 与え ます 。 


| FIX (x) ky: 


х … 数 式 。 
な し 
数 式 の 整数 部 の み を 取り 出し て 、 小 数 点 以 下 を 切り 捨て た 値 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 数値 の 四 捨 
五 入 に は CINT (CINT 文 参照 ) を 使い ます 。 


LIST 
10 А=ЕІХ 2. 23) 
га В=ЕІХ‹-2.23) 
30 C=F 1X (AE) 
48 PRINT А,В,С 
Ok 
RUN 
г -2 -4 
пк 


3.1.9 FRAC 


数 式 の 小数 部 を 与え ます 。 
| FRAC (a) 


x … 数 式 。 
FR. 
数 式 の 小数 部 の み を 取り 出し て 、 整 数 部 を 取り 去っ た 値 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 


7 ル LIST 

10 A=23. 565 

20 B=FRAC (A) 
Зӣ C=FIX CA) 

40 PRINT"A=";A 
58 _ PRINT"B="s 晶 
る 8 PRINT"C="$C 
マロ PRINT"B+C="$B+C 
Ок 

RUN 

A= 23.545 

日 = .545 

C= 23 

В+С= 23.565 

LE. 


А の 値 を 23.565 と し て 、 

A の 小数 部 を FRAC 関 数 で 求め て 、B に 代入 し 、 

A の 整数 部 を FIX 関数 で 求め て 、C に 代入 し ます 。 

B 十 C を 計算 する と 、 も と の A の 値 に を な り ま す 。 

注 ) 整数 部 の 桁 数 が 大 きい 数 の FRAC は 、 誤 差 が 大 きく な り ま す 。 


3.1.10 CINT・CSNG・CDBL 


数 式 の 型 変換 を 行い ます 。 


| CINT (х) 


CSNG (x) 


CD; 
解 説 CINT は x を 整数 型 に 、 
СМС は x を 単 精度 型 に 、 
CDBL は х を 倍 精度 型 に 、 
それ ぞ れ 変換 し た 値 に を な り ま す 。 
> プル 
RAN LIST 
18 X=CINT (23.54) 
zü Y!=CSNG (1. ご ど コ 4 ココ くっ ア ロタ ダマ 析 ) 
ЗЯ Z#=CDBL f23. 54) 
48 PRINT XVI; Z8# 
ОК. 
FLIF4 
24 1. 234586 77” 23.9379999997910593 
Ок. 


変数 や 定数 の 最後 に % を つけ る と 整数 型 
! を つけ る と 単 精度 弄 
斗 を つけ る と 倍 精 度 型 

の 数 値 を それぞれ 表し ます 。 単 精度 型 の 数 値 の ! は 省略 する こと が で きま す 。 

上 の サン プル プロ グラ ム で は 、 

23.54 を 整数 の 24 に 、 

1.234567899 を 単 精度 8 桁 の 1.2345679 に 、 

23.54 を 倍 精度 16 桁 の 23 .53999999910593 に 、 

それ ぞ れ 変換 し て いま す 。 


šE) CDBL は 単に 数 値 の 型 を 倍 精度 に する の み で 、 値 その も の の 精度 は 変わ り ませ ん 。 値 も 倍 精 度 


に する に は 、VAL と STR$ を 用 いて 以下 の 様 に し て 下さ い 。 


3.1.11 SQR 


3.1.12 ЕХР 


© 


数 式 の 平方 根 を 与え ます 。 


SQR (x) 


x … 平 方 根 を 求め る 数 式 。 0 以上 の 値 で す 。 
SQ. 
数 式 の 平方 根 /x が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 
0 か ら 5 ま で の 平方 根 を SQR 関 数 を 使っ て 求め て み ま し ょ う 。 


. 4142136 
. 73205 08Ə 


ра PJ + сә 


・ ござ らら 8 


po 


о 


数 式 の 指数 関数 を 与え ます 。 


EXP (x) 


x … 指 数 関数 を 求め る 数 式 。 x <88.02969 
EX. 
自然 対数 の 底 e の x 乗 e* が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 
e15 と e0.000002345 を 求め て み ま す 。 


LIST 
18 PRINT EXF (15) 
20 PRINT EXP K, 8888823458) 
Ok 
RUN 
3269017. 3 
1. 80888234588275 
оК. 


3.1.14 РА! 


数 式 の 自然 対数 を 与え ます 。 


ЕТ (х) 


x… 数 式 。x >0 

な し 
数 式 の 自然 対数 In x(log ex) が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。log BA は LOG(A)/LOG(B) で 求め ある こと が 
で きま す 。 を だ し 。 朋 >0 , Bai. 
公式 

InA 十 InB 一 In(AB) 

InA - InB 一 In( 信 ) 
を 実際 に 確か め て み ま し ょ う 。 


LIST 

1@ ñ=2 

20 Б=5 

за PRINT LOG <А, LOG <В?» 

4ü PRINT ЦОС CA} +06 <В), LOG ‹АЖВ› 
5а PRINT LOG CA? -LOG (B), LOG ©А/В› 


Ok 
RUN 

‚6?З14718 1. 50743797 
2. 3ӣ25891 2. 3 1 
ー。 ツユ る ど タウ ロア 73 -.91629073 
DK 


円 周 率 ァ * の x 倍 を 与え ます 。 


| PAI (x) 


x … 数 式 。 
な し 
НАЖ лох 倍 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 
球 の 表面 積 を 求め る プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 
球 の 表面 積 S は 、 $5=4лхг? 
で 求め られ 、 下 の サン プル で は 、 2 通り の 式 を 使っ て 計算 し て いま す 。 


LIST 

18 "キュ ウー Z ヒョウ メッ セキ 

ご 9 INPUT Tn ロン ケイ ミリ ョ ドド 

BB Шёбё=ш4жтжЕжЖЕ 

48 WVEB=PAI {4) XR^E 

SA PRINT"#VEF=" IIA; VB 


Ok 

RUN 

nods? 1а 

パー セキ = 1256.6371 1256.6371 
Ok 


šE) PAI(1 ) の 代わ り に 、 シ ステ ム 変 数 の z ヶ (パイ) を 使う こと が で きま す 。 
は 単 精度 で 3.1415927 で す が 、 ヶ 韻 と し て 倍 精度 型 に する と 、3.141592653589793 と し て 使え ます 。 


(zl を 押し な が ら | A| を 押す と 表示 され ます 。) 


3.1.15 RAD 


度 単位 の 数 式 を ラジ アン 単位 に 変換 し ます 。 


x … ラ ジア ン 単 位 に 変換 する 数 式 。 単位 は 度 で す 。 
な し 
度 単 位 の 数 式 を ~ 生 - 倍 し て 、 ラ ジア ン 単 位 に 変換 し ます 。 三角 関数 の 値 を 求め る と き に 使う と 便利 で す 。 


サシ プル 0°, 30°, 45°, 60°, 90° の お の お の に つい て sin と cos の 値 を 求め た プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


UST 

18 А=ЕАР СЙ» 

ей Б=ЕАС 302 

зӣ LC=RAD 449) 

48 С=ЕАР cé B) 

ご ロロ E=RAD С?Й)» 

SO PRINT USING "RH. НЕВЕ" SIN СА CDS (з) 
ZË PRINT USING "##. HBHRR"?SIN CE? $COS В 
80 PRINT USING"HH, #HHH";$SINEC? CDS С) 
?й PRINT USING"HH., HHHH" $SINSD? $COS CD? 
180 PRINT USING"#RH., #BHRH"?SINTE: {COS E) 


Ok. 

FUN 
й.аййй 1, HORE 
B, 5вай а. сада 
а. 7871 а. 77 1 
п. 55А В. TOME 
1. апав а. айай 

Ск 


数 式 の 階 乗 を 与え を ます 。 


n … 階 乗 を 求め る 数 式 。0 一 33 の 整数 。 
な し 
ы; 説 数 式 の 階 乗 x ! が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 
0 か ら 10 ま で の 各 整 数 に つい て 、 階 乗 計 算 を し て み ま し ょ う 。 


® ж = 
т = 
NN ра т 
> 
O 


>н 


LIST 

10 FOR I=ü TO 18 
2@ PRINT ISFAL C1? 
38 NEXT 

Dk 

яшм 


8 3464288880 


= = ч Q ل‎ O. (H + س ل٣ زرا‎ =Q 
Py 
>] 


Ü 


@ 


й поі を 与え ます 。 
| SUM (n 


n … 数 式 。 


し 
i 


Ме 


LIST 


) 


18 FOR I=ü TQ 
zü PRINT I;:SUM(I) 


0 以上 の 整数 値 で す 。 


ー1 十 2 ++ (n -1) 寺 ョ ー す n(n 十 1) が 、 こ の 関数 の 値 に なり ま す 。 


1а 


s NEXT 
DK 
RUN 
8 2 
1 1 
2 З 
3 4 
4 1ӣ 
5 £= 
© 21 
т 28 
8 Зё 
> 45 
1 は 55 
ОК. 
0 以上 1 未満 の 乱数 を 発生 し ます 。 
| RND [ (x) ] 
x … 数 式 。 


RN. 


発生 し た 擬似 乱数 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 こ の 乱数 は 、 0 以上 1 未満 の 乱数 に な っ て いま す 。 


乱数 を 10 個 発生 させ て み ま し ょ う 。 


LIST 


10 РОК I=1 TO ій 
20 PRINT I; FND (15 


Зӣ NEXT 

Ok 

им 

і .5475656Є 
2 .S8308077 
3 .17951131 
4 .14283574 
5 „13336551 
5 <| 6875539796 
7 .46^д4вв& 
3 。  . ら は ロ ら 4 コロ 
ア .71788237 
ій .132&414573 


И 1 а 


3.2.1 ASC 


文字 コー ド を 数 値 に 変換 し ます 。 (< 2 CHR$ ) 


| ASC (文字 列 ) 


文字 列 …… 数 値 に 変換 する 文字 が 左端 に ある 文字 列 。 

省 É 形 な し 。 

文字 列 の 最初 の 1 文字 の キャ ラク タコ ー ド が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 キ ャ ラク タコ ー ド の 値 は 0 一 
255 の 整数 値 で す 。 (巻末 「 キ ャ ラク タコ ー ド 表 」 参 照 ) 文字 列 は 式 や 変数 で か まい ませ ん 。 ま た 、 文 字 
列 が ヌル スト リン グ の と き に 、 こ の 関数 の 値 は 0 に な り ま す 。 


W. W эш f. 


サッ プル А""В','С"& ABC の キャ ラク タコ ー ド に 変換 し ます 。'A BC' の と き は 最初 の A の み コ ー ド に 変 
換 し ます 。 

SS r 
` 8 = ا‎ :БФ= "Е " C= Ше: " : 
йо х= (ка i YT шш CE: Z 


єз OO YT وه وک‎ “Тэ ír 
üë PRINT N TIE 


ОФ= "АВС" 
=ASC (СФ) :0=а5С (ЮФ) 


3.2.2 СНЕ$ 


数 値 を キャ ラク タコ ー ド と みな し て 、 対 応 す る 文字 に 変換 し ます 。( ぐ 三 ASC) 


字 に 変換 する 数 式 。 
0 


省 № Ж CHR. 

解 説 数 値 を キャ ラク タコ ー ド と する 文字 が 与え られ ます 。 数値 1 つ に つき 1 文字 が 得 ら れ ま す が 、 数 値 を 1 
っ ずつ ,( カ ンマ) で 区 切っ て 入れ る と 、 そ の 数 値 の 並び に 対応 する 文字 列 が 得 ら れ ま す 。 
キャ ラク タコ ー ド に つい て は 巻末 の 「 キ ャ ラク タコ ー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 

サン プル キャ ラク タコ ー ド を 文字 に 変換 し ます 。 

65—A 

60—В 

70-L, 79~0,86~V, 69~E, 76~L,89—Y,33—! 

と 各 コ ー ド に 対応 する 文字 が 得 ら れ ま す 。 


{nN 


XE=LHRS 92 
ҮФ=СНЕФ (445) 
2Ф=СНЕФ Ту ТР, BS, SF, 78,87,3237 


РЕІМЧТ ХФ, Y$, Z% 


Жош аш O Са кч 


А [3 お OY ММ г 


= 
> 


А 8: LOUEL Y! 
Dk. 
pL HE rE 


数 字 の 文字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。 
| Ул. (文字 列 ) 


文字 列 …… 数 字 の 文字 列 。 
VA. 
文字 列 の 中 の 文字 と し て の 数 字 を 数 値 に 変換 し ます 。 も し 文字 列 の 最初 の 文字 が 十 , - , & ま た は 数 字 
で な いと き に は 、 こ の 関数 の 値 は 0 に な り ま す 。 ま た 、 文 字 列 の 中 に 数 字 以外 の 文字 (16 進 数 の 場合 は 
AF を 除く ) が 現れ た ら 、 そ れ 以 降 の 文字 は 無視 し ます 。 
この 関数 は 常に 倍 精度 の 値 を も ち ま す 。 


18 А=ЈА ("2356") 

24 B=VAL "ЕН" + "ЕЕСӨ") 
Зӣ С=МА "0 "+" 1776656") 
40 D=VAL "86" +"101000011011"› 
58 АФ=5ТК% СА) 

ca ВФ=НЕХ% (B> 

アロ СФ=0ОСТФ CC? 

Sa D ま =B IN まま て (D ぅ 

?@ PRINT А, АФ 

100 PRINT В,В% 

110 PRINT С, C$ 

128 PRINT D, D$ 


Ok 
RUN 

2356 2356 

-4160 EFC8ü8 

- 74 177666 

2587 1010900011011 
Ok 


STR$, HEX$, OCT$, BINB に つい て は その 関数 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


3.2.4 STR$ 


数 式 の 値 を 文字 の 数 字 に 変換 し ます 。 


STR $ (a) 


省 в 形 | 人 なし 。 
[w 。 説 | 数 式 お よび 数 値 を 表す 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 
正 の 数 の 場合 。 先頭 に スペ ー ス が 一 文字 は いり ます 。 


サン プル 
1@ PRINT ЅТЕФ сӣ) 
zü PRINT STR ま 1 


ЗЯ PRINT 5ТЕФ (255 


3.2.5 НЕХ$ 


機 能 数 式 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 


HEX$ (2) 


yt… 数 式 。 -32768 一 65535 
省 略 形 HE. 
解 説 数 式 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し た も の が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
サン プル же 
EN LIST 
ロイ テム 1й PRINT HEX#(-32768!) 
Zü PRINT HEX ま て gy 
За PRINT НЕХ 23255 
4 PRINT НЕХФ (655351) 
Ок 
ВШМ 
за@й 
а 
ЕВ 
ЕЕРЕ 
[14 
3.2.6 ОСТ$ 


機 能 数 式 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 


енн 数 式 。 -32768 一 65535。 
省 J OC. 
a 説 数 式 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 し た も の が 、 こ の 関数 の 値 に なり ま す 。 


プロ グラ ム LIST 


18 PRINT ПОСТ®Х-527586!2 
ZA PRINT CT TA) 

За PRINT HET 生 で だ ココ) 

44 PRINT HET ま (SA55S5 1) 
Ок. 

=ч 

їй@йййй 

Я 

35 


3.2.7 BIN$ 


数 式 を 2 進数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 


| BIN$ (2) 


DP 数 式 。 -32768 一 65535 


[# m 形 | BL 

数 式 お よび 数 値 を 2 進数 の 文字 列 (0 , 1 か ら な る ) に 変換 し た も の が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 
サン プル LIST | 

プログラム 1й PRINT BIN ま EC-32768 1!) 


2@ PRINT BIN$ (û? 

39 PRINT ВІМФ (239? 
49 PRINT BIN# (65535!) 
DK 

RUN 

їөаайййййййййййёйө 

8 

11101011 
1111111111111111 

Ok. 


(HEX $, OCT $, BIN $ お よび 定数 に つい て ) 


00 00 00000 0 و 
01 01 00001 1 
2 0 2 0 00010 2 
3 0 3 0 00011 3 
4 0 4 0 00100 4 
5 0 5 0 00101 5 
6 0 6 0 00110 6 
7 0 7 0 00111 7 
&HXXKX a 8 01000 10 08‏ 
(&НХХХХ) 9 01001 11 09‏ 
0А‏ 12 01010 10 
НЕХФ 11 01011 13 ов‏ 
КОВАЧ 12 01100 14 0C‏ 
0D‏ 15 01101 13 
0E‏ 6 1 01110 14 
OF‏ 17 01111 15 
10 20 10000 16 
11 21 10001 17 
12 22 10010 18 
4 6 144 1100100 | 100 
3E8‏ | 1750 1111101000 | 1000 
ЕЕЕЕ‏ | 177777 | 1111111111111 | 1- 
FFFE‏ | 177776 | 1111111111111110 2 
FFF6 с‏ | 177766 | 1111111111110110 | 10- 
FF9C‏ | 177634 | 1111111110011100 | 100 - 
FC18‏ | 176030 | 1111110000011000 | 1000- 


3.2.8 LEFT$ 


文字 列 の 左側 か ら 、 指 定 し た 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。( そ >RIGHT$ )) 


| LEFTS (文字 列 , n) 


n … 文 字 列 か ら 取り 出す 文字 数 。 0 一 255 
LEF. 
文字 列 の 左側 か ら 取 り 出 され た n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 n の 値 が 文字 列 の 文字 数 よ 
り 大 きい と き に は 、 す べ て の 文字 が 、n 三 0 の と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が それ ぞ れ 関数 の 値 に な り ま 
е 


LIST 

18 АФ= "АВСОЕРБНІ" 

24 PRINT LEFT* САФ, 14) 
3A4 PRINT ЦЕҒТФ (8%, 45 

40 PRINT LEFT*<A*, 8> 

Ок. 

RUN 

ECDEFGHI 

ABCD 


Ok 


3.2.9 RIGHT $ 


サン プル 
プロ グラ ム 


文字 列 の 右側 か ら 、 指 定 し た 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。( と 逐 LEFT$) 


RIGHT$ (文字 列 , п) 


n … 文 字数 。 0 一 255 
RI. 
文字 列 の 右側 か ら 取 り 出 され た n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 n の 値 が 文字 列 の 文字 数 よ 
り 大 きい と き に は 、 す べ て の 文字 が 、n 0 の と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が それ ぞ れ 関数 の 値 に な り ま 
す 。 


LIST 

18 А%="АВСОЕЕбБНЇ" 

20 PRINT RIGHT*# (АФ, 18? 
ЗЯ PRINT RIGHT*#ñ*, 4? 
48 PRINT RIGHT* СА%,4› 
Ok 

RUN 

AB CDEF GH I 


FGHI 
Ок 


機 能 文字 列 の 中 か ら 、 指 定 し た 数 だ け 一 連 の 文字 を 取り 出し ます 。( 逐 LEFTS$、RIGHTS ) 
| MIDS (文字 列 , 開始 位置 |, n |) 


開始 位置 … 文 字 列 の 最初 の 文字 の 位置 を 1 と する 文字 の 位置 。 
"КОК 文字 列 か ら 取 り 出 す 文 字 の 数 。 0 一 255 
ж 略 形 MI. 
文字 列 の 中 の 開始 位置 か ら 取 り 出 され た n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に なり ます 。n を 省略 し た と き 、 
お よび 文字 列 の 文字 数 より n が 大 きい と き に は 、 開 始 位置 か ら 右 端 ま で の 文字 列 が 、 関 数 の 値 に な り ま 
す 。 開始 位置 が 文字 列 の 数 より 大 きい と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が 関数 の 値 に な り ま す 。 


= LIST 
18 АФ= "АВСРЕЕБНІ" 
2@ FRINT МІСФ САФ, 3, 9) 
за PRINT МІСФ САФ, 57 
ай PRINT MIDAS, 3, 28? 
Ok 
RUN 
ご DEF ロ 
HI 
СОЕЕБНІ 
E 


3.2.11 STRING$ 


任意 の 文字 列 を 任意 の 数 だ け 用 意 し ます 。 
жа 。 式 | 


[ w «| STRING$ (n, | 文字 列 に 
数 式 
баланы 文字 列 の 数 。 0 ~25 


数 式 ……0 一 255 の アス キー コー ド と みな され ます 。 


| 省 № 形 | STRIN. 
解 説 | 文字 列 ま た は 数 式 で 指定 し た 文字 列 を n 個 並べ て 用 意 し ます 。 


プロ グラ ム LIST 
10 АФ= "АВСОЕ" 
20 PRINT STRING# (3, 4k) 
ок 
RUN 
AECDEABCDEAECDE 
ок 


STRING$ (3, A$) は 、A$ 十 A$ 十 A$ と 同じ で す 。 


© 


3.2.12 SPACE$ 


スペ ー ス か ら な る 文字 列 を 与え ます 。 


| SPACE$ (n) 


n… ス ペー ス の 数 。 0 ~25 


# BE | 
[ w =<] 
& 略 形 | SPA. 
サン プル 


n 個 の スペ ー ス (空白 ) か ら を な る 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 


LIST 

10 PRINT "А"; ЅРАСЕФ 10); "А" 
Ok 

RUN 

А A 

Ok. 


3.2.13 INSTR 


文字 列 の 中 に 含ま れる 特定 の 文字 列 の 位置 を 検出 し ます 。 


| INSTR ([ 開 始 位置 ,] 文字 列 1 , 文字 列 2 ) 


開始 位置 … 探 し 始め る 文字 の 位置 。1 一 255 
文字 列 1 の 最初 の 文字 の 位置 を 1 と し ます 。 


省 № J INS. 

文字 列 1 の 中 を 、 開 始 位置 か ら 順 に 右 へ 、 文 字 列 2 が ある か どう か 探し て 行き ます 。 も し みつ か れ ば 、 
その 先頭 の 文字 の 位置 を 関数 の 値 と し 、 み つか ら な けれ ば 、 関 数 の 値 を 0 に し ます 。 開 始 位置 を 省略 す 
る と 、 文 字 列 1 の 最初 か ら 探し 出し ます 。 


プロ グラ ム LIST 
18 АФ= "ЅНАЕР HuBASIC" 


24 PRINT INSTR (S$, "Ни" 
Ok. 


3.2.14 ГЕМ 


文字 列 の 文字 数 を 与え ます 。 
| ГЕМ (文字 列 ) 


省 һ Ж LE. 

解 説 文字 列 に 含ま れる すべ て の 文字 の 数 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 文字 の 数 は 0 一 255 で 、 文 字 列 が ヌル 
スト リン グ の と き は 0 に な り ま す 。 な お 、 空 白 や コン トロ ー ル コー ド な どの 画面 表示 され な い 文 字 も 1 
文字 と し て 数 えま す 。 


プシ デル LIST 


18 As= "ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ" 
20 PRINT ЕМ‹АФ) 


DK. 
アル ファ ベッ ト の 文字 列 の 長 さ は 26 文 字 で す 。 


3.2.15 НЕХСНЕ$ 


16 進 数 の 文字 列 を 、 文 字 列 に 変換 し ます 。 


HEXCHRS$ (文字 列 ) 


文字 列 …16 進 数 の 文字 列 
省 № J HEXC. 


解 説 16 進 数 の 文字 列 を 最初 か ら 2 文字 (2 バイ ト ) ずつ 区 切っ て 、 そ の 2 文字 に 対応 する キャ ラク タ に 変換 し 
て 文字 列 を 作り ます 。 こ の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に なり ます 。16 進 数 の 文字 列 の 中 に スペ ー ス (空白 ) 


が ある と き は 、 区 切れ と みな し 、 無 視 し て 次 へ 進み ます 。 


プロ グラ ム LIST 
18 АФ= "1235454757 AECD 
2а РЕЇМТ НЕХСНЕФ C$ 
Ch. 
LIN 
4 UA 一 オ ү 


оК 


"34567890ABCD" を 、 
"34 56 78 90 АВ CD" と 2 文字 づつ 区 切っ て それ に 対応 する 文字 列 


た Fe افع‎ ы ق‎ > Җы 


/ / 2 “ «7 “ 


"4 V X — # =" を 作り ます 。 


3.2.16 MIRROR $ 


文字 列 の バイ ナリ ー コ ー ド を 転 置 し た 文字 列 を 与え ます 。 


| MIRROR (文字 列 ) 


省 № J MIR. 

解 説 文字 列 の バイ ナリ ー コ ー ド (2 進 コ ー ド ) を 左右 転 置 し た コー ド に 対応 する 文字 列 が 、 
り ま す 。 

サン プル 

プロ グラ ム LIST 


18 АФ=СНЕФ CSHS32 

20 PRINT ВІМФ (ASL ($, B IN (ASC СМІЕЕОЕФ AB) >) 
[#] 4 

RUN 

1 は BB11 1180808881 

ок 


ユー ザー 定義 の キャ ラク タ な どの パタ ー ン を 左右 に ひっ くり 返す と き な ど 便利 で す 。 


(DEF CHR$ 参照 ) 


® 


この 関数 の 値 に な 


3.2.17 MKI$・MKS$・MKD$ 


数 式 を その まま 内 部 表現 (バイ ナリ ィ コ ー ド ) に 対応 し た 文字 列 に 変換 し ます 。 
(2>CVI, ‘CVS CVD) 


MKI$ (整数 値 ) 


| MKS$ ( 単 精度 値 ) 


MKD$ ( 倍 精度 値 ) 


MK. 
MKS. 
MKD. 
Ж 説 MKI$ は 整数 値 を 2 バイ ト の 文字 列 に 、 
MKS$ は 単 精度 値 を 5 バイ ト の 文字 列 に 、 
MKD$ は 倍 精 度 値 を 8 バイ ト の 文字 列 に 、 
それ ぞ れ 変換 し ます 。 
ファ イル に 対し て 数 字 を 記録 する 場合 に 用 いる と 、 フ ァイル の スペ ー ス を 節約 で きま す 。 


プロ グラ ム LIST 
18 ニー 141522: R=1.2Z345678%>81235455# 
=й АФ=МКІФ САИ? 
за В®=МК5Ф (E!) 
48 СФ=МЕОФ (CH 
ба XAST САФ 
SU Y !=DAS (BB? 
тй ®#=СШр ES) 
ЗВ РЕІМТ SE! CR 
#4 PRINT АФІРЕІМЧТ ВФІРЕІМТ СФ 
188 PRINT хитра 


-32 3.141992 1.2З3455787б12345& 


~22 3.141592 1.234567870123456 


3.2.18 CVI・CVS・CVD 


解 説 


文字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。( を >MKI$ 、 MKS$ 、MKD$ ) 


CVI (2 文字 の 文字 列 ) | 


CVS (5 文字 の 文字 列 ) 
CVD (8 文字 の 文字 列 ) 


CVI、CVD に は な し 。 

CVS の 省略 形 は CV. で す 。 

CVI は 2 文字 (2 バイ ト ) の 文字 列 を 整数 値 に 、 

CVS は 5 文字 (5 バイ ト ) の 文字 列 を 単 精度 実数 値 に 、 

CVD は 8 文字 (8 バイ ト ) の 文字 列 を 倍 精度 実数 値 に 、 

それ ぞ れ 変換 し ます 。 

ファ イル か ら 読 み 込ん だ 文字 デー タ を 数 値 に 変換 する 場合 に 、 こ れ ら の 関数 を 使う と 便利 で す 。 


LIST 

18 А%="АВ":Б%="АВСОЕ":С®="АБСОЕЕбБН" 
20 “л=С2/] САФ) 

За B! =CUS KB まう 

4@ C#=CUD (C$) 

5а X$=MK I$ САХ) 

$@ Y*=FMKS* (B!) 

アロ 2%=МКОФ‹С#) 

808 PRINT A$:PRINT B*é$:PRINT СФ 
?@ PRINT ZEB! CE 

188 PRINT X$:PRINTY$:PRINTZ# 


ABCDEF GH 
14961 8.2273479Е-20 8.2273477274184530-20 
АВ 
AECDE 
ABCDEF GH 
Ok 


m 3.3 特殊 関数 


[29] 


3.1 INP 


1 プ O ア ドレ ス の LO ポー ト か ら 1 バイ ト の デー タ を 読み 込み ます 。 


機 能 
| INP oz レス 
IO アド レス … 読 み 込 む セル も プ O ア ドレ ス 。 -32768 一 65535 
を し 
解 説 1 ププ 0 アド レス で 指定 し た 1 プ O ポー ト か ら 読 み 込 ん だ 1 バイ ト の デー タ が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 
値 は 0 一 255 で す 。 
画面 の ホー ム 位 置 (左上 隅 ) に カー ソル を セッ ト し て 、「 AB 」 と 打ち 込ん で か ら 、 次 の プロ グラ ム を 実行 
し で て みて くだ さい めい 。 


ザン = ル де 
プロ ダグ ラム тет 
iH Х=ІМР TSH SS 
ей Ү=ІМЕ Ca HZü8B1) 
за PRINT х, Y 
438 РБЕІМТ СНЕЖ CC § SPC CFT) СНЕФ СҮ» 
Ок 
Еч 
= B 
[4 


画面 (テキ スト 画面 ) は 、 エ LO ポー ト の &H3000 一 &H37FF に 割り つけ られ て いま す 。 


НЕЦ АХЕЈ- 7 Кид 7 5 НО #9, (<5РОКЕ) 


| PEEK (アド レス ) 


アド レス … メ イン メモ リー 内 の アド レス 。 0 一 &HFFFF 
PE. 
メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 し た アド レス か ら 取 り 出 し た 1 バイ ト の デー タ が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
PEEK 関数 を 使っ て メモ リー ダン ププ ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 。 
INPUT XG. 読み 込み 開始 アド レス と 終了 アド レス を 指定 する と 、 その 領域 内 か ら デ ー タ を 読み 込ん で 
メモ リー の ダン プ (dump ) を し ます 。 
桁 を そろ えて 表示 する た め に 、RIGHT$ 関数 を 使用 し て いま す 。 


LIST I 

18 INPUT"Start ñddress=&H", SA$ 
28 INPUT"End ñddres=s=z&H", Eñ 
Bü SA=VAL C"&H" +5A%? 

48 ЕА= ЧА C" H" +Eñ*> 

1û4 PRINT РІСНТФ "ЙЯ" +НЕХФ SADI; 42; " “© 
118 FÜR I=SA ТО SA+? 

128 DT=PEEK ¢1? 

128 PRINT ЕІБНТФ "а" +HEX$ (DT), 2; " "j 
148 _ NEXT 

198 SA=SA+E 

ie PRINT 

178 IF ЗА<=ЕА THEN 188 

DK. 

RUN 

Start аАдге===&Н5ййй 

Епа ñdldlress=&H5B1F 

500908 CS 2С TD Е& ロア ES 21 йй 
SAAS ВЕ ご gd EE ЗА 87 Bü SF ご る 
adi CS 18 ЕЗ ES 21 BB йй B? 
5015 ED 52 ЕІ 37 Ce CB 7А Са 
пк 


3.3.3 РЕЕК@ 


VRAM 内 の 指定 され た アド レス の 内 容 を 読み 出し ます 。( 愛 INP) 


| РЕЕК © (7 FL 2) 


アド レス …VRAM 内 の アド レス で &H2000 一 &HFFFF。 
PE. @ 
VRAM (Video Random Access Memory) の 指定 され た アド レス の 内 容 1 バイ ト が 、 こ の 関数 の 値 に な 
り ま す 。 値 は 、0 一 255 の 整数 で す 。 
カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 左上 隅 ) に も っ て いっ て 、 次 の よう に キー ボー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 
ホー ム 位 置 の アド レス は &H3000、 そ の 属性 の アド レス は &H2000 番 地 な の で 、 ? の キャ ラク タコ ー ド 
と 属性 の コー ド が 得 ら れ ま す 。( 付 録 「 テ キス ト 画 面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス 方 法 」 参 照 ) 


> НЕХФЕРЕЕКа て HS > 
コ F 
Ok 
? РЕЕКӘК&Н2@@Й› 
7 
Uk 


画面 の カー ソル の 水平 位置 を 与え る 。 


| POS (数 式 ) 


数 式 … ダ ミー の 値 0 
な し 
画面 上 の 現在 の カー ソル の 水平 位置 の 値 (WIDTH40 の と き 0 ~39, WIDTH80 の と き 0 一 79) が 、 こ の 関 
数 の 値 に を な り ま す 。 


L TST 
18 CLS4:LOCATE 12, 15 
24 xX=POS 80) 
ЗЯ LOCATE B, а 
48 PRINT X 
RUN 
12 


Ok 


解 説 
サン プル 
プロ ダグラム 


プリ ンタ ー ヘ ッ ド の 現在 位置 を 与え ます 。 


| LPOS (数 式 ) 


数 式 は 何 を 指定 し て も か まい ませ ん 。 
LPO. 
プリ ンタ ー の ヘッ ド の 現在 位置 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 値 の 範囲 は 0 —240 G+, この 関数 を うま 
く 使 うと 、 プ リン ト の 簡単 な 制御 を 行う こと が で きま す 。 
プリ ンタ ー ヘ ッ ド が 40 桁 を 越え る と 改行 する プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 

18 FOR I=1 ТО 5а 

28 IF LPOS (82 248 THEN LPRINT 

ЗӢ LPRINT I; 

4@ NEXT 

së LPRINT 

RUN 

Ok, 


— 


1 
4 


(лд 


LPRINT は 、 バ ッ フ ァ に 1 行 分 の デー タ が た まる と 出力 する よう に な っ て いる の で 、50 行 目 に LPRINT 
を 入れ て プリ ント の 最終 行 の デー タ (47 一 50 の 4 つ ) を パッ ファ か ら 吐き 出す よう に し て いま す 。 


3.3.6 VARPTR 


© 


変数 が 格納 され て いる メイ ン メ モリ ー の アド レス を 与え ます 。 


| VARPTR (変数 ) 


VAR. 
変数 の 内 容 を 記憶 し て いる メイ ン メ モリ ー の 先頭 アド レス が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。(STRPTR 参照 ) 


A=2 13: AD =VARPTR $A? SPRINT AD $ HEX# Сар) 
-24902 ФЕВ 
Ok 

変数 A の 内 容 が 格納 され て いる アド レス は 、9E4E 番 地 で ある こと を 示し て いま す 。 

注 ) BASIC の バー ジョ ン 及 び 変 数 の 状態 、 プ ログ ラム の 有無 に よっ て 値 が 違う こと が あり ます 。 


3.3.7 FRE ° SIZE 


ユー ザー メモ リー の 未 使用 領域 の サイ ズ を 与え ます 。 
[W =] | rm (HA) XESIZE | 


数 式 は 何 を 指定 し て も か まい ませ ん 。 
省 B 形 な し 
Ж БЛ BASIC の プロ グラ ム で 使っ て いな い ユ ー ザ ー メ モリ ー の バイ ト 数 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 


2 ル 
а ? FRE Са) 


23536 
CK 
т SIZE 
23934 
Ck 


注 ) BASIC の バー ジョ ン , 変数 の 状態 及び プロ グラ ム の 有無 に よっ て 値 が 違っ て きま す 。 


画面 の 点 ( ド ッ ト ) の パレ ッ ト コ ー ド を 与え ます 。 


| POINT (х,у) 


x, y… 男 面 上 の 論理 座標 (実数 値 ) 
省 B 形 POI. 


3 説 画面 上 の 1 ドット の パレ ッ ト コ ー ド (0 一 7) を 与え ます 。 パ レッ トコ ー ド に つい て は PALET 文 を 参照 
し て くだ さい 。 WINDOW 外 の 点 は - 1 の 値 を 与え を ます 。 


РОА IF POINT CK fi =2 THEN 188 


上 の 文 は 「 画 面 上 の (X,Y) の ドッ ト が パレ ッ ト コ ー ド の 2 だ っ た ら 行 番号 100 ヘ ジャ ンプ せよ 。」 
と いう 意味 で す 。 


3.3.9 STICK 


ジョ イス ティ ッ ク ま た は テン キー か ら の 入力 値 を 与え ます 。 


STICK (x) 
X's... O у @ 
0… テ ン キ ー 


1 ジグ ジョ イスズ ス ディック 1 
2… ジ ョ イス ティ イッ ク 2 
STI 


ジョ イス ティ ッ ク ま た は キー ボー ド の テン キー か ら 入 力 さ れ た 値 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 
ジョ イス ティ ッ ク に 接続 し て いる 場合 に は 、 ス ティ ッ ク を 倒す 方 向 に よっ て 、 下 の 図 の よう な 値 が 入力 
され ます 。 


キー ボー ド 上 の テン キー か ら は 1 一 9 の 値 の み 入力 され 、 ほ か の キー が 押さ れ た と き に は 、 0 が 入力 さ 
れ ま す 。 フ ルキ ー の 中 の 1 一 9 の キー で も 1 一 9 の 値 が 入力 され ます 。 


LIST 
18 PRINT STICK (02 { : БОТОЙ 
Ok. 


RUN する と 画面 に 連続 的 に 0 が 表示 され ます か ら 、 テ ン キ ー か ら 数 字 キ ー を 入力 し て 、 入 力 値 が 正しい 
か どう か 確 め て くだ さい 。 


止め る と き は 、 と キー を 同時 に 押す か 、 と [c] キー を 同時 に 押し 


て くだ さい 。「Break in 10」 と 表示 し て 止ま り ま す 。 


3.3.10 STRIG 


= = STRIG (x) 


ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ボタ ン ま た は キー ボー ド の スペ ー ス キー の 状態 を 与え ます 。 


x ee 0 п: 
0 … キ ー ボ ー ド の スペ ー ス キー 
1… ジ ョ イス ティ ッ ク 1 の ボタ ン 
2 … ジ ョ イス ティ ッ ク 2 ヶ 
STR. 
ジョ イス ティ ッ ク の (トリ ガー) Ж タン また は キー ボー ド 上 の スペ ー ス キー が 、 
押さ れ て いる と き に は 真 の 値 - 1 が 、 
押さ れ て いな いと き に は 偽 の 値 0 が 、 
この 関数 の 値 に な り ま す 。 


IF STRIG(B) GOTO "BEAN" 


ジョ イス ティ ッ ク の ボタ ン が 押さ れ て いれ ば ラベ ル 名 の "BEAM" に ジャ ンプ させ る 文 で す 。 


3.3.11 СМТ 


カセ ッ ト の 状態 を 与え ます 。 


| CMT[ (х) ] 


CM. 
(1) CMT の み で 引数 が 省略 され て いる 場合 、 


カセ ッ ト の 状態 | 関数 CMT Df 


RECODE 


(2) CMT ( x ) の 書式 の 場合 、 


カ セ v ト の ДХ FE 


関数 CMT(x ) 
の 値 


カセ ッ ト テ ー プ の 回 転 し て いる と き 


カセ ッ ト テ ー プ の 回 転 が 止 まっ て いる と き 


カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト さ れ て いる と き 


カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト さ れ て いな いと き 


カセ ッ ト テ ー プ の 消去 防止 用 の ツメ が 折っ て ある と き 


カセ ッ ト テ ー プ の 消去 防止 用 の ツメ を 折っ て いな いと き 


IF CMT=@ THEN PRINT "22= >п" 
上 の 文 は 「 も し カセ ッ ト レ コー ダー の フタ が 開い て いた ら 画 面 に 『 フ タラ シメ ロ 』 と 表示 せよ 」 
と いう 意味 で す 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル の 終了 を 検出 し ます 。 


EOF (ファ イル 番号 ) 


ファ イル 番号 …OPEN (OPEN 文 参 照 ) で 指定 し た ファ イル 番号 。 
EO. 
ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込ん だ と き に 、 
ファ イル の 最後 の データ で あれ ば 真 の 値 - 1 が 、 
ファ イル の 最後 の デー タ で な けれ ば 偽 の 値 0 が 、 
この 関数 の 値 に を な り ま す 。 


IF EOF 1) THEN CLOSE 提 1 


上 の 文 は 「 フ ァイル 番号 1 の ファ イル が 終り の デー タ な ら ば ファ イル を 閉じ る 。」 と いう 意味 を も 
っ て いま す 。 


漢字 ROM か ら 読 み 込ん だ 漢字 パタ ー ン デー タ が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 


| KANJI$ (x) 


x … 漢 字 コ ー ド 。 整数 。 
KA. 
専用 の 漢字 ROM か ら 読 み 込ん だ 漢字 パタ ー ン (RE16, 横 16 ド ッ ト の サイ ズ ) の コー ド が 、 こ の 関数 の 値 に 
な り ま す 。 
KANJI$ は 、PATTERN 文 と 一 緒 に 使い ます 。(PATTERN 文 参照 ) 


LIST 

18 INIT 

20 POSITION Ө, ê 

30 PATTERN -1&, KANJI$ (&H7F1) 
Ok 


この サン プル が KANJI$ の 基本 的 な 使い 方 を 示し て いま す 。 
実際 に 実行 する と 画面 左上 隅 に 漢字 の 「 漢 」 を 表示 し ます 。(PATTERN 文 参照) 
専用 の 漢字 ROM ボ ー ド が 1I/O ポ ー ト に そう 入 さ れ て な い 場 合 は 白い 正方 形 が 表示 され ます 。 
関数 名 と 引数 を 与え て 、 関 数 ルー チン の コー ル を 行い ます 。 

FN 関数 名 [ (引数 1[, 引 数 2]…) ] 


関数 名 … ユ ー ザ ー の 定義 する 関数 名 。 文 字 型 で も よい 。 

引数 …… この 引数 を DEFFN で 定義 し た 関数 の 引数 の 値 と する 。 
z£ Ú 
DEF FN 参照 。 


LIST 

18 DEF ҒМАФ х) =ЕІБНТФ с "#00" +НЕХФ СХ, 4) 
20 PRINT FNA$ C14? 

Зӣ PRINT FNA$ 1088805 
48 PRINT FNA$ (188885 
Ok 

RUN 

gane 

83E8 

2710 

Ok 


引数 を 与え て 、 機 械 語 サ ブ プルー チン の コー ル を 行い ます 。 


USR [ユー ザー 関数 番号 ] (引数 ) 


ユー ザー 関数 番号 …DEF USR で 定義 し た 番号 0—9 
引数 ee ユー ザー 関数 に 渡す デー タ 


引数 を 機械 語 サ ブル ー チ ン ( ユ ー ザ ー 関 数 ) に 渡し て 、 サ ブル ー チ ン の コー ル を 行い ます 。 引 数 を 持た す 
こと が で きる の で 、CALL (CALL 文 参照 ) と は 区 別 し ま す 。 
この 関数 の 詳細 は 、「 ユ ー ザ ー 命 令 の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ご =USR 1 て 18) 


шше 人 出力 用 文字 関数 


3.4.1 MEM$ 
機 能 指定 し た メモ リー か ら 任 意 の 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。 
[*___ж*] | MEMS 7F レ xp) 
アド レス … メ イン メモ リー 内 の アド レス 。 0 一 &&HFFFF 
П 66656566566. 文字 の 数 。 0 一 255 
省 № Ж МЕМ. 
解 説 メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 し た アド レス か ら 始 まる 領域 か ら 、n 個 の 文字 を 取り 出し て 、 関 数 の 値 に し ま 
ず 。 
サ 2 7 ル “5 - с 
プロ グラ ム M$=MEMS (&НЕЕЙ@, 255) 


3.4.2 SCRN$ 
テキ スト 画面 上 の 文字 列 を 与え ます 。 


| SCRNS (x, y, n) 


إا 


x, "カー ソル の 絶対 座標 。 x が 水平 位置 、y が 垂直 位置 


аһ Ж SCRN. 


| FF 
НЫ | 


解 説 テキ スト 画面 上 の 水平 座標 x 、 垂 直 座標 ゞ か ら n 個 の 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に なり ます 。 
n が 0 の と き 、 関 数 の 値 は スル スト リン グ に な り ま す 。 
カー ソル を ホー ム 位 置 に し て 10 数 個 、 文 字 を 打ち 込ん で 、 次 の プロ グラ ム を 実行 し て みて くだ さい 。 
= (た だ し 、 プ ログ ラム は 画面 の 下 の ほ うに 作る こと ) 注 ) ホー ム 位 置 は 画面 の 左上 隅 で す 。 
ا‎ dya AECDEFGSHIJKLMNOPDRSTLI 
PRINT SCRN$ CB, Йй, 10) 
ABCDEF GH I J 
Ок 
3.4.3 CHARACTER$ 
機 Е] 指定 し た カー ソル 位置 の 文字 を 与え ます 。 (>SCRN$) 


| CHARACTER$ (х,у) 


x, y…… カ ー ソ ル の 座標 x 列 y fT 
x… 水 平 位 置 WIDTH40 の と き 0-39 
WIDTH80 の と き 0 一 79 
y … 垂 直 位 置 0 一 24 


省 B JE CHAR. 
Ë х 列 y 行 の カー ソル 位置 に ある 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 こ れ は SCRN$ (x,y,1) と 同じ も の 
と 考え る こと が で きま す 。 
プロ グラ ム ШІЅТ 
18 LOCATE Ө, а: РЕІЧТ "ж" 
20 АФ=СНАРАСТЕБВ%Ф 0, 82 
コロ LOCATE 8, ІЯ: РРІЧТАФ 


АМ 


3.4.4 CGPAT$ 


キャ ラク タコ ー ド に 対応 する 32 バ イト (32 文字) の スト リン グ を 与え ます 。 


| CGPAT$ (キャ ラク タコ ー ド ) | 


キャ ラク タコ ー ド …0 —255 

省 № J CGP. 

解 説 | キャ ラク タコ ー ド と ユー ザー 定義 の キャ ラク タ に 対応 する 32 バ イト (32 文 字 ) の スト リン グ デ ー タ を 返し 
ます 。 左 か ら 8 文 字 が ノー マル キャ ラク タ の ビッ トバ パタ ー ン で 作ら れ た 文字 、 次 の 8 文字 が DEFCHRS 
文 に よっ て 、 ユ ー ザ ー が 定義 し た キャ ラク タ の 青色 の 部 分 の ビッ ト パ タ ー ン で 作ら れ た 文字 、 次 の 8 文 
字 が 赤色 の 部 分 で 、 最 後 の 8 文字 が 緑色 の 部 分 で 作ら れ た 文字 に な り ま す 。 

た と えば 、 キ ャ ラク タ H の コー ド は &H48 で す が 、 こ の コー ド に DEFCHR$ に よっ て シア ン 色 の 斜線 を 
定義 し た 場合 を 例 に と り ま す 。 


m ж 
| | 


キャ ラク タ H( キ ャ ラク タコ ー ド &H48) の ドッ ト パ タ ー ン を 下 の 図 に 示し ます 。 


2 進 コ ー ド 10 進 コー ド 
10000010 66 
10000010 66 
10000010 66 
11111110 126 
10000010 66 
10000010 66 
10000010 66 
00000000 0 


また 、 キ ャ ラク タコ ー ド &H48 に 下 の 図 の よう な キャ ラク タ を 定義 し ます 。 


青 と 緑 の 部 分 赤 の 部 分 
2 進 コ ー ド 2 進 コ ー ド 10 進 コー ド 
00000001 Е 00000000 0 
00000010 mm 00000000 0 
00000100 иш 00000000 0 
00001000 ГТ 00000000 0 
00010000 「 | | 00000000 0 
00100000 иш 00000000 0 
01000000 = 00000000 0 
10000000 ЕГ 00000000 0 


LIS 
18 
zü 
зӣ 
48 
ウロ 
sa 
7а 
ей 
?й 
188 
118 
12 € 
128 
148 
158 
1568 
179 
188 
179 
200 


上 の 例 に つい て の サン プル プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


т 
SCREEN ü, й, ü8:HIDTH 4а 

DIM 5ТФ 52) 

РЕІМТСНЕФ НАЗ) * E3" Н ノー ヒョウ a 


キャ ラク ター ノニ ー テ イキ Ya 
Añ*$=HEXCHRE*("B1820483818082040808") 
МФ=НЕХСНЕФ て ロロ OA 
DEF СНЕ% 8Н43 > =$ +H$ +6$ 


ィ "キャラ クタ 2 ヒョウ ジョ 

CGEN 1 

PRINT CHR ま (BLH48) 

LGEN й 

"テイ キー シタ キャ ラク タ — タイ スル 22*s>”"” = ІЉЬ 
CG*=CG6PAT* (&H48) 

PRINTHO, CGS 

‘AEE キト ラク タコ ー ト "メメ ヒョウ ショ 
FOR 1=1 TQ 32 
5Т%‹1›=11—2%©Сб6%, I, 1) 

PRINT LISING"#### "АЗС БТФ СІ; 
IF KI MOD 23} =@ THEN PRINT 
NEXT 


17017 HOD PRINT # 0 は 、CGPAT$ (& H48) に 含ま れ て いる コン トロ ー ル キャ ラク タ を 表示 する た め 
に 使っ て いま す 。 


参考 の た め 、200 一 240 行 で CGPAT$ (&H48) の 各 キ ャ ラク タ の コー ド を 求め て 表示 し て いま す 。 


下 が 実 行 さ せ た 結果 で 、 3 行 目 が CGPAT$ (& H48) の 32 文 字 の 文字 列 で す 。 2 行 目 の プ は 、 実 際 に は 
シア ン 色 で 表示 され ます 。 


1 
1 


4 行 目 は 、3 行 目 の BBB BBB の 各 キ ャ ラク タ を 10 進 コー ド に 変換 し た も の で 、 こ れ の 2 進 コ ー ド が 


H の ド 


ッ ト パ ター シ を 表し て いま す 。 


AA 


が 2 行 目 の の 青 の 部 分 の ドッ ト パ タ ー ン を 表し て いま す 。 
6 4r Hz. оо а а @⑯@^@^@ の 各 キ ャ ラク タ を コー ド に 変換 し た も の で 、 の 赤 の 部 分 の ドッ ト 
パタ ー ン を 表し ます が 、 例 で は ドッ ト が な い の で 、 0 が 並ん で いま す 。 


7 行 目 は 、5 行 目 と 同じ で 、 こ の 2 進 コ ー ド が ン の 緑 の 部 分 の ドッ ト パ タ ー ン を 表し て いま す 。 


の 各 キ ャ ラク タ を コー ド に 変換 し た も の で 、 こ れ の 2 進 コ ー ド 


3.4.5 INKEY$ 


キー ボー ド か ら の 1 文字 を 与え ます 。 


INKEY$ | (n) | 
ат 


п= 0. 1, 2 
INK. 
ra ЕЛ キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 1 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
引数 の 状態 に よっ て 、4 つの 機能 を も っ て いま す 。 
( 1 ) 引数 が 省略 され た 場合 
キー が 押さ れ た 時 、 そ の 文字 が 関数 の 値 に な り 、 
押さ れ て いな けれ ば 、 ヌ ルス トリ ング が 関数 の 値 に な り ま す 。 
(2) n テ 0 の 場合 
キー が 押さ れ て いれ ば 、 間 断 な くそ の 文字 が 関数 の 値 に な り 、 
押さ れ て いな けれ ば 、 ヌ ルス トリ ング が 関数 の 値 に な り ま す 。 
(3) nー1 の 場合 
カー ソル を プリ ンク し 、1 文字 の 入力 が ある まで 待ち ます 。 1 文字 入力 の INPUT$B と 考え る こと 
が で きま す 。 
(4) n=2 の 場合 
キー ボー ド か ら の 入力 状態 を 示す サブ CPU か ら の 1 バイ ト の 情報 が この 関数 の 値 に な り ま す 。 o 
入力 状態 を 表す 情報 の ビッ ト 構 成 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


7 6 5 4 вв 1 0 

回 回 EE 

ビッ ト | 入力 状態 入力 有 | 入力 無 
T テッ キー 分 分 0 


P キー の 入力 0 1 

R リピ ー ト 機能 働い て いる 0 | 働い て いな い 1 

G GRAPH キ ー 0 1 

EÉ CAP LOCK キー 0 1 

К カナ や ご Рек 0 1 

S SHIFT キー 0 1 

C CTRL キー 0 1 
サン プル 
プロ グラ ム IF INKEY ま ="8" БОТО "UP" 


3.4.6 INPUT $ 


機 能 キー ボー ド な どの 入力 類 置 また は ファ イル か ら 文 字 列 を 読み 込み ます 。 
| INPUTS (nl, (#1 ファ イル 番号 ]) 

ПЕЕ 読み 込む 文字 数 0 ——255 

ファ イル 番号 …OPEN (OPEN 文 参照 ) で 指定 し た ファ イル 番号 
І.Ф 


解 説 キー ボー ド な どの 入力 装置 また は テー プ な どの ファ イル か ら 読 み 込ん だ n 個 の 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に 
REIS 
,[ 韻 ] ファ イル 番号 を 省略 し て INPUT$(n ) と する と 、 キ ー ボ ー ド か ら n 個 の 文字 を 読み 込み ます 。 な 
お 、BREAK コ ー ド (03) を 除く すべ て の 文字 の 読み 込み が 可能 で す 。 

サン プル 

プロ グラ ム IF INPUTS (5) < У "БНАЕР" THEN FRINT"COMPUTER " 


タイ マー 変数 


3.5.1 TIME$ 


内 蔵 時 計 の 時 間 を 与え ます 。 


| TIMES 


引数 は あり ませ ん 。 
ж B J な し 
内 蔵 時 計 の 値 が 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 
hh : mm: ss の 文字 式 で 表 さ れ ま す 。 


hh …00 一 23 
mm ***007~-59 
ss …00 一 59 
サシ ル 
プロ グラ ム PRINT ТІМЕФ 
13:08:57 
Dk 
3.5.2 DAY$ 


内 蔵 カ レン ダー の 曜日 を 与え ます 。 


DAY$ 


引数 は あり ませ ん 。 
[ë № Ж] DAY. 
内 蔵 カ レン ダー の 曜日 が 、 こ の 変数 の 値 に なり ま す 。 


SUN. 日 曜日 
MON. 月 曜日 
TUE. 火曜 日 
WED. 水曜 日 
THU 木曜 日 
F RI. 金曜 日 
SAT. 土曜 日 
サシ PJ ル 
プロ グラ ム PRINT DAY$% 
SUN 
Ok. 


3.5.3 DATE$ 


内 蔵 カ レン ダー の 年 月 日 を 与え ます 。 


| DATES 


ー | 


ж ж 
引数 は あり ませ ん 。 
DATE. 


解 = 内 蔵 カ レン ダー の 年 月 日 が 、 こ の 変数 の 値 に を なり ます 。 年 は 初期 状態 で 82 年 と を り 、DATE$ の 代入 に 


より 変更 を 受け ます が 、 時 間 が た っ て も 変化 し ませ ん 。 


$ 7 ル 

プロ グラ ム PRINT САТЕФ 
50/01/01 
Ok 

3.5.4 TIME 


内 蔵 時 計 に よる スト ッ プ ウォ ッ チ の 時 刻 を 与え ます 。 


引数 は あり ませ ん 。 


[機能 | 
[w =] | TIME 
Га m ж] 


# № JE ТІМ. 


解 説 TIME に 代入 し た 時 刻 (0 一 86399 秒 まで の 値 ) に 、 経 過 秒 数 を 加え た 値 が 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 


86399 秒 を 越え る と 再び 0 秒 に 戻り ます 。 
これ に より 、 内 蔵 時 計 に 影響 を 与え ず に 時 間 を 計測 する こと が 可能 と な り ま す 。 


プロ ログ ラム LIST 
19 TIHE=ü 
24 FOR 1=8 TO 188808:HEXT 
Зӣ PRINT TIME 
Qk 
RUN 
ら 
Ok. 


L ATST 
18 ТІМЕ=а 
20 FOR IZ=8 ТО 188808:HEDxT 
Зӣ РЕІМТ TIME 
оак 
RUN 
4 
Ok. 


m= ンス テム 変数 


cw 


.6.1 CSRLIN 


カー ソル の 垂直 位置 を 与え ます 。 


| CSRLIN 


引数 は あり ませ ん 。 
CSR. 
現在 の カー ソル の 垂直 位置 が 、 こ の 変数 の 値 に を な り ま す 。 値 の 範囲 は 0 一 24 で す 。 


LOCATE 5, 1B:PRINT POS Gû? iCESRL IN 


18 


(Л 


ОЕ. 


3.6.2 STRPTR 


© 


文字 デー タ が 格納 され て いる メイ ン メ モリ ー 内 の 領域 の 先頭 アド レス を 与え ます 。( 逐 VARPTR) 


| STRPTR 


引数 は あり ませ ん 。 
STRP. 


VARPTR (VARPTR 文 参照 ) で は 、 整数 型 、 単 精度 型 、 倍 精 度 型 の 数 値 デ ー タ に つい て は 、 そ の デー タ 
の 格納 され て いる メモ リー の 先頭 アド レス が 与え られ ます が 、 文 字 デ ー タ に つい て は 、 そ の 文字 列 の 長 
さと 、 文 字 デ ー タ の 格納 され て いる 領域 の 先頭 アド レス を 0 と する 相対 アド レス が 与え られ ます 。 よ っ 
て 、 文 字 デ ー タ の 格納 され て いる 実際 の アド レス を 知る た め に は 、 文 字 デ ー タ の 格納 され て いる 領域 の 
先頭 アド レス の 絶対 的 な 値 を 知る 必要 が あり ます 。 文字 デー タ が 格納 され て いる 先頭 アド レス が 、 こ の 
変数 の 値 に な る の で 、 こ の 変数 の 値 STRPTR と VARPTR の 相対 アド レス の 値 を 加え る こと に よっ て 、 
先頭 アド レス を 知る こと が で きま す 。 
АС =5ТЕРТЕ:РРІМЧТ AD:HEX#* А0 > 


-24887 ЕС? 
Ok 


現在 読み 込み 中 の DATA 文 の 行 番号 を 与え を ます 。 


| DTL 


引数 は あり ませ ん 。 
DT. 
DATA 文 の デー タ を 読み 込ん で いる と き 、 そ の 行 番 号 が 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 


IF DTL=1B88ü THEN RESTORE 1588 


3.6.4 ERL 


プロ グラ 
3.6.5 ERR 
機 能 


エラ ー 発 生 時 に 、 そ の 行 番号 を 与え ます 。 


Е 


引数 は あり ませ ん 。 


な し 

プロ グラ ム の 実行 中 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、 そ の エラ ー が 発生 し た 文 の 行 番号 が 、 こ の 変数 の 値 に な 
り ま す 。 な お 、 ダ イレ クト 実行 で の エラ ー 発 生 で は 影響 を 受け ませ ん 。 

ON ERROR GOTO 文 の サン プル プロ グラ ム 参 照 。 


LIST 

i ON ERRODR GOTI 1ййй 

Ed PRINT 1078 

38 PRINT 1Е+38ж1Е +38 

48 ЕМС 

IMAM IF ERL に = THEN FFIHT"Diuismgiorn ヒッ zero" RESUME NEXT 
181068 IF ERL= コ 9 THEN РҒЕІШЧТ"Ооег flaw" RESUME NEXT 
1828 ON ЕРЕСЕ GOTO а 

Ок, 

FLIN 

Diuision Ьу zero 

Duer + CL 

m 


エラ ー 発 生 時 に 、 そ の エラ ー コ ー ド を 与え ます 。 


ERR 


引数 は あり ませ ん 。 
な し 
プロ グラ ム の 実行 中 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、 そ の エラ ー の エラ ー コ ー ド が 、 こ の 変数 の 値 に を な り ま す 。 
エラ ー コ ー ド に つい て は 、「 エ ラー コー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 な お 、 ダ イレ クト 実行 で の エラ ー 発 
生 で は 影響 を 受け ませ ん 。 
ON ERROR GOTO 文 の サン プル プロ グラ ム 参 照 。 


LIST 
18 ё=10ӣ/0 
Ok. 
ЕЧ 
Diu1 ミ 1 ロロ Ьу zero іп 18 
ОК, 
TERR 
11 
оК 
PERL 
18 
DE. 
ERROR EFF 
Division Ьу zera 
Ok 


A.| テキ スト 画面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス 方 法 iw 


テキ スト 画面 と テキ スト 画面 の 属性 は 共に 入出 力 ポ ー ト に 割り つけ られ て いて 、 そ れ ぞ れ 2K バ イト (2048 バ イト ) の 
容量 を も っ て お り 、 そ の アド レス は 
テキ スト 画面 &H3000 一 &H37FF 
テキ スト 属性 &Н2000—&Н27ЕЕ 
と な っ て いま す 。 
テキ スト 画面 と テキ スト の 属性 と は ちょ うど 1 対 1 に 対応 し て いて 、OUT コ マン ド や POKE@②@ ス テー トメ ント を 使う こ 
と に より 、1 バ イト 単位 で テキ スト の 属性 を 指定 する こと が で きま す 。 
テキ スト の 属性 8 ビッ ト の ビッ ト 構 成 は 下 に 示す 通り で す 。 


7 6 5 4 3 2 1 0 
HSIVSICGICFICRI G R B 


(1) B・R・G… カ ラー 指定 (>COLOR) 


テキ スト 画面 の カラ ー は ビッ ト B( 青 指定 )、R ( 赤 指 定 ) 、G( 緑 指定 ) の ビッ ト パ タ ー ン の 組み 合わ せ に より 、 下 の 表 
の よう に 決定 され ます 。 


ビッ ト 


(2) CR … キ ャ ラク タ の 反転 指定 (や CREV) 
0 の と き テ キス ト の キャ ラク タ は 標準 モー ド (normal mode) 
1 の と き テ キス ト の キャ ラク タ が 反転 モー ド (reverse mode) と な り ま す 。 


(3) CF … キ ャ ラク タ の 点滅 指定 (CFLASH) 
0 の と き テ キス ト の キャ ラク タ は 標準 モー ド (normal mode) 
1 の と き テ キス ト の キャ ラク タ は 点滅 モー ド (flashing mode) と な り ま す 。 


(4) CGC…ROM/ RAM の 切り 換え 指定 (CGCEN) 
本 機 は ユー ザ 定 義 の キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ RAM(RAMCGC) と あら か じ め テ キス ト の キャ ラク タ が 書き 込ま れ て いる 
ROM(ROMCG) を 持っ て いま す 。 


ROMCG , RAMCG を アク セス する コー ド は それ ぞ れ &H00~&HFF ま で の 256 が 割り 当て られ て いま す 。( シ キャ ラク 
タコ ー ド 表 ) 
テキ スト の キャ ラク タ 表 示 コ ー ド が ROMCG を アク セス する の か 、RAMCG を アク セス する の か を 決定 する の が 
ビッ ト CG で す 。 

0 の と き ROMCG を 

1 の と き RAMCG を アク セス し ます 。 


(6) VS・HS… キ ャ ラク タ の サイ ズ 指 定 (CSIZE) 
ビッ ト VS, HS を 下 の 表 の よう に セッ ト す る こと に より 、 キ ャ ラク タ の サイ ズ を 変え る こと が で きま す 。 
た だ し VS を セッ ト す る 場合 は 、 一 行 分 セッ ト し て 下さ い 。 
ビッ ト 


標準 サイ ズ 
垂直 2 倍 
水平 2 倍 
垂直 水平 2 倍 


数 値 デ ー タ の 内 部 表現 と 外部 表現 


SHARP HuBASIC で 扱う 数 値 は 、 内 部 表現 で は 2 進 浮動 小数 点 形式 で 記述 され 、 演 算 や 比較 も この 形式 の まま 実行 き 
れ ま す 。 2 進数 表現 の 場合 、 数 値 は 必ず し も 正確 で は を な いた め 、 実 数 演算 、 比 較 を どの 処理 で は 、 誤 差 の 発生 、 あ る い は 、 
外部 表現 (PRINT 文 を ど に よっ て 表示 され る 表現 ) と の 食い 違い の 発生 に 注意 する 必要 が あり ます 。 

た と えば 、 あ る 演算 の 結果 の 値 が 、 数 学 的 に は 整数 と な る 場合 で も 、 演 算 の 途中 で 整数 以外 の 値 を 扱っ て いる 場合 に は 、 
内 部 表現 で は 必ず し も 整数 が 得 ら れる と は 限り ませ ん 。 

数 値 デ ー タ の 内 部 表現 の 外部 表現 に 与え る 影響 に つい て 例 を あげ て 説明 し て み ま し ょ う 。 た と えば 、 変 数 A の 初期 値 を 
0 と し て 0.1 ず つ 加 え 続 ける と いう 演算 を 行う と 、0.1 は 内 部 表現 で は 正確 な 小数 の 0.1 で な いた め 、 加 え 続 け て いる うち に 
誤差 を 蓄積 し て 、 外 部 表現 に 影響 を 与え を ます 。 

プロ ダグ ラム 1 


T Өз ру ке ва 
©з (Лр 
L 本 
п 中 
Lx 
+ 
. جم‎ 
+ー H 


PRINT А; E) .1=0.1 


NEXT I 


mm (G Q 


F 
Э 


プロ グラ ム を 実行 する と 、 


45.5 45.5 45.7 
アア 46.2999 79 
; 99999 465. 599795 


と いう よう に 初め は .1 , .2 , .3 ,… と 増え て 行き ます が 、45.8 を 過ぎ る と 、 誤差 が 現れ ます 。 

これ は 、 内 部 表現 の 誤差 が た まっ て 、 外 部 表現 に 影響 を 与 を た た め に 超 こ る 現象 で す 。 

この 不 合 理 を 取り 除く た め の 対 策 と し て は 、 ま ず 第 1 に 整数 の 1 を 加え る と いう 整数 演算 を 行っ て 、 そ の 結果 を 10 で 割 
っ て 小数 に 戻す と いう 方 法 が あり ます 。 


グロ ログ ラム の 
18 А=0 
15 РОК I=ü8 ТО 158080 
гй а=з+]1 
24 PRINT ñZ1808; 
aü ҸЕХТ I 


どう し て も 0.1 ず つ 加 えた い 場 合 に は 、10 倍 し て 整数 型 に 変換 し て か ら 10 で 割っ た 値 を 出力 する と いう 方 法 や 、 い っ た ん 
文字 型 に 変換 し て か ら 数 値 型 に 戻し た 値 を 出力 する と いう 方 法 が あり ます 。 下 に プロ グラ ム を 示し ます の で 各自 試し て み 
て くだ さい めい 。 


プロ グラ ム 3 (10 倍 し た 値 を CINT を 使っ て 整数 型 に 変換 し て か ら 10 で 割る ) 
L IST 
18 ñ=ü 
19 FOR I=@ TO 1588 
20 А=А+. 1 
25 А=СІМТ ‹АЖіЙ> #18 
Зӣ PRINT ñ; 
40 NEXT 
Ok 


プロ グラ ム 4 (STR$ を 使っ て 文字 型 に 変換 し て か ら VAL を 使っ て 数 値 型 に 戻す ) 


25 Añ=VAL (STR* (А) ) 
ЗЯ PRINT ñ; 
16 NEXT 


また 、FOR 一 NEXT 文 に お いて 、 プ ログ ラム 5 の よう に 、 初 期 値 0 か ら 終了 値 1 まで 増加 0.1 で 回 す と 、 誤 差 の た め 、 
最後 の 1 に な る まで ルー プ し ませ ん の で 、 こ れ を 防ぐ た め に プロ グラ ム 6 の よう に 、 増 分 を 整数 の 1 と し て 、 初 期 値 0 か 
ら 終 了 値 10 ま で 回 す よ うに する 必要 が あり ます 。 
プ 避 グラ ム 5 
LIST 
10 FOR I=0 TO i STEP .1 
24 PRINT I; 
3@ NEXT 


プロ グラ ム 6 
LIST 


1@ FOR I=@ TO ій 
24 PRINT 1/10; 


З@ NEXT 
Dk. 
RUN 
8 1 2 з .4 .5 © 7 に е 1 
Ok 


その ほか 、0.1 を 3 で 割っ て 、 次 に 3 倍 す る と いう 演算 を 行う と 、 内 部 表現 が 正確 を 0.1 と な ら な いた め IF 
文 の 比較 で 演算 結果 と 0.1 が 一 致し を いと いう こと が 起こ り ま す 。 


アロ グァム 7 
LiST 
19 A=, 1/ЗжЗ 
20 B=. 1 
Зӣ PRINT"A=" jA tPRINT"E=" 3E: 
42 PRINT LISING "нян, HHHHHHHHHHHH" ASB 
Sü IF A=E THEN PRINT"34!":END ELSE PRINT"7M4!" FEND 


ê } 


а. 


йЙйййайайаз= ё. 1йййййаййайй& 


IF 文 の 比較 は 内 部 表現 に よっ て いる た め 、 こ の よう な 不 合理 が 生じ る も の で 、 こ れ を 解消 する た め に 、 プ ログ ラム 8 の 
よう に 比較 の 部 分 を 変え て 、103 の 精度 で 比較 する よう に する と よい で し ょ う 。 


プロ グラ ム 8 


LIST 

18 ñ=. 1/3ж3 

20 B=. 1 

38 PRINT"ñA=";A:PRINT"B=";B 

40 PRINT USING"HHH, HHHHHHHHHHRH "I AE 

Së IF АБЗ А-Б) <. 00000001 THEN PRINT" ヨ イ ! ":ЕМО ELSE PRIHT"2ML4!":END 
ок 


RUIN 
= 。1 
B= 。1 
о. 1й@а@айаййайз= ва,1аайайаййайийа& 
ヨイ ! 
Ок 


тт A.2 コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 省略 形 一 覧 表 am 


実際 プロ グラ ミン グ を する と き 、 省 略 形 を 知っ て いる と 、 た い へ ん 便利 を の で 、 下 に その 一 覧 表 を 示し ます 。 


(注意 ) た と えば 、LIST の 省略 形 は し . で す が 、 実際 に は それ より 長い LIL. や LIS. も 省略 形 と し て 使う こと が で きま す 。 
そこ で 、 下 に 示す 省略 形 は いずれ も 省略 形 の 中 で 最短 の も の と し ます 。 また 、 省 略 形 の 最後 に は 必ず ピリ オド 


を つけ ます 。 


省略 形 入力 後 、 再 び 表示 する と 、 も と の 形 で 表示 され ます 。 


も と の 形 省略 形 も と の 形 省略 形 
ABS AB. CURSOR CU. 
APSS AP. CVD な し 
ASC な し CVI な し 
ASK AS. CVS су. 
ATN АТ. DATA DA. 
AUTO А, DATE$ DATE. 
BEEP BE. DAY$ DAY. 
BIN$ BI. DEFCHR$ DEFCHR. 
BOOT BO. DEFDBL DEFD. 
CALL CA. DEFFN な し 
CANVAS CAN. DEFINT DEFTI. 
CDBL CD. DEFKEY DEFK. 
CEFLASH СЕ. DEFSNG DEFS. 
CGEN CG. DEFSTR DEFST. 
CGPAT$ CGP. DEFUSR な し 
CHNNEL CHAN. DELETE D. 
CHARACTERS CHAR. DEVICE DEV. 
СНЕ$ CHR. DEVIS な し 
CINT CIN. DEVO$ DEVO. 
CIRCLE CL DIM DI. 
CLEAR CLE. BYE DT. 
CLICKON CLI.O. EDIT Е. 
CLICKOFF CLI.OF. EJECT EJ. 
CLOSE CLO. END EN. 
CLR な し EOF EO. 
CLS СІ. ЕКАЅЕ ЕК. 
CMT CM. ERL な し 
COLOR COL. ERR な し 
CONSOLE CONS. ERROR ERR. 
CONT C. EXP EX. 
COS な し FAC な し 
CREV CR. FAST FA. 
CRT な し FILES FIL, 
CSIZE CS. FIX ا‎ 
CSNG CSN. FN を し 
CSRLIN CSR. FOR F. 
CSTOP CST, FRAC FR. 


も と の 形 


FRE 
GET@ 
GOSUB 
GOTO 
GRAPH 
HCOPY 
HEXCHRS 
НЕХФ 
IF/THEN/ELSE 
ІМКЕҮ$ 
INP 
INPUT 
INPUT# 
INPUT $ 
INSTR 
INT 
KANJI$ 
KEY 

KEY0 
KEYLIST 
KEYOFF 
KEYON 
KEYSTOP 
KILL 
KLIST 
LABEL 
LAYER 
ГЕЕТФ 
ГЕМ 

LET 
LFILES 
LIMIT 
LINE 
LINE INPUT 
LINE INPUT# 
LINPUT 
LIST 
LLIST 
LOAD 
LOADM 
LOAD? 
LOG 
LOCATE 
LPOS 
LPRINT 
MAXFILES 
MEM$ 


省略 形 


HEXC. 

НЕ. 

ТЕ/ТИ. /ЕТ.. 
INK. 


LA. 

LAY. 
LEF: 

を し 

(完全 省略 ) 
ГЕ. 

LIM. 

な し 
LINEI. 
ГІМЕІ. # 


ш. 


ГРО. 

LP. EEG? 
MA. 

MEM. 


MERGE 
MID$ 
MIRROR$S$ 
MKD$ 
MKIS 
MKS$ 
MON 
MUSIC 
NEW 
NEWON 
NEXT 
0CT$ 
ON 
OPEN 
OPTION BASE 


OPTION SCREEN 


OUT 

PAI 
PAINT 
PALET 
PATTERN 
PAUSE 
PEEK 
PEEK@ 
PLAY 
POINT 
POKE 
РОКЕ@ 
POLY 
POS 
POSITION 
PRESET 
PRINT 
PRINT # 
PRW 
PSET 
PUT@ 
RAD 
READ 
REM 
RENUM 
REPEAT 
REPEAT OFF 
REPEAT ON 
RESTORE 
RESUME 
RETURN 


Р. #287 
Р.# #7431? # 
な し 

PS. 

な し 

な し 

REA. 
"(アポ スト ロフ ィ ) 
REN. 

REP. 
REP.OF. 
КЕР.О. 
RES. 
RESU. 

RE. 


RIGHT$ 
RND 
RUN 
SAVE 
SAVEM 
SCREEN 
SCRN$ 
SCROLL 
SEARCH 
SGN 

SIN 
SOUND 
SPACE$ 
SPC 
SPEED 
SQR 
STICK 
STOP 
STRIG 
STR$ 
STRING$ 
STRPTR 
SUM 
SWAP 


(論理 演算 子 の 省略 〉 
NOT=NO0. 
AND=AN. 
XOR=X. 

IMP =IM. 
EQV=EQ. 


TEMPO 


TIME 

ТІМЕ$ な し 
TRACE Т. 
ТКОЕЕ ТКОЕ. 
TRON TRO. 
TVPW OFF TV.OF 


TVPW ON 
UNTIL 
USR 
VAL 
VARPTR 
VDIM 
VERIFY 
УОТ. 
WAIT 
WEND 
WHILE 
WIDTH 
WINDOW 
WRITE 
WRITE# 


m A.3 機械 語 と の リン ク 方 法 


A.3.1 モニ ター の コマ ンド 


本 機 の BASIC は 機械 語 の 入力 を 容易 に する 為 に MON 部 を 設け て いま す 。 

スタ ッ ク ・ ワ ー ク エリ ア と し て は FF00 一 FFFF (16 進 ) を 使用 し て いま す 。 

この モニ ター は BASIC の MON 命 令 に よっ て 使用 可能 な 状態 に まな り 、BASIC 同 様 、 ス クリ ー ン エディ ター を 内 蔵 し て い 
て 、 次 に 示す エディ ッ ト 書 式 に より 、 メ イン メモ リー64K の どの アド レス で も 書き か え 可 能 で す 。 


・ ア ドレ スー デー ター デー ター デー タ ……… Ш) デー タ 間 の は 、 1 文字 分 の スペ ー ス (空白 ) を 表わし て いま す 。 
(コロ ン ) … エ ディ ッ ト 可 能 な 行 で ある 事 を 示す マー ク 
(BASIC の 文 番 号 と MON の アド レス を 区 別 す る 為 ) 
アド レス ……16 進 数 4 文字 以内 で 指定 し 、 先 頭 の デー タ が は いる メイ ン メ モリ ー の アド レス (0 ~FFFF) 
= (等 号 ) … ア ドレ ス 部 と デー タ 部 を 区 別 す る 為 の セパ レー ター 
TF FY 16 進 数 2 文字 以内 あるいは : (モミ コロ ン ) 十文字 で 指定 し 、8 ビッ ト の デー タ あ る い は 指定 文字 の キ 
ャ ラク ター コー ド を 指定 の メモ リー アド レス に 書き 込み ます 。 データ 間 は 原則 と し て 、 ス ペー ス で 区 切 
り ま す が 、 デ ー タ が 2 文字 の 場合 は 必要 あり ませ ん 。 
*MFE0 0 と キー イン し て 例 の 様 に 実行 し て みて 下さ い 。A の 文字 を 表示 し ます 。 
( 例 ) 
‘FEO 0=3E. LA. Gp. 38.0 0. e s (ZT) 


米 | SHIFT ]-+Í[BREAKJ 


米 GFE0 0 


*Р _ プリ シッ ター スズ イッチ 

D 及 び F ド コマンド の 出力 を プリ ンタ ー に し た り 画 面 に し た り し ます 。 

モニ ター に は いっ た 時 は 画面 モー ド と な っ て お りこ の コマ ンド を 実行 する た びに モー ド が 反転 し ます 。 

プリ ンタ ー が つなが っ て いな い 場 合 は し ば らく し て か ら 、ERR ? と 出 て コマ ンド 待ち に な り ま すか ら 、 プ リン ター を 
チェ ッ ク す る か 。P コ マン ド を 実行 し て 、 画 面 モ ー ド に も ど し て 下さ い 。 


*D[ 先 頭 ア ドレ ス [_ 最終 アド レス ]] 
メモ リー の 内 容 を 表示 し ます 。 最終 アド レス を 省略 する と 先頭 アド レス より 、128 バ イト を 表示 し ます 。 先頭 アド レ 
ス も 省略 する と 、 次 の アド レス か ら 128 バ イト を 表示 し ます 。 
次 の フォ ー マ ッ ト で ダン プ さ れ ま す 。 
:HHHH=HH HH HH HH НН. НН. HH. НН. /ABCDE.G. 


L 1 ーーーー 


= 
( エ デ ッ ト 可 能 マ ー ク ) (行先 頭 ア ドレ ス ) (セパ レー ター) (8 バイ ト 16 進 デー タ )( セ パレ ー タ ー)(8 バ イト 文字 ) 


BE) 最後 に 出力 され る 8 バイ ト 文 字 は 、 デ ー タ の ディ スプ レ ィ コー ド で コン トロ ー ル コー ド は .( ピ リオ ォ ド ) で 表示 され ま 
す 。 


BREAK| キ ー の み で 表示 スト ッ プ | SHIFT ] 十 BREAK] で コマ ンド 待ち へ も どり ます 。 


жм メモ リー セッ ト 


ЖМ 先頭 アド レス 〕] 
メモ リー の 内 容 を か きか えま す 。 先頭 アド レス を 省略 する と 、 現 在 の ポイ ンタ ー か ら か きか えま す 。 こ の モー ド か ら 
ぬけ る に は 、| SHT ] 二 BREAK] を 押し て 下さ い 。 

アド レス と デー タ が 表示 され て カー ソル は デー タ の 上 に きま す の で 、 エ ディ ッ ト の 書式 で デー タ を 指定 し て | cn ) 
キー を 押し て 下さ い 。 指定 の デー タ 数 、 ア ドレ ス が 加算 され て 次 の 行 へ すす み ま す 。 


ü) (Сев) キー は (Z) キ - の = と で +。 


ЖЕ ファ イン ド 


ЖЕ 先頭 ア ドレ スロ 最終 ア ドレ スロ デー タロ デー Жү sss 
先頭 アド レス より 最終 アド レス まで 、 デ ー タ で 指定 され た 個数 の 連続 し た デー タ を さがし 、 見 つか っ た ら そ の アド レ 
ス と デー タ を ダン プ の 様式 で 出力 し ます 。 | SHFT | 十 lBREAk| で 止ま り ま す 。 


жа _ ゴー サブ 
XG コー ル ア ド レス 
指定 し た コー ル ア ド レス を サブ ルー チン コー ル し ます 。 ス タッ ク ポ イン ター は 、FFFE (16 進 ) に あり ます 。 


ЖТ トラ ンス ファ 


ЖТ 先頭 アド レス 最終 アド レス 転送 先頭 アド レス 
指定 し た アド レス 間 の デー タ を 転送 先頭 アド レス か ら に 転送 し ます 。 


xs セー ブ 


XS 先頭 アド レス 最終 アド レス 実行 先頭 アド レス : ファ イル 名 
指定 し た アド レス 間 の デー タ を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 
実行 先頭 アド レス と は LOAD し た 時 の 実行 先頭 アド レス で す 。 
ファ イル 名 は 、BASIC と 同様 次 の 様式 で : (コロ ン ) の 後に 指定 し て 下さ い 。 年 月 日 時 分 は 自動 的 に タイ マー より 
読み 込ま れ 記録 され ます 。 
ファ イル 名 の 様式 
・NAME.EXT 


XL ロー ド 


XL [ロー ド 先 頭 ア ドレ ス ][: フ ァイル ネー ム ] 
指定 の ファ イル を カセ ッ ト よ り LOAD し ます 。 先頭 アド レス を 指定 する と 、 そ の アド レス より LOAD し 、 指定 し な い 
と 、SAVE し た 情報 の 通り LOAD し ます 。 フ ァイル ネー ム は 指定 し な いと 、 最初 に 見 つけ た ファ イル を LOAD し ます 。 
途中 で BREAK し た り チ ェ ッ クサ ム エ ラ ー が 出 た 時 は 、ERR ? と 出 て コマ ンド 待ち に も どり 、 エ ラー が 出 な か っ た 時 は 
その まま 、 コ マン ド 待 ち に も どり ます 。 


® 


ЖҮ [: フ ァイル ネー ム ] 
指定 の ファ イル を カセ モッ ト よ り 読 み 、 メ イン メモ リー の 内 容 と 比較 し ます 。 正しく SAVE さ れ た か どう か を 調べ る 時 
に 使い 正しく な い 場 合 は ERR ? と 出 て 止ま り ま す 。 


XR リタ ー ン 
モニ ター を コー ル し た シス テム へ リターン し ます 。 
BASIC の MON 命 令 か ら は いっ た 場合 は 、 こ の コマ ンド に より BASIC へ も どれ ます 。SP 及 び HL は 保存 し て いま す の 
で MON の 次 の 命令 を 実行 し ます 。 
スタ ッ ク ポ イン ター (SP) が FFO0 一 FFFF に ある よう な シス テム か ら コ ー ル され た 場合 や 、 ス タッ ク に リタ ー ン ア 
ドレ ス が は いっ て な い 場 合 は 、 こ の 命令 で は リタ ー ン で きま せん 。 
G コ マン ド よ り 、 そ の シス テム の ホッ トス ター ト を CALL し て 下さ い 。 


А.3.2 USR 命 令 の 使い 方 


BASIC よ り 機 械 語 サ ブル ー チ ン を 呼び 出す 


< 


í< 
пр ^7 令 


пр Dp 


に は 、CALL 命 令 と USR が あり ます 。 


この 中 で USR 命 令 は デー タ の 受け 渡し が で きる 他 、 機 械 語 サ ブ プルー チン か ら の エラ ー 処 理 が で きる 等 の 機能 を も っ て い 
ます の で 次 に その 機能 を 説明 し ます 。 

まず USR 命 令 を 使う 為 に は 、 そ の アド レス を 定義 し て や る 必要 が あり ます 。 こ れ に は DEFUSR を 使い ます 。 
DEFUSR (а)]= 2-07 К/А 

n は 0 一 9 の 番号 で いく つも の USR 命 令 を 使用 する 時 、 最 大 10 個 まで 定義 で きま す 。 省 略す る と 0 で す 。 

コー ル ア ド レス は ユー ザー の 機械 語 サ ブル ー チ ン が は いっ て いる アド レス で あり 、 メ イン メモ リー64K の どこ に で も 指定 


で きま す 。 


指定 せ ず に 使用 する 事 は し な いで 下さ い 。 定義 を 解除 する 命令 は あり ませ ん の で 、 前 の 定義 が の こっ た まま と な り 、 肛 
走 す る 事 が あり ます 。 
DEFUSR で 定義 し た ら 、 次 の よう に し て 使い ます 。 


USR[n 


数 式 
文字 式 


у 


例 A=USR(B) 
А$=056к1(С8) 
DUSR(65) 

数 式 あ る い は 文字 式 で 指定 され た デー タ を も っ て ユー ザー 定義 nm 番 の サブ ルー チン を 呼び 出し 、 リ ター ン し た 時 の デー 

タ を も つつ 関 数 と な り ま す 。 サ ブル ー チ ン 中 で デー タ を 書き か える と その 書き か えた デー タ を も 関数 と な り ま す 。 た だ し 、 

デー タ の タイ プ は 見 る 事 は で き て も 変え る 事 は で きま せん 。 

サブ ルー チン へ 受け わた す デ ー タ 
IX レジ スタ ー… エ ラー 処理 の アド レス を 示し て いま す 。 


Acc レ ジス ター… 


N Rs 


※ オ フ 


КЕ 


モッ ト 値 … 


DE レジ スタ 
及び B レジ スタ 


i 


Acc に エラ ー 番 号 を セッ ト し て JP(IX) を 実行 する 事 に より エラ ー 処 理 が で きま す 。 


デー タ の タイ プ を 示し て いま す 。 


ЖОО 整数 形 
Б ww 単 精度 
сыа 倍 精度 
Әя 文字 形 


デー タ の は いっ て いる メイ ン メ モリ ー 上 の アド レス を 示し て いま す 。 文 字形 の み デ ー タ で は な く 、 
スト リン グ デ ィ ス クリ プター と 呼ば れる エリ ア を 示し て いま す の で 、 こ の デー タ で は 、 文 字 の デー 
タ は わか り ま せん 。 DE レジ スタ と B レ ジス タ で 見 て 下さ い 。 

デー タ は HL の アド レス か ら 次 の よう に は いっ て いま す 。 


指数 | MSB 仮数 7 バイ ト 


長 さ | オフ セッ ト 値 


仮数 部 の MSB が 指数 を 示し て いま す 。 

81 (16 進 ) が 2 で 、0 0 の 場合 が デー タ 0 を 示し ます 。 

MSB を 1 と する 2 進 デ ー タ で 必ず MSB が 1 で ある 事 よ り 、 こ の ビッ ト を 正 ・ 負 の 符号 ビッ ト と し 
て 使い 0 の 場合 正 の 数 、 1 の 場合 負 の 数 と な り ま す 。 

スト リン グ エ リ ア の スタ ー ト アド レス か ら の オフ セッ ト で あり 、 サ ブル ー チ ン 中 か ら こ の アド レス 
を 見 て も 意味 は を な い の で 、DE レ ジス タ を 見 て 下さ い 。 

A レ ジス タ が 3 つまり 文字 形 の 時 の み 意 味 を も ち 、 文 字 の 先頭 が DE レジ スタ 文字 の 長 さ が B レジ 
スタ に な っ て いま す 。 B レ ジス タ が 0 の 時 は DE レジ スタ は 意味 を も ち ま せ ん 。 デ ー タ を 書き な お 
す 場 合 は 、B レジ スタ の 長 さ 以上 入れ を いで 下さ い 。 ま た BASIC の USR 関 数 ( ) の 中 が 文字 変数 
の み の 場 合 は 、 直 接 変 数 の アド レス を も っ て いま す の で ( ) の 中 の 変数 の 値 が か わっ て し まい ます 。 
文字 式 を 渡す 場合 、、USR(A$ 十 ′ ) と いう よう に 文字 式 の 加算 の 形 で 渡し て 下さ い 。 


LSB 


m A.4 コー ド 表 


A .4.1 キャ ラク タコ ー ド 表 (ASCII コ ー ド 表 ) 


上 位 4 ビ ッ ト ー 

Z 1 ど コ オラ は ロア BBHBCDEF 
FÜ SI BƏP `o — -3š 
ا‎ АЙ аза | a チム ロロ 
2 ERE" БЕ ЮГ хф 
КЭ tHSCS5SC=mrT a VT E PP 
4 **3£3DTcltmi. Il F$+ 

> ЕймхсЕЦен г. ЯД 

Б ЕБЕР E 

了 A 1 ЧС 

8 н Нлл! 4 í 324 U 5 

а TY ATTY эт 

円 енн Fr ェ コ nb レヒ ョ ї 

НЧ #FEO se 

С е1 Ф104 ャ コロ 

D H>-=M Imig’ スー 

E НТ: МАМ сат 

F も デア ロウ ロー ロ T ゲト ロリ ロマ TL 丘 


本 機 で 使用 する キャ ラク タ (Хч) の コー ド 表 を 上 に 示し ます 。 
キャ ラク タコ ー ド は 16 進 数 の 0 0 か ら 5FF (&H00 一 &HFF) まで あり ます 。 
上 の 表 は 横 の 数 字 が 16 進 数 の 上 位 桁 、 縦 の 数 字 が 下位 桁 を 表し て いま す 。 
た と えば 、 キ ャ ラク タ S の コー ド は &H53 と な り ま す 。 
&H 00 一 HI1F は 、 コ ント ロー ルキ ャ ラク タ で 、 プ ログ ラム 中 で これ ら を 使う に は CHR$ 関 数 を 用 いま す 。 
た と えば &H1C ( 十 [ Y ]) は カー ソル を 右 に 移動 し 、&H07( 十 [ e ]) は ポッ と プ ザ ー を 鳴ら し ます 。 
単なる 文字 と し て 表示 させ る に は 、PRINT# 0 文 を 利用 し て くだ さい 。 
&НА 0 は スペ ー ス と 同じ よう に 1 文字 の 空白 で す が 、 ス ペー ス と は 区 別 き され ます 。 


それ を 打ち 込む に は カナ モー ド に し て か ら 、| ент ] キ ー を 押し な が ら (キー (カタ カナ の ロロ ) を 打っ て くだ さい 。 


шше 人 AA.5 エ ラー メッ セー ジ 一 覧 表 


NEXT without FOR 
Syntax error 
RETURN without GOSUB 
Out of DATA 


Illegal function call 


Overflow 


Out of memory 
Undefined label 


Subscript out of range 


Duplicate Definition 


Division by zero 


Hlegal direct 


Type mismatch 


String too long 


Too complex 


Can't continue 


Undefined function 
No RESUME 
RESUME without error 
Illegal format 


Missing operand 


Line buffer overflow 


Bad screen mode 
UNTIL without REPEAT 
Out of tape 


Tape read ERROR 
Bad file mode 


Out of stack 

WHILE without WEND 
WEND without WHILE 
Reserved feature 

FOR without NEXT 
Format over 

REPEAT without UNTIL 
FIELD overflow 
Device in use 

Bab file number 

File not found 

Already open 


FOR が な い の に NEXT が ある 。 
文法 が まち が っ て いる 。 
GOSUB が な い の に RETURN が ある 。 

READ で 読む ベ べき デー タ が DATA 文 に 用 意 き され て いな い 。 

規定 外 の 数 値 や デー タ が 指定 され て いる 。 

演算 結果 が 許容 範囲 を 越え た 。 

プロ グラ ム が 大 きす ぎる 。 配列 を どの 変数 を 多く と りす ぎ て いる 。 
СОТО, GOSUB, IF な ど で 指 定 し た 分 岐 先 の 行 番号 が な い 。 
配列 変数 の 添字 が 規定 外 で ある 。 

配列 が 2 重 に 定義 され て いる 。 

0 で 割っ た 。 

ダイ レク ト 実 行 で き な い ステ ー ト メン ト を 実行 し よう と し た 。 
変数 の 型 が 一 致し な い 。 


文字 が 255 文 字 を 越え て いる 。 

式 が 複雑 すぎ る 。 た と えば 、( ) が 異常 に の 
CONT に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 再開 で き な 

DEF で 定義 S8 れ て いな い 関 数 を 呼ん だ 。 
RESUME に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 再開 で き を ない 
エラ ー が な い の に RESUME を 実行 し よう と し た 。 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 定義 きれ て いな い エ ラー が 超 こ っ た 。 
パラ メー タ の 必要 な 命令 に 指定 が な い 


1 行 の 入力 文字 が 多 す ぎる 。 


グラ フィ ッ ク メ モリ ー を 外部 記憶 と し て 使 ね うと し た 。 (WIDTH80 で ASK を 
REPEAT が な い の に UNTIL を 実行 し よう と し た 。 行 し た 。) 
カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト さ れ て いな い 。 


カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ が 正しく 読め な い 

異 っ た モー ド の ファ イル を 参照 し よう と し た 。 (ファ イル に は バイ ナリ 4, Basie? 
キス ト 、 ア スキ ー タ イプ の 3 つの モー ド が ある 。) 

POP を 実行 し よう と し た が スタ ッ ク に 何 も 入 っ て いな い 。 

WHILE ルー プ に WEND が な い 。 

WHILE が な い の に WEND が ある 。 

ディ スク BASIC 用 の コマ ンド を 実行 し よう と し た 。 

FOR ルー プ に NEXT が な い 

PRINT _ USING で 指定 し た フォ ー マ ッ ト が 長 す ぎ 
REPEAT ル ー プ に UNTIL が な い 。 

FIELD 文 で ラン ダム ファ イル 内 の レコ ー ド 長 が 256 以 上 に な っ て いる 。 

外部 装置 の 使用 中 で ある 。 

オー プン され て いな い フ ァイル や 、 起 動 時 に 指定 し な い フ ァイル を 参照 し よう と し た 。 
Мыкы: оош хо л 

すでに OPEN し て いる ファ イル を 再び OPEN し よう と し た 。 


て 出力 で き な い 。 


_ 


Device I/O ERROR 


File already exists 


Device full 


Input past end 


Bad allocation table 
Bad file descripter 
Bad record 


No password 


File not open 
Write protected 


Device offline 


入出 力 装 置 に お いて 入出 力 エ ラー が 生じ た 致命 的 エラ ー。 
NAME で 変更 し よう と し た ファ イル 名 が すでに 登録 され て いる 。 


デー タ が 入出 力 装置 の 許容 容量 を 越え た 。 
end of file の ファ イル を 読も うと し た か 、 空 ファ イル を 読も うと し た 。 


ディ スケ ッ ト 中 の FAT が 壊れ て いる 。 
ディ スク リプ タ が 違う 。 
レコ ー ド 番号 が 規定 外 。 
パス ワー ド が あわ な い 。 


OPEN され て いな い フ ァイル を 使用 し よう と し た 。 
指定 され た カセ ッ ト テ ー プ の 消去 防止 用 の ツメ が と れ て いる 。 
入出 力 装置 が つなが っ て いな い の に 使用 し よう と し た 。 


BE) ここ に 登録 され て いな い 上 記 以 外 の エラ ー メ ッ セ ー ジ は 、Unprintable error 
と 表示 され ます 。 


maw A.6 ファ イル デイ スク リブ プ ブタ 表 


使用 で きる モー ド 
=R: 画面 (コン トロ ー ル コー ド を 実行 する ) 0 
СРТ: 画面 (コン トロ ー ル コー ド を 表示 する ) 0 
КЕ" : ras E I 
LPT: プリ シタ ー 0 
CAS: カセ ッ ト フ ァイル I また は 0 
МЕМ: グラ フィ ッ ク メ モリ ー I また は 0 
EMMA: 外部 メモ リー I また は 0 

$ 


EFS: 


SHARP HuBASIC で 使用 する ファ イル ディ スク リプ タ 表 を 上 に 示し ます 。 
ファ イル ディ スク リプ タ は 、 外 部 デバ イス を 指定 する 文字 定数 で 、 最 後に : (コロ ン ) を つけ る の を 忘れ な いで くだ さい 。 


А.7 メモ リー マッ ブ jP — ——.— Əsons,—əəəə—Ào s+OU 


0000 -&H0000 
ОСЕ 
モニ ター 
BASIC 
イン ター プリ タ 
ーNEW ON で 指定 し た テキ スト アド レス 
テキ スト 
== ー テ キス ト エ ンド コー ド "00 00" 
変数 エリ ア ーVARPTR 
ー 秋 数 エン ドコ ー ド "00" 
ファ イル 用 スト リン グ バ ッ フ ァ М, 
В, 31. иек 
ерни MAXFILESn で と られ る エリ ア 
トリ イグ デー (п+1) X (16+256) バイ ト 
NY TT 
テン ポラ リー スト リン グ 
エリ ア 
И 
フリ ー エ リア 
1 
STACK 
~ (CLEAR, LIMIT )— &H100 
FAC 
ーCLEAR,LIMIT で 指定 し た アド レス 
ユー ザー 用 機械 語 
フリ ー エ リア 
FF00 ー&HFF00 
FFPF I PL 用 ワー クエ リア 


ag HF FEF 


m А .8 SHARP HuBASIC プ ログ ラマ の た の Шаа 


ワン ボイン ト ア ドバイ ス 


. INPUT 文 を ど で デ ー タ を 入力 し た 後 や 、 プ ログ ラム を エディ ッ ト し た 後に は 必ず [| キー を 押す よう に し まし お う 。 
‚ LIST.RUN,LOAD,、SAVE な ど を 実行 する 前 に は 必ず を 押し て 画面 を クリ ア し て か 5 行う よう に 


習慣 づけ て くだ さい 。 
カー ソル を 画面 の 下方 向 に 動か す と き に は 必ず [は] キー を 使う よう に し 、 (本 *- は デー タ や プロ グラ ム を 入力 する 
どき に だ け ば 使う まお うに に しま しょう 。 


. 画面 が 複雑 に な っ た り 、 カ ー ソ ル が 見 えな く な っ た り し て どう し よう も な く な っ た と き に は 、 次 の 順番 で 操作 を 行っ 


сле 

(1) ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 は 大 丈夫 か 確認 す 
с. 
(3) ディ スプ レイ テレ ビ が コン ピュ ー タ モー ド に な っ て いる か 確認 する 。 
(4) キー ボー ド 上 の | SHIFT (BREAk キー を 押す 。 


= CTRL | [D | を 押す 。 
o) Сант) ктт. 
(т) [s][c]・] С). 


(8) 本 機 の 背面 の リモ ッ ト ス イッ チ を 押す 。 
( 9 ) 本 機 の 電源 を いっ た ん 切っ て 、5 秒 後に 再び 入れ る 。 


. プロ グラ ム を 能率 的 に 作成 する に は 、 次 の キー 操作 に 精通 す る と よい で し ょ う 。 


Com) (а). “INS (イン サー ト ) モー ド の 設定 、 解 除 を 行う 。 
(INS モ ー ド … 文 字 列 を 間 に 挿 入 する 。) 


(2 )[ cTRL ) (Е) … ヵ カー ソル か ら 右 を 行 の 終わ り ま で 消す 。 

(3)[ ств. | [z ] … カ ー ソ ル 以 降 の テキ スト 画面 を す ペ て クリ ア す る 。 
(4) [人 で] 、[ は | (AB) を 使っ て カー ソル の 移動 を 行う 。 

(5 ) | знет )[ ш) … 画 面 を 全て クリ ア す る 。 


6. CLEAR は サブ ルー チン 内 で 実行 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。 メ イン プロ グラ ム の 最初 に 実行 する の が 常識 で す 。 


. プ ログ ラム で 小数 を 使わ な い 場 合 は 、 最 初 に DEFINT A 一 Z で 変数 の 整数 型 官 言 を し て お く と 、 プ ログ ラム の 実行 


速度 が 上 が り ま す 。 


・ FOR 一 NEXT 文 で NEXT の 後 の 変数 を 省略 する と ルー プ 速 度 が 速く な り ま す 。 
・TRON は 画面 が 乱れ る だ け で デバ ッ グ 効果 は あま り 期 待 で きま せん 。 む し ろ 、 プ ログ ラム の 随所 に STOP を 入れ て デ 


バッ グ す る ほう が よい で し ょ よう 。 


・ プ ログ ラム の 先頭 に INIT 文 を 入れ る よう に し まし ょ う 。 

. ON KEY GOSUB 文 な を ど で フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 効か を く な っ た と き は |[o] СЕ) етв よう に な り ま す 。 
. TIME$ は 1 度 設 定 し た ら さ わら な いで 、 時 間 の 計測 に は TIME を 使い まし ょ う 。 

・ プ ログ ラム の 実行 中 に キー の み 押 す と 一 時 停止 し ます 。 は な す と 実行 を 再開 し ます 。 

. APSS の 動作 を 確実 に する た め 、 カ セッ ト テ ー プ は 15 分 テー プ を 使っ て 下さ い 。 


また 、 す で に 記録 し て ある テー プ を 再 使用 する 場合 に は 、 必 ず 消 去 し て か ら 使 用 し て 下さ い 。 


. プ ログ ラム 実行 中 に エラ ー が 発生 し た と き に は 、 回 ロロ oor 便利 に エディ ッ ト で きま す 。 
. カ セッ ト が 作動 し て いる 間 、 キ ー か ら の 入力 を 受け つけ に くく を る 場合 が あり ます が 、 カ セッ ト の 動作 が 終わ る と 、 


一 気 に 入 力 さ れ ま す 。 


. プ ログ ラム は な る べく 1 本 の カセ モッ ト テ ー プ に 1 つの 割合 で SAVE す る と 、 プ ログ ラム を LOAD す る と き 速 く て 便利 


で す 。 


. プロ グラ ム は 同じ も の を 2 回 続け て カセ ッ ト テ ー プ に SAVE す る よう に 心がけ て くだ さい 。 1 つが 壊れ て も 、 も う 1 


つが 使え を ます 。 カ ー ソ ル を SAVE 文 の と ころ に も っ て いっ сс) を 押せ ば 簡単 で す 。 


. カ セッ ト デ ッ キ の フタ を 閉じ る と き は 静か に フタ の 左側 を 押す よう に し て くだ さい 。 
. ファ イル 名 と し て , (カン マ ) : (コロ ン ) : (セミ コロ ン ) は 使用 で きま せん 。 


A.9 サン プル プロ グラ ム 集 


A.9.1 キャ ラク タ 定 義 1 
18 REM SAMPLE РЕОБКАМ 
20 SCREEN ロ 』 ñ, B: ОРТІОМ SCREENI: CGEN: HIDTH4 8 
:COLORT, BNINDON:FALET:CSIZE :CREV:CFLASH PRIN 
38 FOR I=@ TO 255 
48 ОЕЕСНЕФ 1) =STRING#E (3, LEFT$ (CGPATS (1,85) 
SA NEXT 
る g CGEN 1:CS5SIZE B 
7@ FOR 1=@ ТО 25 8. 
88 PRINT #80, СНЕЖ 
sü NEXT 
1008 FOR І=й ТП SSS 
114 ОСЕҒСНЕФ 1) =LEFTHEESTRINGS 2,1 ЕҒТФ(СБРАТФ 15,80), 23) +СНЕФ (852 
120 NEXT 
130 CSIZE 


ы 


H 


A .9.2 キャ ラク タ 定 義 2 


18 REM SAMFLE РЕОБЕАМ 

Zü БСЕЕЕМЯ, й, #:НІСТН 40: СРЕМ: СЕ АБН: СОСОВЕ 7, B:CLS4:CGEN:CS IZE 
308 CGEN 1:CSIZE а 

40 FUR I=@ ТО 255 

SE PRINT #8, СНЕЖ 1); 


й NEXT I 

78 FOR І=а ТО 255 

БВ ОЕЕСНЕФ 1) =LEF T# STRINGS (3, _ЕҒТФСБРАТФ (І), 327, 23) +СНЕФ С255› 
sa NEXT І 


ユー ザー 定義 文字 に 、 ノ ー マ ル 文字 に 、 下 線 を 引い た パタ ー ン を 定義 し ます 。 


А.9.3 チェ ッ ク 模 様 と 斜線 


10 REM SAMPLE PROGRAN 
20 SLREENQ, 8, а: НІСТН SB:COUDR7Z, O: HINOOR: 
РА ЕТ: СІРЕ: СКЕЧ: СЕО АБНІРЕН: ELSA 
ЗЯ СО ОВ2: АФ=НЕҲСНЕФ ("SDAA " > 
40 FOR 1=й TO 77 
Sg POSITIONG, I ボ KE 
sa FOR =й TQ 7 
78 PATTERN-Z, ñ$ 
88 NEXT J 
タロ NEXT I 
1@@ COLORS:S$=HEXCHR#*#("0ai08B84Bü18883888") 
118 FOUR I=@ TO 24 
20 POSITIONG, IS 
138 FOR T= TQ тя 
148 PATTERN-S, АФ 
158 NEXT J 
1680 NEXT І 
178 END 


一 回 目 は チェ ッ ク 模 様 が 表示 され 、 二 回 目 は 斜線 が 表示 され ます 。 


A.9.4 線 と 図 


14 REM SAMPLE PROGRAM 

20 SCREEN, B, QIHIDTHA4G:CULORT, BH: HINDU: 
PALET:CSIZE:CREV:CFLASH:PRW:CLSS 
38 XB8=INT(RND (12 #328) 

40 Ya=INT RND (1) XZ 88) 

Sg X1=INT(FND (1) ボボ 8) 

SA Үі=ІМТ ЕМО £1? 82885 

7Q4 С=ІМТ ЕМО て (1) жу) +1 

Зӣ LINE (XO; ҮЙ) - (Kl; Y12 РЕТ, С, BF 
20 X8=X1:Yü=Y1 

188 сото 5й 


画面 に つ を が っ た 線 を 引き ます 。 
また 、80 行 を と りか える と 中 間 色 で 四角 形 を 書き ます 。 


Зӣ LINE (X0, TE} - 1х1, ҮІ», РЅЕТ, BF, НЕХСНЕФ {"AAFFEESSFFBEB " > 


A.9.5 ペイ ント デモ プロ グラ ム 


18 КЕМ SAMPLE РЕСБЕАМ 

гй SCREEN BB, а: ЧІСТНЕЯ: СОСОК, E: HINGO: 
FALETICSIZE I БЕЕФ:ЕЕРГ АБН: РЕК: CL S= 

38 FORI=8TO7:CIRCLE IwB8+48,581, 28, 1, 1, B, SSA: 
LINE (IWwWS8, 1005 - (IGR +72, 1225 , FSET, ТУЕ: 

FAINT С1ж8@+4й,5й@›, I, I: NEXT 

38 PAINT (31, 1813, НЕХСНЕФ С "ААЙВЯВЕБВВОВ 7 
РАІМТ (151,101), НЕХСНЕФ C" 8BAGBBaBSS5S88"), 7: 
РАІМЧТ (241,101), НЕХСНЕЖФ "AÃRAA RESISTOR", 7 

=й PAINT 321,101), НЕХСНЕФ С" ЯВОЙААЙЙӢ5Е"), 7: 
PAINT 491, 1917, НЕХСНЕФ SS "у 7: 
PAINT 481. 1815, НЕХСНЕ%Ф С" @ йз БЕ", 7: 
РАІМТ 551, 1912, НЕХСНЕФ { "Ааа аб 5 99"), 7 


SH ЕМО 


円 を 色 つ き で 表示 し 、 そ の 内 部 を ぬり つぶ し 、 長 方 形 を 書い て その 内 部 を すこ し うす い 色 で ぬり つぶ し ます 。 


A.9.6 ペイ ント タイ ル パ タ ー ン デモ プロ グラ ム 


19 REM SAMPLE PROGRAM 

га SCREEN @, 0, A:OPTION SCREEN! :CGEN: 内 IDTHBBi ビ ロ LHR アッ 
WHINDOH:PALET:CS IZE :CREV: CFLASH PRL 

За CLS4:LDCOTE 2, {B:PRINT"AUTO ог MANUAL САИМ) 2"; 
40 АФ=ІМКЕҮФ (1) IF АФ= "А"ТНЕМ FL=i ELSE FL=8 

59 FOR I=ü TO 7 

38 LINE <1жі60+40,20) - (1ж159+119, SP, PSET, 7, E 

7@ NEXT 

8ü RESTORE 25@ 

?@ FOR І=0 TO З 

19 IF FL=1 THEN KEY@, STRE 1+1} +СНЕФ (125 

119 LOCATE 1ж2й+г, 11: INPUT гло", А 

129 PAUSE 258:PALSE 25й 

іза IF A¢1 CR а>в GOT ロ 11ё 

149 а=" " 

150 FOR Ј=: TO А 


1 
1 THEN К 


16б IF Рі = ニニ DB まま ドド ET БЪ+СНЕФ 133 

1 LDCATE IMEB+2, TRUT EECHRE 和 LEF TT て E81 
158 РАЦЅЕ 2®@:РАШ5Е 258 

198 PE 1 ЕМЕФУ < УЗ SOTE 17а 

ZOR з= +ЕФ 

213 МЕХТ 


гаа GOTO =E 
ZA DATA ААЕЕЕЕ, ЗЕКЕ ПИЗ, ココ ビビ ロロ ェ ご ご ニー ロロ SOSA, SASSO, 
аїйййї, гөй, ааай, ロロ dS 


ペイ ント の タイ ル パ タ ー ン を 見 る プロ グラ ム で す 。AUTO or MANUAL と た ず ね て くる の で 、 大 文字 で A か M を 押し て 
下さ い 。 A を 押す と 自動 で 段数 、 パ ター ン が 入力 され ます 。M を 押す と 段数 の 入力 で す 。 1 か ら 8 ま で 入力 し て 下さ い 。 
次 に パタ ー ン で す 。16 進 数 6 ケタ の 入力 で 、 段 数 分 入力 が くぐり か えさ れ ま す 。 


A.9.7 星 


1@ REM SAMPLE PROGRAM 

2@ SCFEEENB, й, #:МІСТН 48:COLDR7, A:HINDONH: 
PeALET:CSIZE:CREU:CFLASH:PFI4:CL SA 

3 ロ FOR X=2é TO 317 STEPS2 

qa FOR Y=28 TQ 197 БТЕР4а 

Sg C=INT<(RND (15373 +1 

20 POLY Y)  28,C 143, 28,818 

ҮЙ NEXT Y 

sú NEXT х 


画面 に 星 型 を 色 つ き で 表示 し ます 。 


A.9.8 三原 色 


18 КЕМ SAMPLE PEOGRAN 
29 SCREENA, QO, GIDTH 4й@:СО ПЕ FF, 81:F11MNDOLI: Ра ET:CSITZE: 
LREYECFLASH:PRH: е 

238 CIRCLE 150, 7 =й, Za 1 』 
зай: сыллыы 7,1 
43 FAINT 1А, 905,1, ТЕРЕТ 
ТЕРАІМЧТ 117, 75), 3, 7:РАТІ 

МТ (148, 1505,45, Т:РАІМТ (ご УШ» 


25,2. ?ІРАІМТ 205,125), 4, 


— £ 
Pà 


m) S, FIPAIMTX160, 18081, 7, 7 
Эй PAINTx<X117 1255,2, 7:PAIHT з, 1250,4, 7šsPAINT(117, 755,3, 
ТІРАІМТ 120, 1585, é6, 7 EPAINT (283, TSN Sy Z iPATMT 168, DB, 7, 7 
Ss СІКС Е CISC, Тау. SO, 1,1, ны و ی‎ р, 


їг@,з@й: CIRCLE (18é, 1155,58, 4, i, 1 ご ІСТЕСЕ 149, 782. SB, 
3, 1, 181,2408:C IRCLE (154, 1159, SO, &, 1 dS Я: уды y 1 123 
=й, 5,1, Фй. 1 га 
Та CIRCLE (168 , 781 , 0B, 5, 1 388, Ш5@6:С1]КГ1ЕСЇ1З4,115›,5й,5, 1, 
0, 12Z8:CIFCLE (186, 1135 58, 4, 1,188,248 

コロ LOCATE 15, 11: РЕТИ: ЖИЫ ИЩ тыге 15,1, 
оо ШШ": ОСАТЕ15,1З:РЕ1ТМТ" НИИ" : САМА 1 
та LAYER, 2,3,4: РАЦБЕ 18:11 Ач ER 1。 2, 4, 3: PAUS 1 
‚ ЗЕРАЦБЕ 18:LeYER1, 3,4, 2: РАЦБЕ ІЙ: АҮЕН 1 ご 
ER 1』 4, 3, Z:FAUSEIB 
100 LAYER2, 1,3,4:2АЦЕ= l18:L e EF 
1,4:РАШ5Е 10: LAêYERZ, 3,4, 1:РАЦШЗЕ 1 
し YE 、 4 l, 3, i:FALISE 18 
YE 


Ts P = 
> F: 


1,А4:РАШ5$Е 18:LAYEFRS 2,4 


= 


3 
ATERZ. 34, Z, 1: F AlISE і ET © 


画面 に 色 の ちがう 丸 を 表示 し 、 そ の 中 央 に 字 を 入れ ます 。 そ し て 、 優 先 順 位 を いろ いろ 変え て いま す 。 


А.9.9 カエ ル の 歌 


1й REM Seri E PEHGE r 

2а КЕМ FEOG FROG FROG 

mz SCREEN, B, BIOPTION SCREEN اناو او ر کر اي‎ 
BH: HINGCOH:FALETILCSIZESCREV:CFLASH: PEIN 

qa ТЕМРП 12а 

58 MUSICj du SU :03012" 

® SC ESDEFPEDCR SESEFERRRRRE:RSRRERRRRT" 


IC "COEFEDCR 1 EFGAGFER :RRRRRRRR " 
SIC"EDEFEDCR:EFGAGFER:CRCRCRCR " 
RECRCRCRCR" 
“CDESEDCR : RRSRRRRR : CRCRCRCR " 
CDEFEDCR 1 EFGASGFER : RRERRRRR" 
EDCR 1 ERERFRERR 1 RRRRRRRR " 


KET г 


SR 


N. 
7 


A.9.10 TEL. ぜ ザウ 


HH INDO: 


FiCS1IZE: 
38 TEMPO 388 
Зб MUSIC"EBABEAE AE A 


REAR RF " 


СЫЕЕЧЕСЕГА5Н:РВЫ 


さ GOTO sa 
A.9.11 D51 サウ ンド 
19 REM SOUND 
29 SOUND0, 16:SOUND1, 2:SOUNDZ, 8: SOUNDS, 


1 
21:500404, 31: SDOUMDT, 23: SnUND8、 211 SOUND。 * ご 1* 


AU SOLD 12, SISOUNMD I3, 18 

=ë =15@б:]=-гт 

&@ н=1 х ご ご ミレ = ェ エ AND 255 

ба IF Li THEN SOUND 11,1 

&Ё ТЕ H<> B THEN SOUND 12, H 

FH I=I+J:IF {S48 OR [>15Йй THEN J=-J 
mü GOTO 4а 


SCREEN1: CGENM: IDTHAG: 


: SOLIND4, 


COLOR, 


COLOR, й: 


АЕ #ЗЕ ÃE ÃE АЕ AE ЗЕ AE AE AE AE AE #ЗЕ AE AE AE SAE 


32: SOUNOS, 
SOLIND 18, 31: SOU 


А.9.12 サイ コロ 1 


1@ БЕМ SAMPLE PROGRAM 
28 SCREENB』 ロ iDTH 48:COLOR 7, BEHINDOH:PALET:CS IZE CREW: 


CFLASH:PRH:CLS4 

38 CLS Ө 

5û HWINDON 89,59) - (237, 149), cü, 0) - (319,199) 

5@ GOSUB 138 

?@ FOR I=ü TO 3:FOR J=g TO З 

Bü IF (І MOD 23)<>8 АМО {J MID 3)<>8 GOTO 188 

Фа NINDOR ¢IXEE, Јжей) - CIERBB+72, Тж=й+4?}, (0, йу - (319, 1223: 
50508 120 

100 NEXT JiNEXT I 

118 END 

120 POLY(160, 1002, 98, 7, &0, 30, 3 の iPHLY ISE, 100, FE, у, B, Rx: 
POLY (168, 10805, 90, 7, й, 15 QiPOLY (168, 1088), FE, 7, 8, 270 

138 PAINT (168, 55), НЕХСНЕФ ("FFAGSSFFSSAS", 7:PAINT(121, 1222, 
НЕХСНЕФ ("AAFFSSSSFFóA "j , 7: РАМТ 128, 1225, 

НЕХСНЕФ C" SSAQGFFASSSFF"), 7:БЕТШЕМ 


中 央 に 、 ウ ィ ン ド ウ を 使っ て すこ し 小さ くし た ハコ を 書き ます 。 
また 、 ウ ィ ン ド ウ を 使っ て も っ と 小さ い ハ コ を その まわ り に 書き ます 。 


А.9.13 サイ コロ 2 


ій REM SAMPLE PROGRAM 
24 5СКЕЕМЙ, B, ikEDTH 4й:СПб ОН 7, BIHINDOH:FALET:CSIZE: 
CEE: CFLASH:PRH:TCLS4A 
48 DLS а ТРАЕТ 7,0 
5а WHINCOH (89,50) - (239,149), (8, 8) - (319,199) 
“dd GOSUE i26 
78 РОК І=ӣ TO SIFOR Шей ТО 3 
= ا‎ ti MOD Ш›‹>Йй кыр <J MOD 32<26 GOTO 188 
FA мІМООН ІЖай, INSAN -1жб6й+ 7, J WwSB+4>1, CË, 0) - 312 122311 
G ロ SUB 12@ 
IRE NEXT Ј:МЕХТ I 
1@ FOR їх=@ TO Ў:РА ЕТ 1и, IZ:PAeLET(IZ-1- (1Z2=0)*8, 0: 
PAUSE 5@:МЕхТ :GOTO 118 
126 FOLY i48, 108), 20, 7, о, Зӣ, З7@:РОҮ140, 1882, 28, 7, 0,30: 
рур 1002,9й, 7. й, 19 B:FDLY (1568, 100), 70,7, й, 278 


Bü FAINT (140, 55), НЕХСНЕФ ("FFAASSFF SSAA" 
, HEXCHR# ("AAFFSSSSFFAA "5,7 
НЕХСНЕФ ("SSAAFFAASSFF "5, 7:FRETURN 


画面 に ハコ を 書き 、 


э ТІРАІМТ С121, 122) 
"I IP6GIFRT0128, 122), 


パレ ッ ト を 使い 色 を か え 、 ま る で スト ロボ の 光 が あ た っ て いる よう に 見 えま す 。 


A.9.14 サイ コロ 3 


1 КЕМ SAMFLE РЕОБЕАМ 

28 SCREEN 0, Я, B:INIDTH 44:COLOR 7, BENI ト BLHi 
PALET:CSIZE:CREQ:CFLASH:PFI:CLS4a 

Su CLS B:PeALET 7, а 

ай HWINDOIN CS S8)- (237, 147), 10, O? ~A ÎT, 1295 

SM GOSLE 148 

0 FOR I=ü TH 3:F0FR T= TÜ 3 

Ta IF І МОЮ SSD АМО J MOD 354258 GOTO та 

Зӣ НІМООН Іжа, 1ж5ӣ> - CIXSB+72, TS 8+4%, (0, BD - 1319, 12% TGOSUE 138 
20 NEXT Ј:МЕХТ I 

190 FOR I=@ ТО ТРА ЕТ I, а: МЕХТ 

145 НІМОСИ 

11 Ү=]:7=1:РЕЫ1°ЎЗ 

124 LINE (8, Y+Z) - (37, +2), "W", ЕР:РАЦБЅЕ ІЙ: INE 8, Y-Z>- (IF, Y - Z; 
‚" " BF:Y=Y+Z:IF Y=1 OR Ү=2з THEN Z=-Z 

138 GOTO i28 

14@ POLY (160, 1808), ?2ü, 7 50, 30, S2B:FO0LU Y (168, 10902,70, FT, бй, 30: 
PHLYK1 る BB。 1002,70, 7, 8, 15и: РО Y 160, 1885, TU, 7, B. 270 

15@ PAINT $148, 55>, НЕХСНЕФ ¢("FFAASSFF SAA", РЕРАІЧТ 121, 1220, 
НЕХСНЕФ ¢"AAFFSSSSFFAA ">, 7: РАІМТ (128, 1223 | НЕХСНЕФ 

("SSAAFF AASSFF ">, 7 : RETLUIERN 


いく つか の ハコ を 書い て 、 そ れ を 黒く し ます 。 そ こ に 3 行 の 白い キャ ラク ター を 書き 、 優 先 順 位 を 指定 し て 、 ハ コ の あっ 
た 所 を 黒く な る よう に 見 せ て いま す 。 


BASIC テ ー プ の コピ ビー 作成 方 法 


X 1 に 付属 の カセ モット テー プ 「SHARP HuBASIC CZ8CB01」 は 、 テ ー プ の 長 時 間 使 用 に よる 摩耗 、 あ る い は 不 庶 の 
事故 に よる 破損 に よっ て 使用 で き な く な る こと が 考え られ ます 。 あ ら か じ め 予 備 の BASIC テ ー プ を 作成 し て お く よ う に し 
て くだ さい 。 

BASIC テ ー プ を コピ ー す る に は 、 コ ピー の た め の プ ログ ラム を 作る 必要 が あり ます の で 、 そ の 手順 を 次 に 示し ます 。 
①BASIC テ ー プ を デッキ に セッ ト し て 、「SHARP HuBASIC CZ8CB01 」 を 起動 し た 後 、 テ ー プ を 巻き 戻し た まま に し 

て お きま す 。 

(② 下 に 示す BASIC プロ グラ ム を キー ボー ド か ら 入 力 し ます 。 


1й 


=й RESTORE 189 

29 FOE [=Й ТС 47 

ТА БЕЛП АФ: РОКЕ &НҒЕЯй+І, МА "ЕН" +245) 
Bü NEXT 

テロ CALL &HFE BE 

DATÊ 21, 50, FE, B1, ZA, BB, CD, 31, @й, 2A 
DATÊ 74, РЕ, ЕС, 4E, 72, FE, CD, 44, OB, ЗЕ 
DATê B1, CD, 18,90, FE ZH, PB, FT, 21, ŠB 
БАТ FE, #1, ZE, 88, CD, ЗВ, 88, 28, 74, FE 
DATA ED, 48, 72, FE, CÛ, ЗЕ, 88, C3, 13, FE 


ا عم مم + 


ュー ое 
оз DJ ma CQ 
Сз ca Co e 


з Ü 


③⑬ 上 の プロ グラ ム を RUN す る と 、 自 動 的 に CZ8CB01 が ロー ド さ れ 、 終 了 後 カー ソル が 点滅 し 、 入 力 待ち に な り ま す 。 

(カセ ッ ト デ ッ キ に 、 巻 き 戻 し て ある 新しい 空 テ ー プ を セッ ト し て か ら 、 キ ー ボ ー ド 上 の スペ ー ス キー を 押す と 、CZ8CB01 
の セー プ ブ が 始ま り ま す 。 

モー ブ が 終了 する と 、 カ ー ソ ル が 点滅 し 始め ます が 、 そ の まま の 状態 に し て お く と 、 テ ー プ が 空回り し 続け ます の で 、 
キー ボー ド 上 の カセ ッ ト ス トッ プ キ ー を 押し て 止め て くだ さい 。 

(⑥ セ ー ブ が 終了 し た 時 点 で 、④ の 操作 を 繰り 返す こと に より 、 何 本 で も コピ ー を 取る こと が で きま す 。 

(の プロ グラ ム の 実行 を 止め る と き は 、X 1 の 背面 に ある 黒い RESET ボ タン を 押し て プロ グラ ム を 消し 、BASIC 起 動 時 の 
状態 に 戻し て くだ さい 。 

⑧ コ ピー テー プ を 作成 し た ら 、 消 去 防 止 用 の ツメ を 折っ て 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


